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　　　１




「憶おぼえていらっしゃいますか、クーさん？」




　不意の問いかけに視線を向けると、いつの間にか小柄な姿がすぐ隣となりにあった。

　和風の白びやく衣えを模した上半身の装甲は、純白にほんの少しナチュラルな色味を加えた生き成なり色。袴はかまふうの下半身は、鮮やかさの中にも重みのある緋ひ色いろ。長いヘアパーツが腰帯の下まで垂れ、華きや奢しやな背中を覆おおう。全体の印象は、清せい麗れいとした巫女みこそのものだ。

　黒のレギオン《ネガ・ネビュラス》幹部集団《四元素エレメンツ》のひとり、《緋色弾頭テスタロツサ》の二つ名を持つアーダー・メイデンは、愛らしくも涼しげなアイレンズでハルユキを見上げ、続けた。

「十日と少し前、私たちが帝てい城じようの中に閉じ込められてしまった時……クーさんが私に言ってくださったことを？」

「え、ええっと……」

　メイデンこと四シ埜ノ宮ミヤ謡ウタイの問いに、咄とつ嗟さに答えられずにハルユキは自分のデュエルアバターであるシルバー・クロウの金属ヘルメットを指先で引っ搔かいた。

　現実世界では皇居に相当する無制限中立フィールドの侵入不能エリア、その名も《帝城》に勢い余って突入してしまった一部始終はもちろん鮮明に記き憶おくしている。何せ、内部にはとんでもなく強そうな衛えい兵へいエネミーがひしめき、仮に脱出方法が見つからなければ二人は揃そろって疑ぎ似じ的てき無限ＥＫに陥おちいる瀬せ戸と際ぎわだったのだ。

　帝てい城じよう内ないでの探たん索さく行こうは休息時間も含めれば丸々ひと晩に及び、その間にハルユキは謡ウタイといろいろな話をした。ゆえに、あれから十二日が経過するいま、謡がどのやりとりを想起しているのか特定する材料は──

　その時、足あし許もとの板が激しく揺れ、ハルユキは翼つばさを少しだけ広げてバランスを取りつつ左手でメイデンの背中を支えた。巫女みこアバターがぺこりと頭を下げると同時に、前方からスピーカー越しの声が響ひびく。

『ワリ、道路にでっけー穴開いててさ！　誰だれか落っこちなかったか!?』

「ＮＰ問題ない」

　と答えたのは、ハルユキたちの反対側に陣じん取どる深しん紅くの豹ひよう頭とうアバター、ブラッド・レパード。他の同乗者たち──黒の王ブラック・ロータス、その副長スカイ・レイカー、シアン・パイル、ライム・ベルの四人も、背せ筋すじをぴんと伸ばして進行方向を見詰めている。

　ハルユキたちネガ・ネビュラスのメンバーと、赤のレギオン《プロミネンス》副長パドさんの合計七名を乗せて世紀末ステージの道路を爆走しているのは、十二個ものタイヤを持つ大型装甲トレーラーだ。

　トラクター部前面に四連装の機関砲、トレーラー部（ハルユキたちが立っている場所）に多連装ミサイルポッド、そして左右側面に大口径レーザー砲を備えた物ぶつ騒そうな乗り物のコクピットには、プロミネンス頭首たる赤の王スカーレット・レインが収まる。つまりこのトレーラーは、加速世界に《不動要塞イモービル・フオートレス》の二つ名を轟とどろかせる赤の王の強化外装《インビンシブル》が変形した姿、というわけだ。

　赤の王ニコのボイスコマンドによれば《ドレッドノート》という名称のトレーラーは、約五分前に杉すぎ並なみエリアの梅うめ郷さと中学校を出発し、現在は中なか野の第二エリアの裏道をひた走っている。最初の目的地である帝城東門に向かうには、青梅おうめ街道をひたすら東進して山手やまのて線を潜くぐったところで新しん宿じゆく通りに入り、御ぎよ苑えん前まえ、四よつ谷やと経由して内うち堀ぼり通りが最短ルートだが、無制限フィールドの幹線道路には巨獣ビースト級エネミーが巡回しているのだ。

　もちろん、王二人を含むこの陣容ならば、巨獣級であってもさして手間取らず倒せるだろう。しかし問題は、移動経路の大部分が青のレギオン《レオニーズ》の支配地域にかかっていることだ。万が一、彼らのエネミー狩りパーティーと出くわしてしまえば、間違いなく笑顔で素通りはさせてくれるまい。

　そんな事情で、大型トレーラーは広い青梅街道を避さけて走行中なのだが、世紀末ステージの道路はアスファルトが陥かん没ぼつしていたりドラム缶が転がっていたりと、お世辞にも綺き麗れいとは言えない。裏道には路面の障害を回かい避ひするスペースがないため派手に揺れるが、むしろ一度も立ち往生スタツクしたり建物に衝しよう突とつしたりせずに走り続けるニコのテクニックを賞賛するべきだろう。

　トレーラー最後部に謡ウタイと並んで立つハルユキは、そんなことを考えながら無制限フィールドの空を見上げた。濃密な黒雲が分厚く垂れ込めているが、時折わずかな隙すき間まに星の輝かがやきを見つけられる。加速世界の星図は現実世界のそれを完全に再現しているため、六月の今は東の空の低いところに夏の大三角が光っているはずだ。

　そういえば、ハルユキがそれを知ったのも、謡と一いつ緒しよに帝てい城じように閉じ込められている間だった。身動きできずに座り込むハルユキに、謡は小さな手でひこ星──アルタイルを指し示し、初期のバーストリンカーたちもこうやって星空を見上げたことや、主要レギオンの名前が宇宙に関係していることを教えてくれたのだ。

　ネガ・ネビュラスは《暗黒星雲》。プロミネンスは《太陽紅こう炎えん》。レオニーズは《獅し子し座ざ流星群》。

　無事に帝城からの脱出に成功したのちにハルユキが自力で調べたところによると、緑のレギオン《グレート・ウォール》の名前は、地球から二億光年離はなれたところにある、無数の銀河が集まって形作られている壁を指す言葉らしい。同じく紫のレギオン《オーロラ・オーバル》は、地球の両極を取り巻いて存在する、楕だ円えん形けいのオーロラ多発エリアを指す言葉。黄のレギオン《クリプト・コズミック・サーカス》だけは、ひねくれ者のイエロー・レディオらしく、現実の宇宙用語とは関係しないネーミングのようだったが。

　そして、白のレギオン《オシラトリ・ユニヴァース》の名前は、日本語では《振動宇宙》と訳される。

　ハルユキには、この言葉が最も難解だった。振動宇宙論というのは、百年近くも昔に唱えられた理論で、簡単に言えば『宇宙は膨ぼう張ちようと収縮を繰くり返す』という内容だ。膨張が、ハルユキもよく知っているビッグバン。対して収縮を、ビッグクランチと呼ぶ。宇宙は、何百億年もの周期でビッグバンとビッグクランチを、つまり創造と破は壊かいを繰り返し、地球や天の川銀河を含む現宇宙もいつかは小さな一点に収縮して消える──という主張なのだが、実はこの振動宇宙論は、とうに否定され消えてしまった理論らしい。

　ならば、《儚き永遠トランジエント・エタニテイ》なる二つ名を持つ白の王ホワイト・コスモスは、いかなる意図によって消えた理論の名を自みずからのレギオンに与えたのか。

　さすがにそこまでは、ハルユキの理解の及ぶところではなかった。もしかしたら、白の王の実の妹である黒クロ雪ユキ姫ヒメならば知っているのかもしれないが、とても気軽に訊きくことはできない。白の王こそは、黒雪姫を巧たくみに操って初代赤の王レッド・ライダーを全損せしめた当人であり、黒雪姫が現在阿あ佐さヶ谷や住宅のタウンハウスで一人暮らししているのは、姉への怒いかりと憎にくしみが昂こうじて引き起こしてしまった家庭内事件が原因だからだ。

　それらの事情を黒雪姫から教えられたのは、もう三日も前のことになる。放課後の生徒会室で二人きりになった時、彼女は悲痛な声と表情で語ったのだ。純色の七王たちのレベル９到達に始まり、最終的に第一期ネガ・ネビュラスの崩ほう壊かいへと至る、凄せい絶ぜつな物語を。

　二日前の金曜日、倉クラ崎サキ楓フウ子コと一いつ緒しよにハルユキの家に泊まりに来た黒クロ雪ユキ姫ヒメは、すっかりいつもの彼女に戻っているように見えた。昨日の領土戦も、今日の文化祭でも、特に変わった様子は感じられなかった。

　だが、本当は、そんなはずはないのだ。黒雪姫の心の水面は、まだ不規則な波は紋もんを描き続けているに違いない。なぜなら、黒雪姫を動揺させた直接の原因──ハルユキが世せ田た谷がやエリアで入手した《ＩＳＳキット封印カード》に刻まれたレッド・ライダーの紋章の謎なぞは、いまだ解かれていないからだ。

　ハルユキは夜空から視線を戻し、トレーラー中央部に立つ黒の王ブラック・ロータスの細い背中を見詰めた。

　他のメンバーが、車体の振動に合わせて小刻みに体を揺らす中、浮遊ホバー能力を持つ黒雪姫だけはほぼ静止状態を保っている。腕を組み、両脚をぴたりと揃そろえる彼女は、まるで自身が一本の黒い剣であるかのようだ。そんな後ろ姿に、ハルユキは鋭えい利りに研とぎ上げられた刃の強さと、そして脆もろさを同時に感じずにはいられない。

　黒雪姫がこの作戦に期するものは、おそらくトレーラーに乗っている八人の中で最も大きく、重いだろう。第一目標の、帝てい城じよう東門で無限ＥＫ状態に陥おちいっているアクア・カレントの救出。第二目標の、東京ミッドタウン・タワーに秘ひ匿とくされるＩＳＳキット本体の破壊。どちらも、二年十ヶ月前の出来事に直結している。

　カレントとはすでに現実世界で再会を果たし、入念に情報交換を済ませているため一つ目の作戦に求められるのは決意だけだが、二つ目の作戦には大きな不確定要素が残っている。すなわち、ＩＳＳキットと初代赤の王レッド・ライダーの関係。《交差拳銃の紋章クロストガンズ・エンブレム》の謎が未解明のうちは、ミッドタウン・タワーでは何が起こるか判わからない。もしかしたら、塔を守護する神獣レジエンド級エネミー、大天使メタトロン以上の障害が現れるかもしれないのだ。

　────でも。

　ハルユキは右みぎ拳こぶしを強く握り、心の中で誓った。

　──たとえ何が起きたって、僕は黒雪姫先輩を守る。先輩だけじゃない……タクも、チユも、楓子師し匠しようも、四シ埜ノ宮ミヤさんも、カレンさんも、パドさんも、そしてニコも守ってみせる。だってみんなは、綸リンさんとアッシュさんを助けたいっていう僕の願いに、ひと言の反対もせず協力してくれたんだから。絶対にＩＳＳキット本体を破壊して、みんなと一緒に現実世界に帰るんだ。それで、綸さんやパドさんやニコを、ちゃんとカレンさんや四埜宮さんにも紹介して、みんなで文化祭の続きを……。

「あ…………」

　ここでようやくハルユキは、謡の『憶おぼえていますか』という質問が、何を指していたのかを悟った。すぐ傍そばに立つアーダー・メイデンに眼を向けると、小柄な巫女みこアバターはそれだけでハルユキの内心を見抜いたらしく、微笑ほほえみの気配を漂ただよわせながら言った。

「思い出して頂けましたか、クーさん？」

「う、うん。僕、帝てい城じようでメイさんに言ったよね……紹介したい友達がいる、って」

「そのとおりなのです」

　こくりと頷うなずいてから、謡ウタイは視線を前方──トレーラーの背面からは直接見えないコクピットへと戻した。

「あの時クーさんが仰おつしやったお友達さんとは、赤の王スカーレット・レインさんのことだったのですね」

「うん」

　頷きを返しながら、十二日前の記き憶おくを辿たどる。

　帝城本殿への侵入に成功し、板張りの廊下を歩いている時、ハルユキは謡に向けて確かに言った。帝城から脱出できて、色々な問題が全部解決したら、紹介したい友達がいるんだ、と。ちょっと生意気で乱暴なところもあるけれど、すごくいいヤツだから、きっと四シ埜ノ宮ミヤさんともいい友達になれる、と。

　だが、ハルユキは当時、その言葉を最後まで言い終えることができなかった。突然の予感に襲おそわれてしまったのだ。自分が口にしたことは、きっと実現しないだろう。謡にニコを紹介する前に、何らかの破局が訪れるだろう、という。

　その予感はしかし、結局のところ、ただの取り越し苦労だった──はずだ。

　帝城脱出から四日後となる今月の二十四日に、ニコと謡は有アリ田タ家で開催されたカレーパーティーの席上で対面し、少しではあるが言葉を交わしている。会合の主目的がハルユキの《理論鏡面アビリティ》習得訓練だったためにあの時は慌あわただしく無制限フィールドに移動してしまったが、今日の作戦が終わってからもう一度やり直せばいい。ニコとパドさんと綸リンを裏庭の飼育小屋に案内して、謡と、それにホウを改めて紹介するのだ。

　そう心に決めてから、ハルユキは再び謡に語りかけた。

「……でも、考えてみたら、僕が引き合わせるまでもなく、ずっと昔にメイさんはニコ……レインと知り合ってたんだよね。昔の、ネガビュとプロミの領土戦で」

「ええ。でも、戦場でご挨あい拶さつできたのはたった一度でしたし、もちろんリアルではお会いしたことはなかったですから……クーさんが、レインさんを紹介して下さるのはとても嬉うれしいのです。赤系どうし、きっといいお友達さんになれるのです」

「うん。きっと……きっと」

　半ば自分に言い聞かせるように答え、ハルユキは顔の向きを戻した。

　轟ごう音おんを響ひびかせて爆走するトレーラーの前方右側、半はん壊かいした建造物群の奥に、ひときわ巨大なビルが姿を現しつつある。特徴的な双塔のシルエットは、東京都庁舎に間違いない。高さ五百メートルにも達するビルの先せん端たんは、うねる黒雲にすっぽり覆おおわれている。

　噂うわさによれば、無制限フィールドの都庁最上階特別展望台には青の王ブルー・ナイトの玉ぎよく座ざが常置されているらしい。もちろん王がいつもそこに座っているわけはないが、いまハルユキが見上げるビルの天てつ辺ぺんから、ニコが《オリジネーター》と呼んだレベル９ｅｒナイナーが下界を睥へい睨げいしている可能性も〇・〇〇〇一パーセントくらいはある──のかもしれない。

　本来のスケジュールでは、ミッドタウン・タワー攻略作戦は、数日中に開かれる第四回の七王会議を経て次の週末に行われるはずだった。攻こう撃げき部隊は全レギオンから選えりすぐった精せい鋭えいで組織され、そこにはブルー・ナイトやグリーン・グランデたちすら参加したかもしれず、戦力はいまトレーラーに乗っているメンバーにアクア・カレントを加えた九人とは比べものにならない規模となっただろう。

　しかし、出撃前に黒クロ雪ユキ姫ヒメが言ったとおり、七王会議の情報は《四眼の分析者クアツドアイズ・アナリスト》アルゴン・アレイを通して加速研究会に筒抜けになってしまう可能性がある。当然、研究会のほうも得意の罠わなを十と重え二十はた重えに仕掛けて攻撃隊を待ち受けるはずだ。大部隊による正面からの攻撃が、必ずしも最上の戦略だとは言えない。

　逆に言えば、今日の突発的な攻略作戦を成功に導くためには、《奇き襲しゆう》と《速攻》の両方を完かん璧ぺきに決めねばならないということだ。加速研究会が攻撃に気付く前にメタトロンを無力化し、速すみやかにミッドタウン・タワーに突入して、ＩＳＳキット本体を破壊する。

　作戦で重要な鍵かぎとなるのが、ハルユキの習得した《光学誘導オプテイカル・コンダクシヨン》アビリティだ。当初目指していた《理論鏡面セオレテイカル・ミラー》とは似て非なる力が、メタトロンの即死級レーザーに通用するか否いなか。それが、作戦全体の成否にも直結する。

　念を入れるなら、本番前に《インビンシブル》の主砲を撃うってもらい、反射できるかどうか試すべきかもしれない。だが、そこで失敗しても修行をやり直している時間などないし、ニコのレーザーを弾はじけたからといってメタトロンのレーザーも同じように弾ける保証もないのだ。事ここに至れば、疑うよりも信じるべきだ。自分を──そして、ハルユキのアビリティ習得を一いつ生しよう懸けん命めい手伝ってくれたチユリや謡たち、大切な仲間を。

　トレーラーは都庁の北側を通り過ぎ、裏道から靖やす国くに通りに合流した。すぐに、新しん宿じゆく駅北側の大ガードが見えてくる。山手やまのて線の高架を潜くぐるアンダーパスに、巨大な装甲車両は地じ響ひびきを立てて近づいていく。

『……あ、やべ』

　不意にスピーカーからニコの声が聞こえ、すかさず黒雪姫が訊きき返した。

「何がやばいんだ、赤の王」

『いやあ、あの線路、ぎりぎり潜れそうだなーと思ったんだけどさ……ぎりぎりってことは、上に乗ってるアンタらのぶんのスペースが……』

「………………」

　一同、黙だまり込みつつ行く手に迫せまる大ガードを凝ぎよう視しする。確かに、路面から高架橋までの高さは、車体だけなら何とか通り抜けられそうだが、屋根上の乗客七人はどう考えても鉄骨に頭をぶつける……だけでは済むまい。

「こ、こら、そうと気付いたなら停とまればいいだろう！」

　状況を理解した黒クロ雪ユキ姫ヒメが声を張り上げるが、十二個の車輪が回転を緩ゆるめる気配はない。轟とどろき続ける走行音に、ニコのあっけらかんとした応答が重なる。

『いやー、それがさぁ、ブレーキついてねーんだよなこのクルマ』

「な……な……なにィ!?」

『つーわけで、ロータス、任せた。通信終わり』

「終わり、じゃない！　ブレーキのない車など、ええと……あー……」

　咄とつ嗟さにうまい喩たとえが出てこないらしい黒雪姫に、隣となりの楓フウ子コが車くるま椅い子すの上からのんびりと応じた。

「恋愛はブレーキのない車のようなもの、と言うけれど逆の比ひ喩ゆは難しいわねえ」

「……どうしてそんなに余裕たっぷりなんだ、レイカー」

「あら、私はいざとなればゲイルスラスターがありますから」

「そ、それはちょっとずるいぞ！」

　レギオンマスターとサブマスターが交わす会話をハラハラしつつ聞いていたハルユキは、そこでつい「なるほど僕も飛べばＮＰ」などと考えてしまったが、さすがに一人だけ上空に逃亡するわけにもいかない。そうこうしている間にもトレーラーは大ガード手前の下り坂に入り、更さらにスピードを増しながら鋼こう鉄てつの橋きよう梁りよう目掛けて突き進んでいく。

　その時、毅き然ぜんとした声が響ひびいた。

「任せて下さい、マスター！」

　数歩前に出たのは、青せい藍らんの重装甲に身を包むシアン・パイル──タクムだ。右腕の強化外装《杭打ち機パイルドライバー》を構えながら、続けて叫ぶ。

「こんなこともあろうかと、必殺技ゲージを満タンにしておきました！　行きますっ！　──《ライトニング・シアン・スパイク》!!」

　強化外装の射出口から覗のぞく鋼鉄の杭くいが、青白い光の槍やりとなって一直線に撃うち出された。超高温のプラズマは、赤あか錆さびに覆おおわれた高架橋の鋼材を瞬しゆん時じに貫つらぬき、直径十センチほどの孔あなを穿うがってそのまま東ひがし新しん宿じゆくの空へと消えた。

　現象としては、それで全すべてだった。高架橋は、崩くずれも吹き飛びもせず行く手に存在し続けている。パイルのレベル４必殺技《ライトニング・シアン・スパイク》は、貫通属性と高熱属性を併せ持つ強力な技ではあるが、威力が一点に集約されるために、構造が疎そなオブジェクトを撃つとエネルギーの大部分が後方に突き抜けてしまって大規模破は壊かいを引き起こしにくいのだ。

　──と、いうことなんだろうなあ。

　ハルユキがそう推測し、タクムが愕がく然ぜんと立ち尽つくし、チユリが慰なぐさめるようにその左腕をぽんと叩たたいた。

　少し遅れて黒クロ雪ユキ姫ヒメが深々と頷うなずき、重々しい口調で言った。

「いや、まあ、パイルの頑張りを無む駄だにはしないさ。あとは私に任せろ」

　腕組みをしたまま、トレーラー最前部に移動する。そこに陣じん取どっていたパドさんと入れ替わり、右脚の剣をすうっと持ち上げる。高架橋までの距きよ離りは、もうわずか五メートル、三メートル…………

「──《デス・バイ・バラージング》」

　技名発声と同時に、黒の王の右脚が円えん錐すい形けいの影へと変じた。実体を失ったわけではなく、凄すさまじいスピードで蹴けり技を放ち続けているのだ。秒間百発にも及ぶ連れん撃げきは、ハルユキの眼でも到底捉とらえきれない。

　直後、トレーラーのコクピット部が高架橋下に突入し、エッジで鋼こう材ざいを擦こすって火花を散らした。橋はし桁げたはそのまま黒雪姫に激突する──と見えた瞬しゆん間かん、無数の金属片へと分解されて左右に飛散した。

　ブラック・ロータスの右脚が、シアン・パイルによって開けられた孔あなを拡張するかの如ごとく、鋼鉄の橋桁を掘り進んでいく。火花も騒そう音おんも思いのほか小さく、まるで金属ではなくペーパークラフトを裁断しているかのようだ。

　トンネル掘削機と化した黒の王の背後にパドさんが身を屈かがめたので、残り五人も慌あわてて立て膝ひざで──楓フウ子コは車くるま椅い子すに座ったまま──一列に並んだ。トレーラーは三秒足らずで大ガードを通過し、山手やまのて線の東側へと抜ける。最後尾のハルユキが振り向くと、鋼鉄の橋桁には直径一・五メートルはあろうかという大穴が穿うがたれていた。

「……ローねえの足アシ技ワザは、相変わらずおっかないのです」

　前にしゃがみ込む謡ウタイがぽそりと言ったので、ハルユキも小声で付け加えた。

「いやあ、手テ技ワザも充分コワイよ……」

　その黒雪姫は、悠ゆう然ぜんと右脚を下ろすと、再びトレーラー中央に戻った。少しばかりしょんぼりした様子のタクムに、咳せき払ばらいしてから声を掛ける。

「ンン……パイル、そう気を落とすな。アバター属性にマッチした力を伸ばすべきだと教えたのは私だしな、君の技の貫通力が皆を助ける場面もきっとある」

「え……ええ、それは解わかってるんですが……もう少し攻撃力の幅を広げてもいいんじゃないかと、この頃ごろは思ったりも……」

「難しい問題ね」

　穏おだやかな声を発したのは楓子だった。車椅子を少し前進させ、黒雪姫に並んでから発言を続ける。

「万能型オールラウンダーと特化型スペシヤリストのどちらを目指すべきか。それは加速世界の最初期から議論され続けてきたテーマであり、七年以上が経たつ今も答えは出ていません。正確には、レギオンによって答えが違う、と言うべきでしょうか。わたしたちネガ・ネビュラスの方針は《迷ったら特化！》ですが、オーロラ・オーバルやＣＣＣあたりには万能型アバターも数多く存在します。──ちなみに、プロミネンスの方針は……」

『決まってんだろ、特化特化！』

　スピーカー越しに響ひびいたニコの喚わめき声に、一同さもありなんと頷うなずく。赤の王スカーレット・レインと言えば、遠えん距きよ離り火力特化型アバターの代名詞的存在だ。トレーラー前部に座っている副長のブラッド・レパードも、赤系ながら俊しゆん敏びんさと咬かみ付き攻こう撃げきに特化している。

　その時、今度はチユリが「はいはーい！」と右手を挙げた。

「でもさー、あんまり特化しすぎると、相性悪いステージ引いた時点で勝ち目なくなっちゃう時もあるでしょ？　極きよく端たんなこと言えば、火炎攻撃特化アバターは、水中戦オンリーの《大海ステージ》じゃ何もできないとか……。それはちょっとどうなのかなーって、あたしも思うんだけど……」

「普通に考えれば、その通りね」

　微笑ほほえみを浮かべたまま、楓フウ子コはチユリの言葉をあっさり肯こう定ていした。ハルユキの隣となりに立つ謡ウタイに視線を向け、続ける。

「たとえばアーダー・メイデンは、ネガ・ネビュラスでは最も遠距離火力に特化したデュエルアバターです。それゆえ、水系ステージとは相性がいいとは言えない。主武器である火矢は、水中はもちろん豪雨の中でも消えてしまいますからね。メイデンも、レベル４や５の頃ころには、彼女なりの壁に突き当たっていたはず……そうよね、メイ？」

　問われ、謡はこくりと頷いた。注目を浴びたせいか恥はずかしそうに肩を縮める小柄な巫女みこに、温かい眼まな差ざしを注ぎながら空色のアバターは語った。

「……ですがメイデンは、別属性の力を求めようとはせず、ひたすら自分の力を磨みがき続けた。そして、デュエルアバターもその意志に応こたえた。メイ、今のあなたが生み出せる最強の炎は……もちろん普通の必殺技ですよ……《大海》ステージの海を、何メートル射い貫ぬけますか？」

「えと……たぶん、三十メートルくらい、なのです」

　はにかみながら小声でそう答えた謡に、ハルユキ、タクム、チユリの若手三人は啞あ然ぜんと眼を見開いた。しばらくしてから、タクムが信じられないというように訊たずねた。

「……メイデンさん、それはつまり、水中で発射した火炎攻撃が三十メートルも消えずに届く……ということですか？」

　こくり。無言で頷くだけの謡に代わって、黒クロ雪ユキ姫ヒメが口を開く。

「私がかつて見た時はその半分の射程だったと記き憶おくしているが……精しよう進じんを続けていたんだな、メイデン。水を真っ白に泡立たせながら海中を突き進む炎は、それは綺き麗れいなものだったよ」

「わあー、あたしも見たーい！　次の《変へん遷せん》で大海ステージにならないかな！」

　チユリの無責任なはしゃぎ声に、コクピットのニコが慌あわてたように叫んだ。

『おい、妙なオネガイすんなって！　せっかくのトレーラーが水没しちまうだろ！』

「ＮＰ。戦せん艦かんモードを開発すればいい」

　というパドさんの切り返しに、皆が朗ほがらかに笑った。

　それが収まったところで、タクムが納得したように深々と頷うなずいた。

「解わかりました、マスター、レイカーさん。つまるところ、自分のデュエルアバターをどれだけ信じられるか、ですよね。ぼくも、自分の心が生み出したこのシアン・パイルを最後まで信じます。…………ハルと、大事な約束もしてますから」

　半ば自分に向けたような、最後のひと言に込められたタクムの意志は、ハルユキにも強く伝わってきた。

　五日前、ウルフラム・サーベラスとの初対戦に完敗して訪れたタクムの部屋で、ハルユキは親友と約束したのだ。レベル７に──ハイランカーと呼ばれる上級者の入り口に到達したら、互いのありったけをぶつけ合う真剣勝負をしよう、と。

　まだレベル６にすら達していない二人には遠い話だが、それは片時も忘るまじき誓いである。なぜなら、加速世界でのあらゆる戦い、あらゆる経験が、いつか来るその時に直結しているのだから。

　ハルユキは一歩前に出ると、勢い込んで言った。

「そうだよな、タク。このシルバー・クロウだって飛行能力の一点特化型もいいとこだけど、今いま更さらこいつを万能型にしようとは思わないよ。俺たちのデュエルアバターは、システムに与えられたゲームキャラじゃなくて……」

「……ぼくたちの分身なんだからね」

　ぐっと深く頷き合う二人に、チユリが少々気味悪そうな視線を向けつつ問い質ただした。

「…………何なのよ、あんたたちの大事な約束って？」

「ええと、ごめんよチーちゃん、こればっかりは……」

「男と男の約束は、ほいほい言いふらさないモンなんだよ！」

　胸を張って叫んだハルユキを上目遣いにじろりと睨にらみ、三人目の幼おさな馴な染じみは疑念たっぷりの声を出す。

「あんたたちの内ない緒しよ事ごとって、大抵ろくでもない事件に発展しちゃう気がするんだけど」

「ん、んなことねーよ！　大ごとになったことなんか、これまでにえーと……」

　アレとアレと、アレに、アレもか……と右手の指を折り続けるハルユキを見て、女性陣じんは一様にやれやれと首を振った。

　そんなやり取りをしている間にも、装甲トレーラーは力走を続け、新しん宿じゆく御ぎよ苑えんの北側を抜けて四よッ谷や駅近くに差し掛かっていた。あと数分も走れば、現実世界の半はん蔵ぞう門もん──加速世界の帝てい城じよう西門に突き当たる。

　かつて、そこを守護する超級エネミー《四し神じん》ビャッコに、黒クロ雪ユキ姫ヒメと楓フウ子コが旧ネガ・ネビュラスの一隊を率いて挑いどんだ。烈れつ風ぷうの如ごときスピードを誇ほこる神しん獣じゆうの爪そう牙がに蹂じゆう躙りんされはしたものの、楓フウ子コのゲイルスラスターによって辛からくも守護領域からの脱出には成功したので、帝てい城じよう四方門のうち西門にだけは誰だれも封印されていない。ゆえに、ハルユキがビャッコの姿を見る機会は当分訪れないはずだ。いつかネガ・ネビュラスが再びの帝城攻略に挑む、その時まで。

　トレーラーが四よッ谷や駅を通過し、緩ゆるい上り坂の頂いただきに達すると、行く手に横たわる巨大なシルエットが眼に入った。

　全すべての建物が半はん壊かいしているはずの世紀末ステージにありながら、高い城壁は一箇所たりとも崩くずれずに黒々とそびえ立っている。壁の向こうにうっすらと浮かび上がる本殿は、ゴシック調の古めかしさと近代建築の硬質さを併せ持つデザインだ。夜よ霧ぎりに無数のかがり火が瞬またたくさまは、おどろおどろしくも美しい。

　無制限中立フィールドの帝城は、現実の皇居とは異なり、直径一・五キロメートルの真円を描いている。周囲は底無しの峡きよう谷こくに取り囲まれ、しかも谷の上空には異常重力が発生しているため、ハルユキの翼つばさでも楓子のブースターでも飛び越えることはできない。峡谷を渡る手段は、東西南北の城門へと繫つながる幅三十メートルの大橋のみ。

　ニコの操縦するトレーラーは、裏道から新しん宿じゆく通りに出ると、内うち堀ぼり通りと交わる丁てい字じ路ろ手前でいったん動力をカットして自然減速した。正面には西の大橋、そして城門が見えるが、そこに踏ふみ込めば四し神じんビャッコが眼を醒さましてしまう。十二個のタイヤを甲かん高だかく鳴かせながら右折し、無限の断だん崖がいに沿って伸びる道路に入ると、再びエンジン音を轟とどろかせて南に走り始める。

　ハルユキは、トレーラーの左側に寄ると、差し渡し五百メートルの峡谷を挟はさんで黒々とそびえる城壁を見上げた。

　あの壁の向こうには、無数の衛えい兵へいエネミーと、一人の少年バーストリンカーが住んでいる。もちろん常時ダイブしているわけはないのだが、かなり長い時間をこちら側で過ごしているような口ぶりだったので、今この瞬しゆん間かん、わずか千メートル離はなれた所に彼が存在する確率は、青の王ブルー・ナイトが都庁にいる確率より高いかもしれない。

　ハルユキは彼──神器《ジ・インフィニティ》を持つ若武者アバター《トリリード・テトラオキサイド》と、十日前の帝城脱出作戦のおりに、いつかの再会を約束した。もうすぐ開始されるアクア・カレント救出作戦では帝城内部にまで突入する予定はないので──前回のアーダー・メイデン救出作戦でも本当はそうだったのだが──今日の再会は望めない。

　──だけど、いつか必ずまた会おう、リード。

　ハルユキは、城壁の向こう側へ、声には出さずにそう呼びかけた。

　すると、隣となりに立つ謡ウタイが、まるでハルユキの声が聞こえたかのように微笑ほほえみ、頷うなずいた。

　トレーラーは緩くカーブする内堀通りを突き進み、やがて四神スザクに護まもられる南門の前を通り過ぎた。十二日前までアーダー・メイデンが封印されていた場所だ。右側に、現実世界の日ひ比び谷や公園であろう荒れ地を見ながら徐々に北へと転進する。

　暗くら闇やみの奥から丸まるの内うち界かい隈わいのオフィスビル群が姿を現してきたあたりで、エンジンの回転数が下がる。そのまま惰だ性せいで百メートルほど進んでから、大きな交差点の真ん中で、トレーラーは停車した。

『終点、帝てい城じよう東門前ですぅ！　お客様はとっととお降りくださぁーい♪』

　なぜか天使モードなアナウンスに従い、乗客は次々に地面へと飛び降りた。最後にハルユキが楓フウ子コの車くるま椅い子すを抱えて着地すると、巨大トレーラーは赤い光に包まれて消しよう滅めつ。コクピットのあった場所から、真しん紅くの少女型アバターがぴょーんと姿を現す。

　杉すぎ並なみの梅うめ郷さと中学校から、都心を横断して丸の内までのドライブを終えた赤の王スカーレット・レインは、両腕を突き上げて大きく伸びをしながら言った。

「ううーん、狭せまい道ばっかで神経使ったぜまったく。帰りは首都高ぶっとばすからな！」

「えええ!?　ブレーキついてないのに!?」

　思わず叫んでしまってから、ハルユキは慌あわてて言い添える。

「で、でも、見たトコ首都高の高架もあちこち崩くずれてるみたいだったよ。あれじゃ大型車はちょっと走れないんじゃないかなー、なんて……」

　すると、両手を頭の後ろで組んだニコは平然と答えた。

「作戦二連発のあいだに、一回くらい変へん遷せんあんだろ。つーか、そろそろ来て欲しいトコだよな。そんで、火属性の《溶岩》とか《焦しよう土ど》を引けりゃ最高だけどな……」

「え、なんで……って、あ、そうか。火系ステージになれば、四し神じんセイリュウの力が弱まるんだ……」

「うむ。だが、逆に水系ステージになってしまう可能性もあるからな……」

　ニコの隣となりに進み出た黒クロ雪ユキ姫ヒメが、鏡面ゴーグルを暗い空に向けながら言った。

「雨が降らない世紀末ステージならば、ひとまず良しとすべきだろう。それよりも、どうせ変遷を期待するなら、次のメタトロン攻略作戦に向けて幸運を溜ためておきたいところだな」

「そうね……。少しでも上位の暗黒系ステージを、そしてできれば……」

　ハルユキが押し手を握ったままの車椅子に座る楓子の声が、静かに続く。

「……暗黒系の頂点、《地じ獄ごく》ステージを。そうなれば、わたしたちも鴉からすさんと一いつ緒しよにメタトロンと戦えるのですが……」

「そうだな……。だが、この私とて、無制限フィールドに地獄ステージが訪れたところを見た回数は片手で数えられるほどしかない。七日間の制限時間ぎりぎりまで待つ選せん択たく肢しもあるが、可能性は限りなくゼロに近いだろう……」

　一いつ瞬しゆん、場を覆おおった沈ちん黙もくを、チユリの明るい声が破った。

「だいじょーぶだよ先輩、姉さん！　そのために、クロウががんばって《光学誘導》アビリティを身につけたんだもん！　メタトロンのレーザーくらい、ビシバシ弾はじきまくってくれるよ、きっと！」

　──ここはきっと「おう、任せとけ！」くらいのことを言うべき場面なんだろうなあ。

　と頭では思いつつも、ハルユキの口から出たのは「ど、努力します」といういつものフレーズだった。

　しかし、いつの間にか後ろに立っていたパドさんがハルユキの肩をぽんと叩たたき、頷うなずいた。

「Ｋ。あなたなら、きっとできる」

「は……はい！」

　口調は素そっ気けないが、いつだって優しく励ましてくれる年上の女性バーストリンカーに向き直り、ハルユキは今度こそ決意のほどを表明しようとした。しかし大きく息を吸ったところで、パドさんはしなやかに歩き出してしまった。長い尻尾しつぽを揺らしながら、無音の歩行で交差点の西側に移動し、間近にそびえる帝てい城じように正対する。

　豹ひよう人じん型アバターの、細く[image: 逞]たくましい背中を見て、ハルユキは胸に溜ためていた空気をゆっくり吐はき出した。

　そう、今は、メタトロン戦に気を取られている時ではないのだ。それよりも先に、全力で為なし遂とげるべき目標がある。帝城の東門に封印されているネガ・ネビュラス《四元素エレメンツ》の一人、アクア・カレントを救出する、という。

　ハルユキは、楓フウ子コの車くるま椅い子すから離はなした両手をぐっと握り締しめ、ゆっくりと一回転しながら周囲の光景を脳内に刻み込んだ。

　北には、東京消防庁と気象庁の庁舎ビルと、首都高環状線の高架が見える。

　東には、広い道路の突き当たりに横たわる東京駅。世紀末ステージでも赤あか煉れん瓦が造りを維持しているが、あちこちで壁が崩くずれ、焼け焦こげている。

　南を向くと、先刻通り過ぎてきた日ひ比び谷や公園と、霞かすみヶ関せきの官公庁ビル群。ずっと彼方かなたに細く屹きつ立りつする鉄塔は、旧東京タワーか。

　そして、西側には、底無しの断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに架かかる鋼こう鉄てつの橋と、その奥で固く閉ざされる巨大な門が存在した。縦横ともに三十メートルはあろうかという門もん扉ぴもまた鋼鉄製だが、黒々とした表面にはわずかな錆さびも凹へこみも見つけられない。《大だい破は壊かい後ご》をテーマとする世紀末ステージにあって、一切の侵食を拒否しているかのようだ。

「帝城……東門……」

　ハルユキの呟つぶやきに、右みぎ隣どなりまで移動してきた黒クロ雪ユキ姫ヒメがそっと頷いた。

「あの門の手前にある祭さい壇だんに、カレンが封印されている。救出作戦の詳細についてはこれからブリーフィングを行うが、南門の時と同様、キミには重要な役目を果たしてもらうことになるだろう……。頼たよってばかりで、親としてもレギオンマスターとしても不ふ甲が斐いないのひと言だが、よろしく頼たのむぞ、ハルユキ君」

「そんな……そもそも今日の作戦は、僕が先輩たちにお願いしたことですから……」

「いや、カレンがレギオンに復帰した以上、帝城からの救出はすぐにでも果たさねばならない目標だったのだ。メタトロン攻略についても同じだよ。ＩＳＳキットの広がりは、感染爆発の一歩手前まで来ているからな……むしろキミの意志が、二の足を踏ふんでいた私の背中を押してくれたと思っている」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメは、左手の剣の側面をハルユキの右腕に触ふれさせ、フェイスマスクもすぐ傍そばまで近づけて囁ささやいた。

「……正直、私の中にはいまだ消えない怖おそれがある。四し神じんセイリュウ相手に、新たな犠ぎ牲せい者しやを出してしまうのではないか……東京ミッドタウン・タワーで、予想もしていなかった事実に直面するのではないか、という。しかし、同時に私は信じてもいるのだ。いかなる苦難も、キミの銀色の翼つばさが切り裂さいてくれる……とな……」

「…………はい」

　もっと多くの言葉を返したかったが、喉のど元もとに熱い塊かたまりが込み上げてきて、短い返事を押し出すのが精一杯だった。代わりにハルユキは、右手の指先でそっと黒雪姫の左手の尖せん端たんを包んだ。これ以上強く握れば、《終決之剣ターミネート・ソード》の切れ味で指が落ちるであろうというぎりぎりまで力を込め、どうにかもう少しだけ言葉を付け加える。

「大だい丈じよう夫ぶです……何があろうと、僕が、先輩と、みんなを守りますから」

　黒雪姫は、返事をする代わりに深々と頷うなずき、そのまま顔をハルユキのヘルメットに軽く触れさせた。

　ぴったりと寄り添ってくろがねの城門を見上げる二人を、今だけは誰だれもからかったり混ぜ返したりしようとはしなかった。数秒間そのままでいてから、黒雪姫は背せ筋すじを伸ばしてハルユキから離はなれ、背後の六人に向き直った。左手を伸ばしてインストメニューを開き、彼女にだけ見える窓を一いち瞥べつしてから凜りんとした声を響ひびかせる。

「我々が無制限フィールドに入ってから、いまちょうど三十分……現実時間で一・八秒が経過したところだ。アクア・カレントは、我々より十秒遅れてダイブする予定なので、こちらでは二時間四十六分後となる。つまりあと二時間と十六分の待ち時間があるわけだ。ひとまず十五分間の休きゆう憩けいを取ってから、救出作戦のブリーフィングを始めよう」

「ういーっす。そんじゃあたしは、ちょこっと東京駅でも見物に……」

　とニコが言いかけた瞬しゆん間かん、黒雪姫がコワイ声を出す。

「だーめーだ！　あそこにはポータルがあるし、線路の向こうはもうオーロラ・オーバルの領土だからな。万が一紫の王ソーンの配下に出くわしでもしたら、ウルトラ面めん倒どうくさいことになるぞ」

「あー……まあ、そりゃそーだ」

　と素直に頷いたところを見ると、さすがのニコも紫の王パープル・ソーンと積極的に関かかわりたくはないらしい。

「しゃーねー、そんじゃハカセに帝てい城じようガイドでもしてもらうか」

「え……ええっ、なんでぼくが!?」

　突然水を向けられて慌あわてるタクムを、ニコは緑色のアイレンズでじろりと睨ねめ付ける。

「まっさか忘れちゃいねーよなー？　あたしがハカセの心意修行に散々付き合ってやったことをよ？　言っとくけど、プロウミネンスチのメンバーにもあんなスペシャル授業したことねーんだからな！」

「わ、忘れてませんよもちろん！　でも、ガイドって言っても、帝てい城じようには入れませんし……」

「こっから見える範囲でいいよ。あの東門も、現実世界じゃ別の名前とか歴史トリビアとかあんだろ？」

　ニコが可愛かわいらしい右手で指差す鋼こう鉄てつの門を、タクムも、他の六人も揃そろって眺める。言われてみれば、帝城の四方門は現実世界の皇居──かつての江戸城の東西南北に設けられた門に対応していて、西の半はん蔵ぞう門もんや南の桜さくら田だ門もんと同様の呼び名が東門にも存在するはずだ。

　一同が視線をタクムに戻すと、レギオンの参さん謀ぼう役やくを務める青系デュエルアバターはこほんとひとつ咳せき払ばらいしてから、少々ぎこちないながらも解説を始めた。

「ええと……帝城東門は、現実世界では《坂さか下した門もん》と呼ばれています。江戸城内うち曲ぐる輪わ門もんのひとつで、一八六二年の一月に、水み戸と藩はん士し六人が老ろう中じゆう安あん藤どう信のぶ正まさを襲しゆう撃げきした場所ですね」

　いきなり漂ただようお勉強ムードにハルユキの脳は拒否反応を起こしかけたが、同時に記き憶おくの一部が刺激され、上半身を妙な角度に捻ひねりつつ唸うなる。

「ええとええと……それ、どっかで聞いた気が……ほらあれあの……そうだ、《坂下門外の変》！」

　奇跡的に記憶再生に成功し、勢いよく叫んだハルユキだったが、すぐさまチユリが容よう赦しやないコメントをつけた。

「坂下門まで聞いてれば、その名前はフツーに出てくるでしょ。じゃあ、問題！　襲撃の理由はなんだったでしょーか！」

「うっ……ええと、それはほら、老中の安藤さんが気にくわなかったから物理攻撃ＰＫを……」

「気にくわなかった理由を詳しく！」

「ええええ──……っと……確か……」

　思わぬところで日本史の小テストが開始され、ハルユキはあやふやな知識を限界まで絞り上げた。

「その……安藤さんが、アメリカと条約結んで、それに反対した尊そん皇のう攘じよう夷い派はの人を、いっぱい弾圧して……」

「ぶぶー！」

　とチユリが口で不正解ブザーを鳴らすと、車くるま椅い子すごとハルユキに向き直った楓フウ子コが、人差し指を立ててにっこり笑った。

「惜おしいわ、鴉からすさん。その《安あん政せいの大たい獄ごく》を行ったのは大たい老ろう井い伊い直なお弼すけのほうね。ちなみに彼も水戸浪士に襲撃されたけれど場所はあっちの南門で、それがいわゆる《桜田門外の変》。起きたのは一八六〇年三月だから、坂下門外の変の約二年前ね」

「あっ……そ、そっか……。ってことは、安あん藤どうさんはなんで襲おそわれちゃったんですか？」

「安藤信のぶ正まさは、揺らぐ幕ばく藩はん体制を強化するために、朝廷と幕府を一体化させる《公こう武ぶ合がつ体たい》を推進したの。その象徴として、孝こう明めい天皇の妹和かずの宮みやを、十四代将軍徳とく川がわ家いえ茂もちに降こう嫁かさせたのね。それが尊皇派の水み戸と浪ろう士したちに襲しゆう撃げきを決意させたと言われているわ」

　次々出てくる固有名詞にハルユキの脳内キャッシュメモリは容量ぎりぎりだったが、どうにか整理して小刻みに頷うなずく。

「な、なるほど……。──攻撃側の浪士は六人でしたよね？　防御側……じゃなくて安藤さんを護衛してた侍は、何人くらいいたんですか？」

　その問いには、再び咳せき払ばらいしたタクムが答えた。

「磐いわ城き平たいら藩はん士し四十五人が警護してたらしいね。磐城平藩は、いまの福島県南部にあった信正の所領だよ」

　という解説を、ついついレギオン・イワキタイラのメンバー四十五人と自動変換してしまうハルユキだったが、それは口に出さずに腕組みをして唸うなる。

「うへえ……六対四十五かぁ……。リザル、じゃない、襲撃の結果は……？」

「水戸藩士は全員討うち死に、磐城平藩士には死者は出なかった。安藤信正も、背中に負傷したけど城内に逃れて無事だったんだ」

「うーん、そっか……」

　もちろん、ハルユキには、百八十五年前に現実世界のこの場所で斬きり結んだという武士たちのどちらかに肩入れするほどの知識はない。しかしタクムの解説を聞くと、どうしても重ねてしまいそうになる。これから強大な超級エネミーに挑いどむ八人のバーストリンカーと、遠い昔に斬ざん死しした六人の侍たちを。

「あーもー、ハルはどうしてそう解わかりやすいかなー」

　いきなりすぐ近くでチユリの呆あきれ声が聞こえ、ハルユキはびくっと体を跳ねさせた。顔を動かすと、黄緑色の魔ま女じよ型がたアバターが三角帽ぼう子しをやれやれとばかりに振り動かしている。

「わ、解りやすいって何がだよ」

「どーせ、僕たちも全員討ち死にしちゃうんじゃ……とかクヨクヨ考えてたんでしょ」

「うっ」

「あのねえ、状況がぜんぜん違うでしょ！　あたしたちは老ろう中じゆうを暗殺しに来たんじゃなくて、カレンさんを助けに来たの！　そもそもあんたは帝てい城じようの中に押し入っても無事だったんだから、今いま更さら門の前でビビらないでよね！」

　なんだか論法がムチャクチャなような気もするが、幼おさな馴な染じみにいつもの調子でまくし立てられると「なるほど」と納得してしまうハルユキだった。深々と頷き、右みぎ拳こぶしを握り締しめて答える。

「そうだよな、今回はどう考えてもこっちが正義だよな！　どうせなら、正義パワーでセイリュウも倒しちゃえばポイントがどーんと……」

「調子に乗るな！」

　ごりっ、と《クワイアー・チャイム》の角で脇わき腹ばらをどやされてハルユキが黙だまり込むと、残る六人が揃そろってため息をついた。

　軽い咳せき払ばらいに続いて橋の正面へと移動した黒クロ雪ユキ姫ヒメが、空気を切り替えるように言った。

「さて、迫せまり来る期末テスト対策が終了したところで、そろそろ作戦会議を始めよう。用意はいいかな？」

　おー、と答える皆の声にやや力がなかったのは、黒の王の台詞せりふに含まれていた漢字二文字と片仮名三文字のせいに違いあるまい、とハルユキは確信した。




　二時間十五分、と言われた時は途方もなく長く思えた待ち時間も、入念なブリーフィングと作戦状況のシミュレーションをしているとあっという間に過ぎ去ってしまった。

　黒雪姫が、もう一度インストメニューの累るい計けいダイブ時間表示を確認してから、振り向いて告げた。

「よし、作戦開始十五分前だ。カレンはかなり正確にタイミングを合わせてくれるはずだが、現実世界での〇・一秒の誤差が、こちらでは百秒に拡大してしまう。つまり、前後二分程度のズレは計算に入れておかねばならない」

　十二日前のアーダー・メイデン救出作戦では、無制限フィールド側での準備が整った時点でタクムが最も寄よりのポータルから離り脱だつし、現実世界で謡ウタイに加速タイミングを伝えるという手順を取った。

　しかし今回は、アクア・カレント──氷ヒ見ミあきらのダイブ時間を事前に固定している。つまり、何らかの原因によって先行メンバーの鉄橋突入が遅れれば、あきらは出現直後に四し神じんセイリュウによって即死させられてしまうだろう。幸い、ニコの《タクシー》のおかげで帝てい城じよう東門まではスムーズに到着し、準備も滞とどこおりなく終了したが、本番はこれからだ。ハルユキは、黒雪姫の言葉を聞き漏もらすまいと精神を集中した。

「──前回、二度にわたりスザクと交戦して解わかったことだが、四神は神獣レジエンド級エネミーをも超える高度なＡＩを与えられているようだ。最もダメージを与えた者をターゲットし続けるとは限らないし、意図的にこちらの裏を搔かくような動きをしたりもする。あるいは、さっきのシミュレーションにない状況に陥おちいることもあるかもしれん。その場合は臨機応変に対応するしかないが、どうか自分自身の離脱を最優先してくれ。誰だれかが新たに封印されてしまうことだけは防がねばならない」

　黒の王の声は落ち着いていたが、最後のフレーズにだけ、仄ほのかに苦しそうな響ひびきが混じったことにハルユキは気付いた。

　黒雪姫と、そして楓フウ子コは、前回の帝城脱出作戦においてハルユキと謡が揃ってスザクに焼き殺されそうになった時、我わが身を犠ぎ牲せいにしてハルユキたちを助けようとした。あの行動と、今の言葉は明らかに矛む盾じゆんしている。恐らく今回も、黒クロ雪ユキ姫ヒメは内心で決意しているのだ。自分だけは仲間の離り脱だつを最優先する、と。

　でもそれはきっと、楓フウ子コも、謡ウタイも、タクムも、チユリも、ニコも、パドさんも同じだろう。絶対に仲間を見捨てないという決意、いや信念があるからこそ、ここに集つどっているのだから。そして、その気持ちこそが、バーストリンカーのいちばん大きな力なのだ。

「わーかってるって、ロータス！」

　椅い子す代わりのドラム缶に腰掛けたスカーレット・レインが、両脚をぴこぴこ振り動かしながら言った。

「要は全員でおりゃーって突っ込んで、アクア・カレント拾って、また全員でうおーって逃げりゃいいんだろ？　片道たったの五百メートルじゃん、楽勝らくしょー！」

「たったの、と言うがなレイン、いざ走ってみると五百メートルはけっこう長いぞ。往復だと一キロなんだぞ」

「一キロがなんだっつうの！　ウチのガッコのマラソン大会なんか、六年は三キロも走んだからな！　あーもー、考えただけでダリィったら……」

「甘ったれるな！　我わが校のマラソン大会は五キロだ！　だるいのひと言では片付けられない距きよ離りだぞ！」

　やや主旨の外れた王たちの言い合いに、チユリが呆あきれ声で割り込んだ。

「ニコちゃん、先輩、あたし部活で毎日それくらい走ってるけど……」

「……マジかよ、死ぬ気かライム・ベル」

「……低レベルな言い合いをして悪かった」

[image: ]

　軽く頭を下げた黒雪姫が、姿勢を正して皆を見回した時には、作戦前の硬直した空気が少しだが和やわらいでいた。青紫色のアイレンズがゆっくりと瞬しばたたかれ、穏おだやかさの中に強い意志を秘めた声が流れた。

「レインの言ったとおり、作戦そのものはシンプルだ。セイリュウの猛もう攻こう撃げきも、この陣じん容ようならば突破可能だと信じる。──十分前だ、開始位置に就こう」










　　　２




《強化外装エンハンスド・アーマメント》の本質とは何か。

　そう問われれば、低レベルのバーストリンカーのほとんどが攻撃力の強化だと答えるだろう。決して間違いではない。銃タイプや剣タイプの強化外装はデュエルアバターの攻撃力を飛ひ躍やく的てきに引き上げ、戦術の幅を広げてくれる。

　だが、加速世界で無数の対戦を経験し、勝利と敗北を重ねながらミドルレベル以上にまで到達したバーストリンカーは、強化外装はディフェンスに於おいてこそ真のアドバンテージを発はつ揮きすると気付くようになる。単なる防御力の強化ではない。とても単純だが、それゆえに気付きにくい、ひとつの事実。

　強化外装が、単体で敵の攻撃を受け止めている間は、装備者の体力ゲージは減少しない。

　見方を変えれば、それは体力ゲージが二倍、三倍に増えることにも等しい。原則として回復手段が存在しない加速世界では、体力値ヒツトポイントは目立たないが最も重要なパラメータなのだ。

　もちろん、だからといって頑がん丈じような追加装甲を持てばそれで最強になれるというものではない。装甲タイプの強化外装は重く、動きを邪じや魔まするので、使いこなせなければただの標的にされるだけだ。装甲をまとっても軽々と動けるだけのパワーか、脚を止めても撃うち勝てるだけの火力が求められる。

　前者の究極が、かつてハルユキもその圧倒的戦せん闘とう力りよくを体感した《災さい禍かの鎧よろい》クロム・ディザスター。

　そして後者の究極が、《不動要塞イモービル・フオートレス》スカーレット・レインである。




『いっ……けええええ────ッ!!』

　現実時間二〇四七年六月三十日午後十二時二十分十秒、ついに開始されたアクア・カレント救出作戦の口火を切ったのは、赤の王の気合いに満ちた雄お叫たけびだった。

　再び召しよう喚かんされた強化外装、装甲トレーラー《ドレッドノート》の十二個のタイヤが猛然と空転し、世紀末ステージの道路を焼き焦こがす。やがてタイヤの凹凸トレツドががっちりと路面を嚙かみ、巨大な車体はアスファルトを割り砕くだきながら発進する。

　スタート地点は、帝てい城じよう東門前の鉄橋入り口から三百メートル下がったところに設定してある。事前にドラム缶やコンクリート塊かいなどは撤てつ去きよ済みなので、走行を邪じや魔まするオブジェクトはない。即席の助走路を、真しん紅くの大型車両は一直線に加速していく。

　ニコはもちろんコクピットの中だが、ハルユキたち七人は、屋根ではなく車体の両サイドにマウントされたレーザー砲の砲身上に立ち、側面にしっかり摑つかまっている。左に、黒クロ雪ユキ姫ヒメ、ハルユキ、タクム。右に、パドさん、チユリ、楓フウ子コ、謡ウタイ。

　なぜ全員が屋根に乗っていないかというと──。

『ミサイル発射用──意！』

　ニコが再び叫ぶと同時に、車体上面の装甲板が四箇所でばかっと開いた。その奥から、無数のミサイルがせり上がる。攻こう撃げき態勢に入りつつもトレーラーは猛加速を続け、黒い鉄橋がみるみる近づく。

　底無しの峡きよう谷こくに架かかる幅三十メートル長さ五百メートルの橋が、四し神じんセイリュウの守護するテリトリーだ。超級エネミーの巨体に対して、バトルフィールドはあまりにも狭せまい。包囲攻撃はもちろん、すり抜けて背後を取るのも困難。それゆえ、アーダー・メイデン救出作戦の時は楓子のゲイルスラスターをブースター代わりにハルユキが超高速で飛ひ翔しようし、出現直後の四神スザクを飛び越える戦術を立てた。そこまでは上手うまく行ったものの、余りに速く飛んだために後方にターンできず、謡ともども帝城内部に突入してしまった。

　その反省を活いかし、今回は地上からの突入だが、おいそれとターンできないのは《ドレッドノート》も同じ。それどころか、装甲トレーラーにはブレーキすらついていないのだ。しかし、ニコは臆おくすることなくアクセルを踏ふみ続け、いよいよ鉄橋に突入するという寸前、三度目の大声を響ひびかせた。

『しっかり摑まってろよ！　スラスター、オ────ンッ!!』

　どごおおっ！　という爆音が轟とどろき、ひときわ強きよう烈れつな加速がハルユキを襲おそった。トレーラーの後面に装備されたロケットモーターが点火されたのだ。

　直後、一番前のタイヤが、アスファルトの道路と鋼こう鉄てつの橋きよう床しよう板ばんの境界線を越えた。

　空気の色が変わった、ようにハルユキは感じた。行く手にはまだ何も見えないのに、あまりにも高密度な存在感が──おそらくはニコの言う《情報圧》と同じものが、全身の装甲をちりちりと弾はじけさせる。

「……来るぞ！」

　ハルユキのすぐ前に陣じん取どる黒クロ雪ユキ姫ヒメが、鋭するどく叫んだ。

　橋を渡った先、帝てい城じよう東門の手前に設けられた四角い祭さい壇だんの上空で、ゆらりと青い光が瞬またたいた。まるで水面のように揺れ動きながら、それはみるみる大きくなる。やがて真ん中から幾いく重えにも波は紋もんを広げ、その奥で冴さえ冴ざえとした冷光が二つ輝かがやく。直後。

　激しい水音を響ひびかせ、幻の水面から巨大な姿が躍おどり出た。

　無数の牙きばと、四本の角を備えた頭部。菱ひし形がたの鱗うろこに覆おおわれた首が続き、[image: 逞]たくましい前脚が宙を搔かく。再び長い胴体がうねり、鉤かぎ爪づめを備えた後脚が現れ、鞭むちのように鋭い尾が大きな弧こを描いてしなる。頭から背中、尻尾しつぽにかけて金属光沢のある剛ごう毛もうが逆立ち、そこから等とう間かん隔かくに四対八枚もの小しよう翼よくが伸びている。

　西洋風とも東洋風ともつかない、しかし堂々たるドラゴンの姿だ。全身を包む燐りん光こうのせいか、世紀末ステージの暗くら闇やみの中でも、巨体は鮮やかな紺こん瑠る璃りに煌きらめいている。永久氷を研とぎ上げたかのような二つの眼も、また。

　ついにその姿を現した四し神じんセイリュウは、顎あぎ門とをいっぱいに開くや、雷鳴の如ごとき咆ほう哮こうを迸ほとばしらせた。びりびりと空気が震ふるえ、ハルユキは歯を食い縛しばってプレッシャーに耐えた。

　トレーラーに乗る八人のうち、ネガ・ネビュラスの六人は同じ超級エネミーであるスザクと相対した経験がある。だが、プロミネンスの二人はこれが初はつ遭そう遇ぐうのはずだ。コクピットのニコも、車体の反対側にいるブラッド・レパードもハルユキからは見えないが、あの恐ろしい姿を目まの当たりにすれば、数すう瞬しゆんにせよ金縛りになってしまうことも…………

『喰くらえヘビ野郎！　ミサイル、全弾発射ァ────ッ!!』

　ハルユキの危き惧ぐを吹き飛ばすような喚わめき声に続いて、トレーラー上面から光と音が溢あふれた。薄うす闇やみに無数の噴射炎を輝かせ、小型ミサイルが次々と飛ひ翔しようしていく。しばらく上昇したところで角度を変え、エネミーの巨体目掛けて突き進む。

　オレンジ色の火球が立て続けに咲き、遊ゆう弋よくするセイリュウを吞のみ込んだ。多重の爆発音が、鉄橋とその上を疾しつ走そうするトレーラーを揺るがす。

　四百メートル先の爆炎が収まるのを待たず、黒雪姫が叫んだ。

「全員、屋根に移動！」

　七人は主砲を蹴けってジャンプし、トレーラー上面に飛び移る。ミサイルポッドが開いたままなので、足あし許もとは多少でこぼこしているが立てないほどではない。

「遠えん距きよ離り攻こう撃げき、開始！」

　続く指示に、ハルユキとタクムは「はい！」と応じ、並んで同じ姿勢に構えた。ミサイルポッドの蓋ふた越ごしに右手を突き出し、左手で支える。

　真っ先に放たれたのは、シアン・パイルの必殺技だった。

「《ライトニング・シアン・スパイク》!!」

　超高温のプラズマと化した鉄てつ杭くいが凄すさまじいスピードで発射され、爆炎の奥に見え隠れするシルエットに吸い込まれる。新しん宿じゆく大ガードの橋はし桁げたには小さな孔あなを開けただけだったが、超級エネミーの装甲相手なら自じ慢まんの貫通力が効果を発はつ揮きしたはずだ。

　続けてハルユキが、右手に宿した白銀の過剰光オーバーレイを後ろに引き絞った。生成された光の槍やりが限界まで張り詰めた瞬しゆん間かん、技名を叫びながら左手で槍の根元を一気に切断する。

「《光線投槍レーザー・ジヤベリン》!!」

　遠隔型必殺技飛び道具を持たないハルユキにとっては、この心意技が唯一の遠距離攻撃手段だ。中距離技《光線槍レーザー・ランス》の応用技だが、やや強引なロジックゆえに照準精度が甘い。甲かん高だかい唸うなりを上げて飛んだ槍の軌跡は、一直線ではなく浅い螺ら旋せんを描いたが、エネミーの巨体が幸いしてどうにか尻尾しつぽのどこかに命中したようだ。

　ここでミサイルの連続爆発が終わり、黒煙の向こうでセイリュウが再び動き出す気配があったが、そうはさせじと謡ウタイが長弓《フレイム・コーラー》を空に向けた。

「フレイム・トーレンツ!!」

　凜りんとした発声と同時に、火矢がひょうと射られる。弾道の頂点で数十本にも分ぶん裂れつし、火か焰えんの豪雨となってエネミーに降り注ぐ。たちまち湧わき起こる無数の小爆発は、規模こそミサイルに劣おとるが燃焼の持続時間が長い。青い巨竜は、炎の中で苛いら立だたしげに体をくねらせる。

　直後、苛か烈れつな気勢がトレーラーの走行音を圧して響ひびいた。

「おおぉぉぉ……！」

　ハルユキの一列前に立つ黒クロ雪ユキ姫ヒメが、高々と掲かかげた右手に真しん紅くの過剰光を宿らせる。オニキスからルビーへと変じた長剣を、肩の上に構える。

「──《奪命撃ヴオーパル・ストライク》!!」

　神速で突き出された右手から、血の色の光条が迸ほとばしった。二百メートル以上の距離を一気に貫つらぬき、火焰にまとわりつかれたままのセイリュウの胸に見事突き刺さる。巨体が激しく打ち震ふるえ、金属質の叫きよう声せいがフィールドに響き渡る。

　そして最後に、ニコがもう一度叫んだ。

「これでどうだぁ──ッ！　《ヒートブラスト・サチュレーション》────ッ!!」

　車体左右の主砲が、がしゃりと角度を上向けた。

　大径の砲口から、ルビーレッドの微光が漏もれる。それはたちまち明度を増し、十字の光条となって瞬またたき──。

　ぎゅああああっ！　という耳をつんざくような共鳴音を轟とどろかせて、途と轍てつもなく太いレーザーが発射された。

　一週間前、《理論鏡面》アビリティ習得のための特訓で、シルバー・クロウを何度も蒸発させた通常射しや撃げきの倍はあろうという規模だ。しかも、左右の主砲から同時に放たれたレーザーは、数十メートル先でひとつに融ゆう合ごうして、光の柱とでも呼ぶべきエネルギーの大おお槍やりを作り出す。かつてハルユキは、この技が新しん宿じゆくの都庁ビルを一撃で吹き飛ばすところを見た。

　現在の加速世界では最強の遠えん隔かく型がたと目される二代目赤の王の必殺技は、先に黒の王の心意技が貫つらぬいたセイリュウの胸部を捉とらえ、真っ赤な光の球に膨ふくれ上がってから、天地を揺るがすほどの大爆発を引き起こした。高々と伸び上がった火柱は遥はるか空にまで達し、垂れ込める黒雲の底を赤々と染めた。

　最初のミサイルから数えれば、六連続にも及ぶ必殺技・心意技の猛攻撃だ。いくら加速世界最強のエネミーであろうと相当のダメージは受けたはず、ことによればしばらく行動不能化スタンすることも……と思いながらハルユキは爆炎の奥に眼を凝こらした。

　巨大なシルエットの上には、スザクと同じ五段の体力ゲージが表示されている。その一段目は、確かに三割近くも削られている──のだが。

「うあ…………」

　ハルユキは、低い呻うめき声を漏もらした。せっかく減らしたゲージが、左から右へとみるみる回復していく。

　事前にシミュレーション済みの現象ではある。帝てい城じよう四方門を守護する超級エネミーたちは、ある意味では四匹でひとつの存在であり、一匹に傷を負わせても、他の三匹のうち非ひ戦せん闘とう中ちゆうのものが回復させてしまうのだ。つまり、四し神じんを倒そうと思ったら、四匹同時に攻撃を仕掛けて一度に倒すしかない。それがどれほど難しいかは、旧ネガ・ネビュラスの悲劇を持ち出すまでもなく明らかだ。

　ゆえに今回の作戦では、セイリュウの討とう伐ばつは最初から考えていない。攻撃はあくまで狙ねらいを引きつけるための手段──と頭では理解しているのだが、それでも王二人を含むチームが全力で与えたダメージがあっさり消しよう滅めつする様には少なからず衝しよう撃げきを覚えてしまう。隣となりのタクムも、押し殺した声で呟つぶやいた。

「今の攻撃でワンゲージも削れないのか……」

「ガッカリしている余裕はないですよ、クロウ、パイル」

　背後でそう言ったのは楓フウ子コだった。日ひ頃ごろはふんわり柔らかい声も、さすがに今は鋭するどく引き締しめられている。

「反撃が来ます。みんな、装甲板に隠れて！」

　その指示に、雷鳴のような咆ほう哮こうが重なった。

　前方二百メートルに近づいた祭さい壇だんの上空、いまだ消えない黒煙の中から、青い巨きよ軀くが猛然と飛び出した。サファイアの両眼に怒いかりを滾たぎらせ、長い顎あぎ門とをいっぱいに開く。

　無数の牙きばの奥から、ズバアッ！　という衝しよう撃げき音おんとともに放たれたのは、青白い光線──ではなく水流だった。事前にアクア・カレントから伝えられていたセイリュウの特殊攻撃の一つ、《ウォーターブレス》。超高圧ジェット水流を束ねたその威力は、防御に秀ひいでた緑系アバターの装甲を数秒で穿うがつという。

　ハルユキはすぐさま身を屈かがめ、目の前の鋼こう鉄てつ板ばん、すなわち開いたままのミサイルポッドの蓋ふたの陰に身を隠した。黒クロ雪ユキ姫ヒメやタクム、チユリたちも同じようにする中、背後の楓フウ子コだけが毅き然ぜんと立ち続けている。右の掌てのひらをまっすぐ前に掲かかげ、深いエコーを伴う声で、

「《庇護風陣ウインド・ヴエール》!!」

　なよやかな掌を中心に巻き起こった緑の風が、トレーラー全体を包んだ。

　直後、同じくちょうどトレーラーを吞のみ込む幅に拡散したセイリュウのブレス攻撃が襲おそい掛かった。ハルユキは膝ひざ立だちのまま、真上を見た。

　渦巻く風で形成された緑色のドームが、無数のジェット水流を白い霧きりへと吹き散らしている。だが、風の勢いも急速に弱まり、背後の楓子が「く……」と短く声を漏もらす。掲げられた掌が圧力に耐えかねるように震ふるえ、体ごと押し戻され、ついにがくりと膝をついた、その瞬しゆん間かん。

　ハルユキの視界が、白く染まった。ウォーターブレスが、楓子の心意防壁を破ってトレーラーに降り注いだのだ。

　高周波の振動音が凄すさまじい音量で響ひびく。車体が小刻みに震える。数百本にも達するであろうジェット水流が、《ドレッドノート》の分厚い装甲を至る所で掘くつ削さくしているのだ。仮に攻撃を受けているのがアバター本体であれば、体力ゲージが恐ろしい勢いで減っていくはずの状況。しかし。

『へっ……タダで高圧洗車してくれるたぁ、気前がいいなヘビ野郎!!』

　さすがにスピードは落ちたが、それでもブレスに抗あらがってトレーラーを前進させながら、ニコが喚わめいた。その声に、ダメージの色はない。《強化外装が攻撃を受け止めている間は、所有者の体力ゲージは減らない》からだ。

　武装トレーラーをいわば強きよう襲しゆう車両として用い、装甲でセイリュウの攻撃を受け止めつつ祭さい壇だんに近づけるところまで近づくというこの作戦を提案したのは、所有者であるニコ自身だった。トレーラーを使い捨てるに等しい戦術をためらうネガ・ネビュラスの面々に、赤の王は平然と言い放った。あんたら、まだ強化外装の本質ってモンが解わかってねーな、と。

　──ニコ、ありがとう。君の心意気は無む駄だにしない、絶対に！

　胸の奥でそう叫びながら、ハルユキはミサイルポッドの蓋を両手で支え続けた。分厚い鋼鉄板は小刻みに震え、セイリュウのブレス攻撃に穴を穿たれ続けていることを伝えてくる。

　しかし、楓子の心意技が威力の何割かを散らしてくれたおかげか、即席の防壁は貫通されることなくブレスに耐え切った。トレーラーは再びスピードを増し、超級エネミーも上空を突き進んでくる。彼ひ我がの距きよ離りがついに百メートルを切る。

　事前情報によれば、セイリュウは四し神じんの中では最も多彩な特殊攻こう撃げきを行う反面、物理攻撃の頻ひん度どは少ないらしい。もちろんゼロというわけではなく、鋭するどい牙きばと爪つめ、そして尻尾しつぽによる一撃は脅きよう威いだが、トレーラーの装甲も、穴だらけにされたとはいえ健在。あと少しならチームを守ってくれるだろう。

　それよりも、中距離以下の間合いで最も恐ろしいのは……。

　ハルユキがそこまで思考した時、前方の黒クロ雪ユキ姫ヒメが短く叫んだ。

「時間だ！　五秒前……二、一、ゼロ！」

　カウントダウンの、わずか三秒後。

　もう行く手にはっきりと見える四角い祭さい壇だんの中心に、ゆらり、と淡い水色の光が生まれた。デュエルアバターの出現エフェクト。光が広がり、凝ぎよう集しゆうして、細身のシルエットを作り出す。

　全身を包む、透明な水膜。羽根のように弧こを描く四本の水流。ネガ・ネビュラス《四元素エレメンツ》の一人、《水》のアクア・カレントだ。恐るべき精度でタイミングを合わせ、二年十ヶ月ぶりに無制限中立フィールドへと降り立ったのだ。

　祭壇四方のかがり火を受けて美しく煌きらめくアバターから、ハルユキは懸けん命めいに視線を引き剝はがした。いま見るべきは、四神セイリュウ。アーダー・メイデン救出作戦の時は、四神スザクはこのタイミングで反転し、祭壇上の謡ウタイを襲おそおうとした。

　だが、紺こん瑠る璃りの巨竜は、勢いを緩ゆるめることなくトレーラーに肉にく迫はくしてくる。いきなりの大技六連発で体力ゲージを削られたことと、必殺のブレスを防がれたことにかなり怒おこっている……いや、憎悪値ヘイトが上昇しているらしい。だがそれはこちらも望むところだ。作戦の成否は、黒雪姫を軸とした攻撃チームがセイリュウを最後まで引きつけていられるかに懸かかっている。

　空を覆おおわんばかりの距離まで迫せまった巨竜の、四本の角が青白く輝かがやいた。

　途と端たん、上空の黒雲に幾いく筋すじものスパークが走る。それらは何箇所かで寄り集まり、ひときわ強くフラッシュし──。

「《スプラッシュ・スティンガー》!!」

　タクムが、上体を思いきり反らしながら叫んだ。胸部装甲に開いた複数の穴から、立て続けにニードルミサイルが発射される。

　ほぼ同時に、空からも紫がかった稲妻が轟ごう音おんとともに放たれた。セイリュウ第二の特殊攻撃、《サンダーブラスト》。直上から襲い掛かってくる雷撃は、垂直に立っているミサイルポッドの蓋ふたでは防げない。

　しかし、雷は全すべて、タクムが発射したニードルミサイルに吸い寄せられて空中に無数の爆発を引き起こした。とは言えそれだけで雷のエネルギーは打ち消せず、爆炎を貫つらぬいて紫の光が伸びてくるが、軌道を狂わされたせいでほとんどが鉄橋に落ちる。一発がトレーラーを直撃し、装甲表面を伝わってタイヤを一つバーストさせたものの、いまだチーム全員が無傷。

　セイリュウは、いちど特殊攻こう撃げきを行うと、次の攻撃までにしばしの溜ため時間があるようだ。この隙すきに真下をすり抜ければ、カレントの待つ祭さい壇だんまで辿たどり着ける──。

　ハルユキの、その確信を消し飛ばすかのように、エネミーが吼ほえた。

　巨体がぐうっと撓たわみ、パワーを溜め込む。Ｓ字にうねった尻尾しつぽが、視認も難しいほどのスピードで振り下ろされる。先せん端たんが鉄橋表面を掠かすめて火花を散らし、そのままトレーラーの前面に叩たたき付けられる。

　直前にニコがハンドルを切っていなければ、コクピットを潰つぶされていたかもしれなかった。危ういところでその惨さん事じは回かい避ひしたが、鉄柱の如ごとき尻尾が右フロントを強打し、トレーラーは右側のタイヤを浮かせながらスピンし始めた。

『ちっくしょ……』

　毒づきながらもニコは必死に立て直そうとしたが、車体の傾斜はみるみる深くなり、屋根のハルユキたちは立っていられずに慌あわてて装甲板に摑つかまった。もしこのままトレーラーが横転すれば、何人かは転がる車体に巻き込まれ、きっとかなりのダメージを受ける。

　ニコもそう考えたのだろう、スピーカーから悔くやしげな声が響ひびいた。

『ダメだ、いったん戻す！　全員、飛び降りる用意！　──強化外装、解除!!』

　ボイスコマンドが発せられると同時に、横転寸前だったトレーラーが、ばらりと分解した。破は壊かいされたわけではなく、ニコの指示でアイテム欄ストレージに戻されたのだ。出し入れの自由度も強化外装の大きなアドバンテージだが、いちど解除すると、外装ごとに設定された冷却時間クールタイムが経過しなければ再さい召しよう喚かんはできない。

　分ぶん離りしたレーザー砲やミサイルポッドなどの各パーツはたちまち希き薄はく化かし、大気に溶けるように消しよう滅めつする。足場を失った七人と、コクピットから排出されたニコは、鋼こう鉄てつの橋きよう床しよう板ばんに投げ出される。

「きゃああっ！」

「うわっ……」

　声を上げたのは、チユリとタクムの二人。ハルユキは咄とつ嗟さに翼つばさを広げ、右手でライム・ベル、左手でシアン・パイルを確保すると、空中でしっかり減速してから橋に下ろした。他の五人は難なくノーダメージの着地を決める。完全遠えん隔かく型がたの謡ウタイまでもが鮮やかな身のこなしを見せたのは、楓フウ子コに散々空から放り投げられた経験があるからだろう。

　作戦を指揮する黒クロ雪ユキ姫ヒメは、一同の無事を確認するや押し殺した声で叫んだ。

「レイカー、行け！　ここは支えてみせる！」

「……解わかった。あとは任せたわ」

　刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんを押し殺すように楓子は頷うなずき、いつの間にか召喚していた車くるま椅い子すに飛び乗った。銀輪が仄ほのかな輝かがやきを帯びるや、華きや奢しやな強化外装は百メートル先の祭壇目指してロケットの如く飛び出す。心意によって加速されたそのスピードは、ノーマルな走行を遥はるかに凌りよう駕がする。鉄橋の表面に残された二本の轍わだちは真っ赤に灼やけて、薄うすく煙を上げている。

　前回の作戦ではハルユキのカタパルト役を務めたスカイ・レイカーだが、今回は彼女がアクア・カレントの救出役だ。ハルユキは、師し匠しよう、頼たのみます！　と念じながら、走り去る車くるま椅い子すを一いつ瞬しゆんだけ見送った。行く手では、カレントがすでに祭さい壇だんから下りて走り始めている。接触まで、あと数秒…………

　その時。

　ハルユキは、頭の芯しんに直接響ひびくような重々しい声を聞いた、気がした。




　──小さく儚はかなき者たちよ。

　──そなたらは、何なに故ゆえに妾わらわの眠りを妨さまたげるのか。




　反射的に真上を振り仰あおぐ。空を覆おおわんばかりに遊ゆう弋よくする超級エネミーの、サファイアのように輝かがやく両眼に視線が吸い寄せられる。

　一瞬、あの攻撃がついに来るのか、と身構えかけたが、しかし違った。

　深遠なる知性と意志を感じさせる巨竜の双そう眸ぼうが、カッ！　と冷たい光輪を迸ほとばしらせた。

　いきなり、ハルユキの全身が硬直、いや氷結した。シルバー・クロウの金属装甲に真っ白な霜しもが降り、翼つばさはおろか指先ひとつ動かせなくなる。慌あわてて視線を左右に振ったが、他の六人も同じように凍こおり付いてしまっている。

　作戦会議を思い出すまでもなく、完全なる未知の攻こう撃げきだ。事前情報がセイリュウの全能力を網もう羅らしているわけではないことは認識しているつもりだったが、ここまで強力な行動阻そ害がい技わざを喰くらうことは想定外だった。動けないどころか声も出せないのでは、必殺技で破ることは不可能。といって、どれほど力を込めても霜の檻おりは砕くだける気配もない。

　上空のセイリュウは、氷像と化した七人を冷ややかに一いち瞥べつするや、興味を失ったかの如ごとく顔の向きを変えた。橋の西側、祭壇のほうへと。

　どうにか動かせる視線を限界まで振ると、視界の端はしに、今まさに両手を触ふれさせようとしている楓フウ子コとあきらの姿が映った。作戦では、アクア・カレントを回収したスカイ・レイカーはゲイルスラスターを使って上空へ離り脱だつ。彼女の飛行限界に近い高度三百メートルまで上昇してセイリュウを飛び越え、橋の外に着地することになっている。

　だがそれも、セイリュウのターゲットを攻撃チームが取り続けていればこそ可能な作戦だ。ゲイルスラスターはエネルギーゲージの再さい充じゆう塡てんに長い時間がかかるので、離陸直後に叩たたき落とされでもしたら、あきらのみならず楓子までもが橋の奥深くで無限ＥＫに陥おちいってしまう。

　ハルユキの焦しよう燥そうに満ちた思考をトレースするかの如く、セイリュウが顎あぎ門とを大きく開いた。ウォーターブレス攻撃。ダイアモンドの針にも等しい超高圧ジェット水流に直撃されれば、装甲の薄いレイカーと、恐らくはカレントも即死は免まぬがれない。




　…………させないのです!!




　再び、脳裏に叫び声が響ひびいた。だが今度はエネミーではない。四シ埜ノ宮ミヤ謡ウタイ──《劫ごう火かの巫女みこ》アーダー・メイデンの、凜りん冽れつたる意志力の迸ほとばしり。

　小柄な巫女の体から、真っ赤な炎の輪が拡散して皆を包んだ。強きよう烈れつな熱が、アバターを縛いましめる霜しもを瞬しゆん時じに溶かす。心意技──いや、技ではなく、強固なイマジネーションの発はつ露ろによって過剰光オーバーレイそのものを炎に変えたのだ。

　さすがに熱量の微妙な調整までは不可能だったようで、炎は霜を溶かすと同時にハルユキの体力ゲージをわずかに削った。だが熱さも痛みも忘れて、ハルユキは凍とう結けつ状態から解放された右手を全力で突き上げた。

「──《光線槍レーザー・ランス》!!」

　まったく同じタイミングで、ニコの声も響く。

「──《輻射拳レイデイアント・ビート》!!」

[image: ]

　ハルユキの右手からは光の槍やりが、ニコの右手からは炎の拳こぶしが垂直に放たれ、いまにもウォーターブレスを撃うとうとしていたセイリュウの下した顎あごに命中した。さしたるダメージを与えられた手て応ごたえはなかったが、衝しよう撃げきで口を閉じさせることには成功し、ブレスの発射がぎりぎりのところで中断される。勢いよく嚙かみ合わされた牙きばの隙すき間まから、真っ白な水煙が噴き出す。

　直後、祭さい壇だんのすぐ手前でライトブルーの光が強きよう烈れつに煌きらめいた。

　ブースターの噴射炎。アクア・カレントを両腕で抱いたスカイ・レイカーが、夜空に鮮やかな軌跡を描いて上昇していく。《ＩＣＢＭ》の二つ名に相応ふさわしい猛烈な加速でたちまち世紀末ステージの黒雲に突入し、一いつ瞬しゆんだけ雲を青く染め、消える。

「……やった！」

　ハルユキは、小さな声を出しながら強く右みぎ拳こぶしを握った。

　何度か危ない場面はあったものの、アーダー・メイデンの時と比べれば遥はるかにスムーズな救出だ。しかし、チームの陣じん容ようを考えれば、作戦の前半は成功して当たり前とも言える。問題はここから──セイリュウが楓フウ子コたちを追うのを地上の七人で防ぎつつ、橋の外まで無事に離り脱だつできるか否いなか、だ。撤てつ退たいの途中で新たな封印者を出してしまったら元も子もないのだから。

「よし、全員後退！」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメの指示で、七人は上空のエネミーを視界に捉とらえつつ東へ走り始める。四し神じんセイリュウは、ここまで特殊攻撃を再三防がれたにもかかわらず、ヘイトを一定値に保ったまま長い体を静かにうねらせている──ように見える。

　……僕らを、見逃してくれる？

　……もしかしたら、四神にも性格の違いがあって……《火》のスザクは怒おこりっぽかったけど、《水》のセイリュウは案外穏おだやか、とか……？

　走りながら、ハルユキはふとそんなことを考えた。

　エネミーのものらしき声が再び聞こえたのは、その直後だった。どこか女性をイメージさせる、凪ないだ水面のように静かで、極地の氷のように冷たい声。




　──戯たわむれにはもう飽いた。

　──小さき者たちよ、妾わらわの庭にて長き眠りに落ちるがよい。




　長大な尻尾しつぽが、装甲トレーラーを横転させた時と同様に強くたわめられた。だが、ハルユキたちはもうエネミーから二十メートル以上も距離を取っている。どう考えても直接物理攻撃が当たる間合いではない。

　霞かすむほどのスピードで振り下ろされた尻尾が打ち据えたのは、七人の誰だれでもなく、鋼こう鉄てつの橋そのものだった。ぐわん！　と凄すさまじい衝しよう撃げき音おんが轟とどろき、硬い橋きよう床しよう板ばんが激しく波打つ。同心円状に広がる振動波は、走る七人をたちまち吞のみ込み、ホバー移動しているはずの黒雪姫までをもよろめかせた。

　倒れた者はいなかったが、全員が半秒ほどの行動不能状態に陥おちいった、その隙を逃さず──。

　セイリュウの角が眩まばゆく輝かがやき、上空の黒雲に不ふ吉きつなスパークを呼び起こした。

「くっ……」

　タクムが懸けん命めいに両脚を踏ふん張り、上体を反らせる。だが、避ひ雷らい針しん代わりのミサイルが発射されるよりも一いつ瞬しゆん早く、蓄積された電気エネルギーが幾いく筋すじもの紫雷となって解き放たれる。

　──いけない！

　ハルユキは、本能的な反応で、背中の翼つばさを思い切り震ふるわせていた。ここで全員が雷に打たれることだけは回かい避ひしなくてはならない。セイリュウの特殊攻こう撃げき《サンダーブラスト》は、ダメージもさることながら、直撃されると全身が痺しびれて一定時間動けなくなるという阻害効果デバフが付与されている。作戦では、シアン・パイルの《スプラッシュ・スティンガー》で雷の軌道を狂わせ、それでも運悪く誰だれかが直撃されてしまったら回復するまで他の者がフォローすることになっていたのだが、全員が麻ま痺ひすればもちろんその手は使えない。最悪の場合、次の攻撃で全ぜん滅めつすら有り得る。

　──それよりは、僕ひとりが！

　振動波で体勢が崩くずされた状態からジャンプできるのは、翼を持つシルバー・クロウだけだ。ありったけの推力で離り陸りくしながら、思い切り両手を広げる。上空から殺到する雷がまとめて五本、クロウの金属装甲に吸い寄せられる。

「ぐあっ……！」

　四し肢しと胴体を稲妻に直撃された瞬間、熱感や痛覚を超えた純じゆん粋すいなショックがハルユキの意識を貫つらぬいた。世界が真っ白に染まり、ステージもエネミーも見えなくなる。視界に存在するのは自分の体力ゲージだけ。ほぼフル状態だったそれが、恐るべき勢いで減少していく。伝導率最大の《銀》を装甲に持つクロウはもともと電撃に弱いが、それを差し引いても有り得ない威力だ。いや、これはもう、即死級のダメージ…………

「《シトロン・コ────ル》!!」

　遠くでかすかに、幼おさな馴な染じみの毅き然ぜんとした声が聞こえた。白く焼き付いた視界に、きらきらと緑色のパーティクルが流れる。体力ゲージの減少スピードが鈍にぶり、消滅のぎりぎり手前で踏み留とどまる。そこから一気に右へと回復し、雷を受ける前の状態へと戻る。ライム・ベルの必殺技、《シトロン・コール・モードⅠ》がシルバー・クロウのステータスを数秒ぶん巻き戻してダメージを癒いやした、いや無かったことにしたのだ。

　即死は免まぬがれたが、雷撃のショックまでは消えず、ハルユキは全身から白煙を引きながら落下した。がしっと力強く受け止めてくれたのは、シアン・パイルの[image: 逞]たくましい両腕だった。ハルユキが引き寄せ切れなかった雷は、幸いなことに全すべて外れたらしく、すかさずブラック・ロータスが叫ぶ。

「パイル、そのまま走れ！　皆はパイルをフォロー！」

　指示に従い、タクムはハルユキを抱きかかえたまま走り始めた。目の前にあるフェイスマスクの奥で、青いアイレンズが悔くやむように瞬またたく。

「済まない、ハル。雷への対処はぼくの役目だったのに」

「だい……じょ……こんくらい……」

　いまだ痺しびれる口で、どうにかそれだけ言い返した、その時。

　上空のセイリュウが、重々しく動きはじめた。走る七人を追いながら、またしても尻尾しつぽを振り上げる。衝しよう撃げき波はから特殊攻撃のコンボを繰くり返すつもりなのだ。

「同じ手を……二度喰くうかっ！」

　苛か烈れつな声は、黒クロ雪ユキ姫ヒメのものだ。何をする気なのか、とハルユキは慌あわてて顔を上げた。すると、右脚の切っ先を橋に突き立てて制動するや、逆にセイリュウ目掛けて突っ込んでいく黒雪姫の姿が眼に入った。

「だ……駄だ目めです、先輩！」

　ようやく動くようになった口で喚わめきながら、ハルユキはタクムの腕から飛び降りた。よろめきながらも無我夢中で翼つばさを広げ、飛び出そうとしたが寸前で小さな掌てのひらに阻そ止しされる。

「信じろよ、あんたの《親》を」

　囁ささやいたのはニコだ。やむなく飛ひ翔しようを中止し、ハルユキはダッシュする黒の王を眼で追った。その行く手で、高々と振りかざされたセイリュウの尻尾が、青い残像を残して消えた。

　眼にも留まらぬ神速の打撃を、たとえ回かい避ひしたところで衝撃波に脚をすくわれる。といって防御しようにも、一撃でトレーラーをひっくり返すほどのパワーを無傷で受け止めることなど、たとえ緑の王でも難しいのではないか。

　だが、黒雪姫は、視認も困難なスピードで迫せまる尻尾に向けて敢かん然ぜんと両腕の剣を広げた。

　華きや奢しやな黒くろ水すい晶しようのアバターが、人形のように吹き飛ばされる様を予感し、ハルユキは歯を食い縛しばった。

　究極の物理攻撃と言えるほどの威力を秘めた尻尾を、黒雪姫は左右の剣で、まるで優しく抱き止めるように包み込み。




　──デス・バイ・エンブレイシング！




　きらっ、と十字の閃せん光こうが瞬またたき、世界から音が消えた。スロー再生にも似た静せい寂じやくの中、ハルユキは見た。黒の王を打ち砕くだくはずの大おお鞭むちが、そのままアバターをすり抜けるのを。

　いや、違う。ブラック・ロータスの《終決之剣ターミネート・ソード》が、瑠る璃り色いろの鱗うろこに覆おおわれたセイリュウの尻尾を、先せん端たんから一メートルほどの位置で真っ二つに断ち切ったのだ。かつて、同じレベル９である初代赤の王レッド・ライダーすらも一撃で全損せしめた、《絶対切断ワールド・エンド》の二つ名を証あかす即死技によって。

　床板に転がった尻尾の先端が、青い水柱を噴き上げて四散した。

　ここでついに、セイリュウが怒いかりに満ちた咆ほう哮こうを迸ほとばしらせた。上空で激しく全身をうねらせ、四し肢しの鉤かぎ爪づめで宙を引き裂さく。神の震しん怒どに呼応してか、曇どん天てんにごろごろと雷鳴が響ひびき渡る。

　尻尾しつぽによる衝しよう撃げき波は攻撃の無力化に成功した黒クロ雪ユキ姫ヒメは、素早く身を翻ひるがえすとハルユキたちのほうにダッシュしながら叫んだ。

「どうせ尻尾もすぐに再生する！　その前に、橋の出口まで走れ!!」

　声が届いた時にはもう、ハルユキたちは振り向いて走り始めていた。鋼こう鉄てつの橋とアスファルトの地面との境界線までは、あと三百メートル。ノーマルな対戦中なら気付かないうちに移動しているくらいの距きよ離りだが、この状況では十倍にも感じられるほどに長い。

　シルバー・クロウが両腕に二人抱えて飛び、ブラッド・レパードが背中に一人乗せて走れば撤てつ退たい速度を上げられるのだが、それは最後の手段ということになっている。なぜならクロウの必殺技ゲージは、セイリュウの最強ならぬ最さい凶きようの攻撃に対処するためにぎりぎりまで温存しておかねばならないのだ。

　いったん下がった黒雪姫もすぐに合流し、七人はひとかたまりになって走った。重量型のシアン・パイルも、右手の杭くいを地面に撃うち込む反動で加速するテクニックを使って皆に遅れずについてくる。

　振り向かずとも、怒いかれる巨竜が猛追してきていることは空気の震ふるえで解わかる。恐らく、特殊攻撃が来るタイミングはあと一回。それを凌しのげば、橋の外まで離脱できる。

　尻尾による振動波攻撃を無力化したので、《サンダーブラスト》は今度こそタクムが防いでくれるはずだし、名称不明の凍とう結けつ攻撃も謡ウタイの心意の炎で溶かせる。《ウォーターブレス》も、ニコが強化外装を再さい召しよう喚かんすれば一度は防御できる。問題は…………




　──妾わらわの傷は、そなたらの痛つう哭こくで癒いやすとしよう。

　──捧ささげよ。重ねた時の精せい華かを。




　深い反はん響きようを帯びた声が頭の芯しんで響いた。ハルユキは息を詰めながら肩越しに振り向き、それを見た。

　セイリュウが掲かかげた右手の、四本の鉤爪の中心に、黒い球体が生成されていく。わずかに透き通ったそれは、ゆらゆらと不定形に揺れている。まるで、比重の高い液体が極ごく小しようの重力源によって球形を維持しているかのようだ。滑なめらかな表面には、紫色のスパークがちりちりと這はい回っている。

「──来るぞ!!　《レベルドレイン》だ!!」

　黒雪姫の、張り詰めた声が響いた。

　ついに、発動したのだ。四し神じんセイリュウが数多あまた持つ特殊攻撃の中でも、最凶と評すべき威力を秘めた大技。かつてレベル７のハイランカーだったアクア・カレントを、わずか一度の戦いでレベル１にまで叩たたき落とした恐怖の神撃が。

　ハルユキは深呼吸して怯おびえを押し戻すと、勢いよく叫んだ。

「任せて下さい！　先輩たちは走り続けて！」

　背中の銀ぎん翼よくを広げ、思い切り橋きよう床しようを蹴けって離り陸りく。少し上昇したところで反転し、セイリュウに対たい峙じすると、後ろから声が投げ掛けられる。

「ハル、無理しないで！」

「飛ぶ方向間違えんなよー！」

　チユリとニコに右手の親指を立てて応こたえ、ハルユキは精神を集中させた。直後、エネミーの掌しよう中ちゆうから、どぷん、と音を立てて漆しつ黒こくの球体が発射された。

　最初はゆっくり飛ひ翔しようしていた球体は、ハルユキをターゲッティングするや、急激に加速して襲おそい掛かってくる。呼吸を止めて限界まで引きつけ、直径一・五メートルほどの黒球が目の前まで迫せまったところで、一気に上昇。黒球はぐぐっと重々しい挙動でカーブし、ハルユキを追ってくる。

　旧ネガ・ネビュラスによる帝てい城じよう攻略戦で、セイリュウ攻こう撃げき部隊を率いたアクア・カレントは、仲間たちを逃がすために一人で橋の奥深くに残り、この黒い球体を何度もその身に受けてしまった。

　カレントからの情報によれば、黒球は命中しても消えずにアバターを吞のみ込み、その状態でまず蓄積されているバーストポイントが減少を始める。やがてポイントがゼロになると、不ふ可か避ひの行動不能化スタンと同時にレベルが一つダウン、そこでようやく黒球は消える。それだけでも充分に脅きよう威いだが、いっそう恐ろしいのは、レベルダウンした時点で蓄積ポイントも完全に消しよう滅めつしているため、次に黒球を喰くらうといきなりレベルがもう一つ下がってしまうことだ。

　逆に言えば、最初のポイント減少段階で速すみやかに黒球を破は壊かいできればレベルダウンには至らないわけだが、それもかなり困難らしい。黒球は高粘度の液体でできていて、近接物理攻撃はほぼ効果なし。遠えん隔かく攻撃も実体弾、レーザーともに貫通してしまうし、火炎への耐性もかなりあるので蒸発させる前に中のアバターが死んでしまう可能性が高い。唯ゆい一いつ効果がありそうなのは、凍こおらせて割ることくらいだと思うの、とカレントは言っていた。

　残念ながら、今回のメンバーに氷結技を使える者はいない。いっそ、黒球を喰らったらすぐさま死んだほうがマシくらいのものだが、四し神じんのテリトリーで死ねばリカバリーに失敗して無限ＥＫに陥おちいる危険もある。結局、最良の対応策は──

「……振り切る……！」

　押し殺した声で叫び、ハルユキは再びターンして橋の出口を視界に捉とらえた。黒い球体も、スパークの尾を引きながら追つい随ずいしてくる。

　球体は、一直線に移動している時は際限なく加速するらしいので、次々に方向転換させてスピードを落とさねばならない。幅三十メートルの橋の上ではかなり困難だが、左右のみならず上下にもターンできるなら……つまり飛行アビリティを持つシルバー・クロウなら、長時間逃げ回ることもきっと可能。

　アクア・カレント救出役はスカイ・レイカーが務め、ハルユキが攻こう撃げきチームに残ったのは、必殺技ゲージを温存して《レベルドレイン》に対処するためだ。

「く……おおっ……」

　不ぶ気き味みなバイブレーションを放ちつつ迫せまる虚きよ無むの液えき塊かいから、ハルユキは懸けん命めいに逃げ続けた。数秒まっすぐに飛び、黒球が加速してくる気配を感じるや即座にターン。アッシュ・ローラーとの定例対戦でジグザグ飛行のテクニックはかなり鍛きたえられたが、曲がる方向をミスしてセイリュウに近づいてしまったり、橋の上空から左右に飛び出してしまうことは絶対に避さけねばならない。空間認識力をフルに発はつ揮きし、目まぐるしく方向転換しながらも少しずつ橋の出口へ近づいていく。

　下方では、仲間たちも全力のダッシュで境界線を目指している。また、眼には見えないが上空の黒雲の向こうではアクア・カレントを抱いたスカイ・レイカーが着陸コースに入っているはずだ。作戦完了まで、あと二十秒…………




　──小さく儚はかなき者たちよ。

　──足あ搔がくがよい。




　どぷん、という水音がかすかに聞こえた。ハルユキの全身を強きよう烈れつな悪お寒かんが包んだ。

　目まぐるしく転回する視界の端はしに、ちらりと映ったのは──セイリュウの左手から発射され、一直線に加速し始める二つ目の黒球だった。

　ハルユキに向かって、ではない。虚無の塊かたまりは、貪どん欲よくな震しん動どう音おんを響ひびかせながら、橋の上を走る六人に向かって突進していく。

「逃げてくださいっ……」

　必死のランダム飛行を続けながらも、ハルユキは悲鳴じみた声を押し出した。疾しつ駆くする黒クロ雪ユキ姫ヒメが一いつ瞬しゆん振り向き、迫る黒球を視認した。だが、もう遅すぎる。充分に直線飛行した黒球は、銃弾の如ごときスピードを得て、六人の誰だれかを吞のみ込まんと…………

　深しん紅くの影が、稲妻の如ごとく疾はしった。

　それは、いつの間にかビーストモードに変身していたブラッド・レパードだった。豹ひよう型がたアバターは、急角度のターンからしなやかに跳ちよう躍やくし、自みずから黒球に身を投じた。他の五人が、驚きよう愕がくの気配を放ちながら足を止めた。

　レパードを捕らえた黒球は、表面のスパークを脈打たせ始める。周期的に光量が増減するその様は、ある種の吸血生物の蠕ぜん動どうを思わせる。いや、実際に吸い取っているのだ。レパードが長い時間をかけて蓄積したバーストポイントを。それがゼロになった時、彼女をレベルダウンの悪夢が襲おそう。

「パドッ……！」

　ニコの悲鳴が迸ほとばしった。黒球に吞のまれてうずくまるレパードに駆け寄ると、そのままスパークする液体に手を突っ込もうとする。黒クロ雪ユキ姫ヒメが制止しようと手を伸ばすが届かない。細く小さな指が、漆しつ黒こくの球体に触ふれようとした、その寸前。

　レパードが、猛たけ々だけしく吼ほえた。四し肢しの爪つめで鋼こう鉄てつの橋きよう床しようを抉えぐり、深しん紅くの豹ひようはニコたちを引き離はなして走り始める。体を包む球体の脈動は続いているので、レパードの蓄積ポイントは恐るべきスピードで減少中のはずだ。今にもポイントがゼロになり、昏倒スタンと同時にレベルダウンしてもおかしくないのに、豹の力走は止まらない。橋の境界線は、もう百メートルを切るところまで近づいている。

　上空でジグザグ飛行を続けながらも、ハルユキは疾しつ駆くするレパードと、彼女を追って走る五人を視界に捉とらえていた。胴体を黒球に吞のまれてもなお美しい猛もう獣じゆう型がたアバターを見詰めていると、不意に耳の奥で甦よみがえる声があった。

　──パドが今日までレベルアップを封印してきたのは、まさにこのためだからな。

　無制限中立フィールドへのダイブ前に、ニコが梅うめ郷さと中の生徒会室で口にした言葉だ。かなりの古参バーストリンカーであり、対戦の聖地アキハバラ・バトル・グラウンドで勇名を馳はせた闘とう士しでもあるブラッド・レパードが、いまだレベル６である訳を仄ほのめかしていたらしいのだが、その時のハルユキには意味が解わからなかった。

《このため》──つまりアクア・カレント救出作戦のために、レパードはレベルを６に留め置いてきた。対戦やエネミー狩りで入手するバーストポイントを、消費せずに蓄積させ続けてきた。

　長い努力と忍耐は、いまこの瞬しゆん間かんのために存在したのだ。黒球に捕らえられてもレベルダウンせず走り続けられるのは、それが理由だ。膨ぼう大だいな蓄積ポイントを緩かん衝しよう材ざいにすれば、セイリュウ最さい凶きよう最後の攻こう撃げきに一定時間耐えられる。全すべては、いつかアクア・カレントを四し神じんの祭さい壇だんから救い出す、その時のために。

　瞬間、ようやくハルユキは悟った。

　黒のレギオンネガ・ネビユラスの幹部集団《四元素エレメンツ》の一人アクア・カレントと、赤のレギオンプロミネンスの幹部集団《三獣士トリプレツクス》の一人ブラッド・レパードの関係。別レギオンに所属しながら、どこか似通った雰ふん囲い気きを持つあの二人は──《親子》なのだ。

「……パドさん！　がんばれ……!!」

　鋭えい角かくターンを繰くり返しながら、ハルユキは叫んだ。

　その声が聞こえたのかどうか、レパードはひときわ激しく床板を蹴けり付け、高く高く跳ちよう躍やくした。軌道の頂点に達した瞬間、空中にかすかな虹にじ色いろの波紋が広がった。レパードがそれをくぐり抜けると同時に、胴体を吞み込んでいた漆黒の球体が、無数の飛沫しぶきを散らして分解した。

　深紅の豹は、空中で一回転してからしなやかに着地した。四肢の爪が嚙かんだのは、黒ずんだ鉄板ではなく、ひび割れた灰色のアスファルトだった。

　わずかに遅れて、ハルユキも鉄橋と地面の境界線上を通過した。背後で、黒球がばしゃっと音を立てて飛び散る。危機を脱したのを感じた途と端たんに全身から力が抜け、ハルユキは半ば墜つい落らくするように高度を落とした。

　とてもスマートな着陸はできず、両足が接地するとそのままがくりと四つん這ばいになってしまうが、まだ倒れるには早い。黒クロ雪ユキ姫ヒメたち五人が脱出する前に、セイリュウがあと一回攻こう撃げきしてくるかもしれないのだ。立ち上がろうと、震ふるえる四し肢しに力を込めていると──。

「……大だい丈じよう夫ぶ」

　すぐそばで、静かな声が響ひびいた。顔を上げると、ブラッド・レパードが目の前にいた。同じように両手両足を地面につけていながら、どこまでも優美かつ雄お々おしい豹ひよう型がたアバターの視線を追って、ハルユキは振り返った。

　すると、五人の先頭を走るアーダー・メイデンが、今まさに橋から飛び出したところだった。続けて、ライム・ベルとシアン・パイル。最後に、ブラック・ロータスとスカーレット・レイン。どうやら四し神じんセイリュウは、連射した《レベルドレイン》の黒球が両方四散した時点で、追跡を停止したらしい。

　四つん這いになったまま、ハルユキはわずか百メートル先でホバリングする超級エネミーを見上げた。

　冷たく光るサファイア色の両眼には、もういかなる感情をも読み取れなかった。テリトリーから出たからだろうか、何度か頭に響いた声も聞こえない。しかしそれでもハルユキは感じた。紺こん瑠る璃りの巨竜が、いずれの再会を予告するかのように薄うすく嗤わらったのを。

　長い胴体が波打ち、重々しく向きを変え始める。鉤かぎ爪づめの生えた四肢と四対八枚の小しよう翼よくが順に視界を横切り、最後に現れた長い尻尾しつぽの、黒雪姫の必殺技に断ち切られた先端が音もなく再生する。

　ゆるやかに飛び去りながら少しずつ実体を薄れさせていく巨竜を、七人は声もなく見送った。やがて、超級エネミー《四神セイリュウ》は、五百メートル彼方かなたの祭さい壇だんに吸い込まれるようにその姿を消しよう滅めつさせた。最後に祭壇四隅のかがり火が順に消えると、世紀末ステージに静せい寂じやくが戻った。

　────いや。

　まだ、何か音が聞こえる。風鳴りのような、草笛のような、高い共鳴音。

　地面に手をついたままだったハルユキは、ふらつきながら立ち上がり、空を仰あおいだ。音は、分厚く垂れ込める黒雲の向こうから聞こえてくる。少しずつ、近づいてくる。

　数秒後、雲の中に青い光が小さく瞬またたく。流星のように煌きらめきながら、綿わた毛げのように緩やかに落下してくる。皆が息を詰めて見上げるなか、ついに雲を突き抜けて現れた光の源は──最小の出力にまで絞られた、ブースターの噴射炎。

　近づくにつれ、ブースター型強化外装を背負う空色のアバターと、その腕に抱かれた水色のアバターの姿が夜空に浮かび上がる。青い光を照り返しながら、二人はゆっくり、ゆっくりと降りてくる。

　地面まであとほんの五メートル、というところで噴射炎が不規則に揺らぎ、消えた。ブースターのエネルギーゲージが尽つきたのだ。ハルユキは咄とつ嗟さに飛び上がると、落下してくる二人を両腕で抱き止めた。

　すぐ目の前に、微笑を浮かべる二つのフェイスマスクがあった。片方の口くち許もとが動き、穏おだやかな囁ささやき声が響ひびいた。

「ありがとう、鴉からすさん」

　もう片方のアバターは無言だったが、流水装甲の奥で青白いアイレンズをそっと瞬またたかせた。

　二人を地面に下ろし、ハルユキは数歩下がってチユリとタクムの隣となりに並んだ。頭の中では、たったひとつのフレーズだけが何度も繰くり返されている。

　……帰ってきた。帰ってきた。帰って、きたんだ。

　……二年半以上もセイリュウの祭さい壇だんに封印されていた《四元素エレメンツ》の一人、八ヶ月前にハルユキを全損のピンチから救ってくれた《用心棒バウンサー》、《唯一の一ザ・ワン》アクア・カレントが、ついに、本当の意味でネガ・ネビュラスに……いや、加速世界に帰ってきたんだ。

　涙ぐみながら見詰める視線の先で、流水のアバターはぐるりと一同を見回すと、最後に少し離はなれたところでうずくまる深しん紅くの豹ひように相対した。水音を響かせながら歩み寄り、跪ひざまずいて、豹の首に両手を回す。顔を伏せ、強く、強く抱き締しめる。

　牙きばの生えた口が動き、《親》に向けて短い言葉を発した。

「おかえり、アキ」

　カレントはそっと頷うなずき、《子》と同様に短く答えた。

「ただいま、ミャア」
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　そのまま無言で顔を寄せ合う二人を、残る七人は静かに見守った。

　数秒してからカレントが体を起こし、レパードが《シェイプ・チェンジ》コマンドで人型に戻ると、ニコが左手に右みぎ拳こぶしをばちんと打ち付けて叫んだ。

「よーっし、これでばっちりミッション・コンプリートだな！」

　それを聞いた途と端たん、急激に緊きん張ちようが解けて、ハルユキはへなへなと座り込みそうになった。誰だれかが背中を支えてくれたので、てっきりタクムだろうと思って遠えん慮りよなく寄りかかりながら長く息を吐はく。しかし直後、耳みみ許もとで予想外の声が聞こえた。

「よく頑張ったな、クロウ」

　びくっと振り向くと、そこにあったのは黒の王の鏡面ゴーグルだった。慌あわてて自分で立とうとしたが、黒クロ雪ユキ姫ヒメが全員に向けて話し始めたので離はなれるタイミングを失う。

「みんなも、本当に頑張ってくれた。四し神じんセイリュウの猛攻に耐え、こうしてカレントを取り戻せたこと……そして新たな封印者はもちろん、一人の死者も出なかったことは、全員の奮ふん闘とうが具現化した奇跡に他ならない。…………だが……」

　そこで少し言葉を切り、黒クロ雪ユキ姫ヒメはニコを、次いでレパードを見た。

「残念ながら、こちらも無傷とはいかなかった。まずレイン、お前の強化外装をほぼ全ぜん壊かいさせてしまったことを謝罪し、また礼を言おう。あの装甲がなければ、とてもあれほど深く敵てき陣じんに突入はできなかった」

　すると赤の王は、照れ臭くさそうに頭部のアンテナを動かしながら答えた。

「ま、まあ、なんだ、またカレーパーティーやってくれりゃそれでチャラにしてやるよ。あ、でもさすがに三連続カレーはなぁ……次はハンバーグかなぁ……いやいっそ和風にお好み焼きパーティー……」

「……ン？　二連続じゃないのか？」

「何言ってんだ、きのう」

　そこで赤の王はぴたりと言葉を止め、ハルユキもびくっと体を硬直させた。

　昨日、つまり六月二十九日の領土戦後にニコが有アリ田タ家を急きゆう襲しゆうし、ハルユキと二人でカレーを手作りし、あまつさえ泊まっていったことを知っているのは、当事者の他には恐らくパドさんだけだろう。

　不自然に沈ちん黙もくするニコと、背中を支えられたままフリーズするハルユキを黒雪姫は疑わしげに眺めたが、すぐに会話を再開した。

「……まあ、ハンバーグでもお好み焼きでも仏跳牆フアツチユーチヨンでも構わんが……それも全すべてが終わってからだな」

「そ、そうそう。だいたい、あたしの強化外装は再ダイブすりゃ復活するしさ。……でも……」

　赤の王は言葉を切り、緑色のアイレンズを、誰だれよりも信しん頼らいしているであろう腹心の部下に向けた。

　黒クロ雪ユキ姫ヒメも、カレントと寄り添って立つブラッド・レパードを見ると、ゆっくりと頷うなずく。

「……そうだ。レインの損害もさることながら、ブラッド・レパードの受けたダメージは我々の想像を絶するものだろう……」

「……どういうことなの、ロータス？」

　遥はるか高空を飛んでいたためにその場を見ていない楓フウ子コが、小首を傾かしげながら訊たずねる。黒雪姫は眼を伏せ、圧おし殺した声で説明した。

「セイリュウは、最後の最後で《レベルドレイン》を撃うってきた。予定通り、クロウが決死の飛行で球体をエリア外まで引っ張ってくれたんだが……まさか二連れん撃げきしてくるとは、私も予想できなくてな……」

「……！　それじゃあ、パドは……」

「ああ。二発目の球体は、レパードがその身を挺ていして防いでくれたんだ。彼女はドレイン状態のままエリア外まで走り、レベルダウンこそ免まぬがれたものの、恐るべき量の蓄積ポイントが失われてしまったはずだ……」

　その言葉に、皆は声もなくブラッド・レパードを見詰めた。

　深しん紅くの豹ひよう人じんは、しかしまったくなんでもないように肩をすくめ、言った。

「ＮＰ問題ない。もともと、この日のために溜ためてたポイント。また稼かせげばいいだけの話」

　その言葉に、真っ先に反応したのはアクア・カレントだった。掌てのひらをレパードの頰ほおに押し当て、あきらは思わぬ言葉を呟つぶやいた。

「だから……私のことは忘れてって、言ったのに」

「《親》を忘れるのは無理」

「相変わらず、ミャアは意地っ張りなの」

　掌を離はなして一歩下がると、あきらはまずパドさんに、ついでニコに深々と頭を下げた。

「ありがとう、ブラッド・レパード、そして赤の王スカーレット・レイン。私を助けるためにレパードが消費したポイントは、私が責任を持って全回復させます。少し時間はかかるかもしれないけれど、必ず」

　その宣言に、パドさんとニコが反応するよりも早く楓子が言葉を繫つなげた。

「わたしも協力するわ。目標期間、一週間ね」

　すかさず、謡ウタイも右手を上げる。

「私もお手伝いするのです。エネミーさんはお気の毒ですが、狩って狩って狩りまくっちゃうのです！」

「ならば私も本気を出してしまうぞ。かつて渋しぶ谷やエリアで《殲滅者ジエノサイダー》と呼ばれた狩りの腕、存分に発はつ揮きさせて貰もらう」

　と、黒クロ雪ユキ姫ヒメまでが名乗りを上げれば、ネガ・ネビュラスの若手三人も黙だまってはいられない。タクムとハルユキ、チユリは同時に一歩前に出ると、口々に叫ぶ。

「もちろん、ぼくも微力ながらお手伝いします！」

「ぼぼ僕だって、ごく一部で《エネミー偵察機》と呼ばれてるサーチ能力を……」

「偵察機なんか、あたしの《音響召喚アコーステイツク・サモン》があればお呼びじゃないわよ！　がんがんエネミー呼んじゃうし、ダメージもがんがん回復しちゃう……………………」

　左手の大型ベルを振り回しながら威勢良く叫んだチユリが、いきなり声と動きをぴたっと停止させたので、ハルユキは何事ならんと幼おさな馴な染じみを見た。

　黄緑色の魔ま女じよ型がたアバターは、時間停止の魔法でも掛けられてしまったかのように完全に静止している。だが、猫の眼を思わせる形のアイレンズの内側では、無数の星がきらきら渦巻いている。これは、意外に頭脳派なところもあるチユリが猛然と頭を回転させている証拠だ。

　いったい何を思いついたんだ、とハルユキが顔を覗のぞき込もうとした、その時。

「あ…………ああっ…………ああああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!!」

　ライム・ベルは、いきなり素すっ頓とん狂きような喚わめき声を上げるとぐるぐるあたりを見回した。

「ど、どうしたのチーちゃん！」

　仰ぎよう天てんするタクムに視線を固定するや、チユリは続けて叫ぶ。

「げっ、げーじ！　必殺技ゲージちょうだい！　すぐ、今すぐ!!」

「え……う、うん、じゃあ何かオブジェクトを壊こわして……」

「そんなヒマない！　あーもう、ハル、タッくん！　そこに座って!!」

　びしいっ！　と右手で地面を指差されれば、瞬しゆん時じに並んで正座してしまうハルユキとタクムである。その前に仁に王おう立だちとなったチユリは、左手の強化外装《クワイアー・チャイム》を高々と振りかざすや──

　りごりごり──ん!!

　と荘そう重ちようなサウンドを響ひびかせつつ、二人の頭を右から左、また右へとぶん殴なぐった。

　ハルユキの体力ゲージが一気に二割ほど持っていかれ、視界に黄色いヒヨコの幻覚がぴよぴよ回転する。無制限フィールドでは他人のゲージは見えないが、タクムのダメージも同程度だろう。突とつ如じよの暴力シーンに黒雪姫たちが啞あ然ぜんとするのも意に介せず、チユリはちらっと自分のゲージを確認すると、再度叫ぶ。

「もっかい、行ける!?」

「う……う……うん、なんとか」とハルユキが頷うなずき、

「も、もちろんだよチーちゃん！」とタクムが胸を張った瞬しゆん間かん、

　りごりごり──ん!!

　一見楽器なクワイアー・チャイムだが、打だ撃げきダメージを与えると同時にスタンも引き起こすかなり優秀な武器でもある。計二往復、しかも頭を痛打されたタクムとハルユキは半ば昏こん倒とうし、上体をぐらんぐらん揺らした。幸い、そこでチユリの必殺技ゲージは満タンになったらしく、勢いよく振り向くと同時に声を張り上げる。

「レパードさん！　お願い、あたしを信じて!!」

　……いまのバイオレンスっぷりを見せつけといて、信じてと来たもんだ。

　とハルユキは両手で頭を支えながら考えた。だがパドさんは、さすがの度胸を見せてこくりと頷く。

「Ｋ」

「じゃあ、行くね！　《シトロン》────」

　ぐるん、ぐるん、と左手のベルを二度振り回し、チユリは高らかに発声した。

「────《コ──────ル》!!」

　鋭するどく振り下ろされたクワイアー・チャイムから、緑色の光が迸ほとばしってレパードを包んだ。

　ここでようやくハルユキは、そして恐らくタクムも、幼おさな馴な染じみの意図を悟った。

　あまりにもシンプル、それゆえにこの場の誰だれも思いつかなかったリカバリー策。チユリは、巻き戻そうとしているのだ。ブラッド・レパードが受けたダメージ……体力ゲージではなく、セイリュウに奪われた、蓄積バーストポイントを。

　ライム・ベルの必殺技《シトロン・コール》には二つのモードがある。

　モードⅠは、対象アバターの状態を《時間単位》で巻き戻す。そしてモードⅡは、《ステータス変化単位》で巻き戻す。つまりモードⅠなら失った体力ゲージや必殺技ゲージを回復でき、モードⅡなら敵が召しよう喚かんした強化外装をストレージに戻せるわけだ。どちらの力もタッグ戦や領土戦で恐るべき威力を発はつ揮きし、ついた二つ名が《時計の魔女ウオツチ・ウイツチ》。

　今回、チユリが使ったのはモードⅠだ。だが以前、ハルユキは本人から聞いたことがある。いかなシトロン・コールでも、レベルアップ関連の変化は巻き戻せない、と。つまり、レベル上昇操作をキャンセルして蓄積ポイントを復活させたり、レベルアップ・ボーナスとして獲得した必殺技やアビリティをキャンセルして再選択させたりすることは不可能なのだ。

　ならば、セイリュウに奪われたバーストポイントを巻き戻すこともできないようにハルユキには思える。レベルアップはそれが発生した時点で《ブレイン・バースト中央サーバー》内のアバターデータにセーブされ、バーストリンカー個人の能力ではもはや干かん渉しようできない。それはレベルダウンも同様のはず…………

　──いや。

　違う。ブラッド・レパードは、蓄積ポイントこそ奪われたものの、レベルダウンには至っていないのだ。ポイント減少の対価として何も得ていないのだから、それを巻き戻すことも可能なのではないか。正確には、四し神じんセイリュウが吸い取ってどこかの袋に溜ためたポイントは減るのだろうが、そんなのは知ったことじゃない。

「…………チユ!!」

　ハルユキは無我夢中で立ち上がり、ベルから光を放ち続けている幼おさな馴な染じみの両肩を後ろから支えた。

「できる！　お前なら、きっとできる!!　がんばれ……!!」

　シトロン・コールは必殺技であって心意技ではないのだから、ハルユキの励ましなど、何の役にも立たないのかもしれない。それでもハルユキは、両手にありったけのエネルギーをかき集め、チユリに与えようとした。

　以前、ハルユキが《略奪者》ダスク・テイカーに飛行アビリティを奪われた時も、チユリはたった一人で考え、行動し、最後には翼つばさを取り戻してくれた。チユリはそういう人間なのだ。我わが儘まま気ままに振る舞っているようで、本当は誰だれよりも周りのことを気にかけている。たぶん、バーストリンカーになった動機だって、半分以上はハルユキやタクムのためなのだ……。

　────ありがとう、チユ。

　ハルユキが胸の奥でそう呼びかけた瞬しゆん間かん、ライム・ベルの肩を摑つかむシルバー・クロウの両手に仄ほのかな銀光が宿り、触ふれ合う装甲を通じて流れ込んだ。だがハルユキもチユリも、恐らくは黒クロ雪ユキ姫ヒメたちも、その現象には気付かなかった。

　なぜなら、緑のライトエフェクトに幾いく重えにも包まれたブラッド・レパードが、不意に両手をそっと空へ差し伸べたのだ。まるで不可視の何かを受け止めようとするかのように。

　否いな、ハルユキにも見える。夜空から降り注ぐ、白い光の粒たちが。雪の結けつ晶しようのように儚はかなく、しかしどこか温かい光の粒子は、レパードの両手に次々と舞い降りる。掌てのひらの装甲に触ふれると、一瞬の輝かがやきを残して消える。

　不思議な雪はしばらく降り続き、やがて止まった。直後、チユリの必殺技ゲージも尽つきた。

　ライム・ベルがゆっくりと強化外装を下ろし、ハルユキが肩から手を離はなして一歩下がっても、レパードはすぐには動かなかった。八人が固かた唾ずを吞のんで見守る中、深しん紅くの豹ひよう頭とうアバターは左手だけを更さらに動かし、インストメニューを開いてページを繰くった。目的のデータを確認するやメニューを消し、猛もう獣じゆうのそれを模した口くち許もとに、かすかな笑みを滲にじませた。

「ありがとう、ライム・ベル」

　ＴＨＸ、ではない感謝の言葉を口にしたレパードは、深々と一礼してから続けて言った。

「戻ってきた。セイリュウに奪われたポイント、全部」

　短い沈ちん黙もくのあと──。

　わあっ、と全員が歓声を上げた。ニコとハルユキが両手でガッツポーズし、タクムとあきらはうんうんと頷うなずき、レイカーと謡ウタイは揃そろって拍手する。そんな中、黒クロ雪ユキ姫ヒメはふわりとチユリに近づくと、感に堪たえぬように囁ささやき掛けた。

「……ベル、いや、チユリ君。キミにはいつも驚おどろかされるよ……。私からも礼を言う、キミのおかげで、アクア・カレント救出作戦はこの上ない形で終わることができる。これからも、その発想力と行動力で、私と仲間たちを助けてくれ。……ありがとう」

　すっ、と掲かかげられた左手の剣の側面に、チユリは《クワイアー・チャイム》を軽く打ち合わせ、照れたような声で言った。

「べ、べつにあたし、いっつも思いつきで突っ走ってるだけだし……でも、ほんと良かったです、巻き戻しが間に合って。技を使ってる時は、必殺技ゲージがぎりぎり足りないかなって思ったけど……」

「……そうか……」

　そこで黒雪姫はなぜかちらりとハルユキを見たが、すぐに視線をチユリへ戻し、頷いた。

「いや、チユリ君の機転のおかげさ。本当に間に合ってよかった……」

「ンなこと言って、面めん倒どうくさいエネミー狩りやらずに済んで超ラッキー！　とか思ってんじゃねーのか[image: ～][image: ～]？」

　感動シーンをぶちこわすニコの混ぜっ返しに、黒雪姫はくるっと振り向くと言い返す。

「そ、そんなわけがあるか！　何なら今回のミッションが全すべて終了してから、制限時間いっぱいまで狩りをしても私は一向に構わんが!?」

「お、言ったな黒いの！　そんじゃいっちょ、久々の四大ダンジョンはしごツアーを……」

「「げえっ、か、カンベンしてください！」」

　ハルユキとタクムが異口同音の悲鳴を上げると、ニコはにっひっひと本気なのか冗談なのか解わからない笑い声を発してから、居住まいを正して自分もチユリに頭を下げた。

「あたしからも礼を言うよ、ベル。ポイントを回復させてくれたこともだけど、パドのために一いつ生しよう懸けん命めいになってくれたことにもな」

　軽くチユリの腕を叩たたき、数歩移動してブラッド・レパードに向き合う。

「んで、パド。どーすんだ？」

　……どうするって、何を？

　とハルユキは小首を傾かしげ、他の黒メンバー七人も赤の二人を見守った。パドさんは〇・五秒ほど考える素そ振ぶりを見せてから、軽く頷き、言った。

「上げる、今すぐ」

　……上げるって、何を？

　とハルユキが反対側に頭を傾けた時にはもう、パドさんは素早く左手を閃ひらめかせ再びインストメニューを開いていた。短い鉤かぎ爪づめの先で窓を何度か叩き、少し間を置いてから、ぽちっと何かのボタンを押す。

　するとアバターの足あし許もとに、虹にじ色いろに移ろう光のサークルが出現し、そこから同じくレインボーカラーの光柱が立ち上ってレパードの全身を包んだ。同時に、クールかつエキサイティングな旋せん律りつが鳴り響ひびく。ハルユキも、過去に四回ほど聞いたサウンドだ。すなわち──レベルアップ・ファンファーレ。

「え……ええっ!?」

　ハルユキは仰ぎよう天てんして叫び、ニコを除く全員も程度の差はあれ驚おどろきの反応を見せた。

　しかし、パドさんの左手はそこで止まらなかった。人差し指がもう一度持ち上げられ、もう一度ボタンを押す。またしても、光と音の祝福が細身のアバターを包む。

「え……えええええ────っ!?」

　すでに限界まで仰のけ反っていたハルユキは、追加の驚きに耐えられず尻しり餅もちをついてしまった。右のチユリと左のタクムも、倒れはせずとも奇妙なポーズで硬直し、横一列に並ぶ黒クロ雪ユキ姫ヒメたちすら立ち尽つくしたまま絶句している。

　無理もない。ブラッド・レパードは、たった数秒のあいだに、レベルを二つも上昇させたのだ。レベル１の新米ニユービーが３になるのだって大変なステップアップなのに、パドさんはメニュー操作前の時点でレベル６。ということは、そこから一つ上げて７、更さらにもう一つ上げて──８だ。

　レベル８。その上はもう《純色の七王》だけという、真のハイランカー。そこまで到達したバーストリンカーを、ハルユキは数えるほどしか知らない。現ネガ・ネビュラスでは、副長たるスカイ・レイカーただ一人。

　静せい寂じやくの中、虹色のライト・エフェクトが消しよう滅めつし、ブラッド・レパードは無造作に左手を下ろした。

　レベルアップ・ボーナスのアビリティや強化外装の取得操作は行っていないので、外見的には何も変わっていないはずだが、ハルユキはパドさんの立ち姿に、一分前には存在しなかった迫はく力りよくのようなものを確かに感じた。

　長い尻尾しつぽをひゅんと揺らし、深しん紅くのアバターは音もなく歩き始めた。座り込むハルユキの目の前を横切り、黒雪姫の隣となりに立つ、空色のアバターの前で足を止める。

　ネガ・ネビュラス副長、《超空の流星ストラト・シユーター》スカイ・レイカーに向き合った《血まみれ仔猫ブラツデイ・キテイ》ブラッド・レパードは、静かな声で、短く言った。

「お待たせ、レイカー」

　その言葉に、楓フウ子コは同じく簡潔に応じた。

「とうとう、ここまで来たわね、レパード」

　二人のやり取りの意味を、ハルユキは感覚的に理解した。

　レパードとレイカーは、かつて領土戦や通常対戦で数限りない激げき闘とうを繰くり広げたライバル同士だったと聞いている。きっとパドさんは、楓子のレベルに追いつくために大変な努力をしたのだろう。だが三年前の夏、旧ネガ・ネビュラスは崩ほう壊かいし、二人の対戦も途絶えた。レパードは、帝てい城じように封印されたアクア・カレントを救出するためにレベルアップを停止し、レイカーはレギオン崩壊の責任は自分にあると断じて対戦から身を引いた。

　そして、《帝城の戦い》から二年と十ヶ月後となる、今日。アクア・カレントは救出され、ブラッド・レパードはずっと貯ため続けていたポイントを消費してレベル８に……スカイ・レイカーと同じ高みにまで到達した。二人のやり取りが意味しているのは、そういうことだ。

　向かい合って立つ楓フウ子コとパドさんの体を、朧おぼろな過剰光オーバーレイが包んだ。別に心意技を発動させようというのではなく、アバターの裡うちに高まる闘とう志しと歓喜がオーラとなって漏もれ出いでているのだ。

　二人は同時に右手を持ち上げ、拳こぶしを作り──ゆっくりと触ふれ合わせた。圧縮されたオーラが弾はじけ、空色と深しん紅くのスパークを小さく瞬またたかせた。

　もちろん今ではないが、二人は近いうちに戦うのだろう。磨みがき抜いた技、積み重ねた経験、バーストリンカーとしての誇ほこり、それら全すべてを拳に込めて、たくさん、たくさん語り合うのだろう。その戦いを、ハルユキが観戦できるか否いなかは解わからないが、たとえできなくても一つだけ確信できる。戦いの後、二人の絆きずなはいっそう強くなっているだろう、ということだけは。

　二人のレベル８ｅｒエイターから眼を外し、ハルユキは無意識の動作で隣となりに立つシアン・パイルを見た。するとタクムもちょうど顔を向けてきて、しばし視線が交こう錯さくする。

　言葉に出さずとも、幼おさな馴な染じみの考えていることは明めい瞭りように伝わった。装甲トレーラーで杉すぎ並なみエリアから帝城まで移動する間に確かめ合った《対戦の約束》を、もう一度思い出しているのだ。お互いがレベル７になったら、死力を尽つくした本気の対戦をする。その結果として、何を得て、何を失おうとも……。

「…………っ」

　自分の思考に驚おどろかされて、ハルユキは銀面の下で両眼を見開いた。シルバー・クロウのゴーグルがハーフミラーでなければタクムに訝いぶかしまれていただろうが、幸い幼馴染は何も気付いた様子はなかった。一度ぐっと頷うなずきかけてから、顔を前に戻す。しかし頭の中は、数秒前のままロックされている。

　……失う？　僕とタクが対戦して、どっちが勝ってどっちが負けても、何かを失ったりするはずがない。これまでも……きっと、これからも。

　自分にそう言い聞かせて、ハルユキは根拠のない思考、あるいは予感を振り払った。

　ほぼ同時に、楓子とパドさんも拳を下ろした。深紅の豹ひよう人じんはひらりと身を翻ひるがえし、ニコの右斜め後ろの定位置に戻る。

　出発時より一人増えて九人となったバーストリンカーたちは、誰だれからともなく立ち位置を調整して大きな輪を作った。指揮官たる黒クロ雪ユキ姫ヒメがひとつ頷き、右手の剣を掲かかげて、高らかに宣言した。

「──第一ミッション、《アクア・カレント救出作戦》はこれにて任務達成コンプリートとする。みんな、素晴らしい働きだった。最後に…………改めて、おかえり、カレン」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメの声に、ニコやパドさんまでもが「おかえり!!」と唱和した。

　あきらは、フェイスマスクを覆おおう水流の奥でアイレンズをゆっくり瞬またたかせ、一音一音を嚙かみ締しめるように言った。

「……ただいまなの、みんな」

　水の膜を通しても、あきらの両眼が温かく潤うるんでいるように見えたのは、きっとハルユキの錯さつ覚かくだろう。
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　作戦後処理、すなわち全員の体力回復と、セイリュウの猛もう攻こう撃げきで穴だらけにされてしまったニコの強化外装のリフレッシュに、およそ一時間を要した。

　体力回復もリフレッシュも、手段はまったく簡単だ。東京駅の離脱リーブポイントからいったん現実世界に戻り、即座に再加速。追加で10ポイントを消費するものの、それでデュエルアバターも強化外装も完全に再生される。ハルユキたちの体感時間はわずか数秒なのだが、《アンリミテッド・バースト》コマンドを叫んでいる間に加速世界ではその一千倍の時間が経過してしまうというわけだ。

　ハルユキがブレイン・バースト以前にプレイしていた幾いく多たのオンラインゲームと比べれば、再接続リログ一発で体力全快、装備回復はかなりの親切仕様とも思えるが、問題も一つある。それは、ポータルを使うと、位置情報までもリセットされてしまうことだ。

　ゆえに、ハルユキが再び加速世界に降り立った時、周囲の光景は東京駅ではなく梅うめ郷さと中学校の校庭に戻っていた。しかもたった一時間の離り脱だつ中ちゆうに《変へん遷せん》があったらしく、世紀末ステージの夜が明けて、グラウンドは燃えるような茜あかね色いろに染まっている。

　気が急せくあまり、ＢＢプログラムに認識される限界のスピードでコマンドを叫んでしまったので、周りにはまだ誰だれの姿もない。コンマ一秒の先走りがこちらでは百秒に拡大してしまうので、仲間たちが揃そろうには一分と少しかかるだろう。

　ハルユキは体の向きを変え、ギリシャの神殿遺跡ふうの佇たたずまいに変化している梅うめ郷さと中の校舎を見やった。第二校舎一階東側の一角に、じっと眼を凝こらす。

　現実世界のその場所に存在する保健室では、いまこの瞬しゆん間かんも、大切な友達である日クサ下カ部ベ綸リンが懸けん命めいに戦っている。デュエルアバター《アッシュ・ローラー》の分身たるアメリカンバイクに寄生するＩＳＳキットからの精神干かん渉しように、必死に耐えている。

　綸が文化祭の最中に倒れたのは、男子剣道部の集団演武を観みた直後だったので、現実時間ではまだ三十分と経たっていない。しかし、ＩＳＳキットは感染が拡大すると同時に個々の干渉力も増大しているので、支配を受け入れずに抗あらがい続けている綸にとっては、一分が何倍もの長さに感じられているはずだ。

　ニューロリンカーを外そうが電源を切ろうがキットの干渉を防げないことは、タクムが寄生された時に確認されている。理屈は見当もつかないが、ニューロリンカーの中にＩＳＳキットが存在する限り……あるいはブレイン・バースト中央サーバーにキット本体が存在する限り、現象は続く。

「……日下部さん。もう少しだけ頑張って」

　ハルユキは、現実世界の綸に向けて語りかけた。

「カレンさんが戻ってきたし、パドさんもレベル８になったんだ。みんなですぐにメタトロンをやっつけて、ＩＳＳキット本体を破は壊かいしてくるから……そしたら、また一いつ緒しよに文化祭を観みて回ろう。案内したいとこ、まだたくさんあるんだ。あと、お兄さん……アッシュさんをちゃんとみんなに紹介したいし……だから……だから…………」

　懸命に言葉を連ねるが、胸の奥の焦しよう燥そうは去らない。アクア・カレント救出作戦に集中するために無理やり押さえつけていたものが、今になって溢あふれ出そうとしているかのようだ。

　もし──万が一、キット本体の破壊に失敗すれば。

　綸への精神干渉を止める手段はもう、彼女がバーストリンカーでなくなること……アッシュ・ローラーが消しよう滅めつすることしか残されていない。加速世界で初めて戦い、初めて負け、初めて勝った相手であるアッシュは、今やレギオンの仲間たちと同じくらい大きな存在だ。ハルユキが災さい禍かの鎧よろいを道連れにポイント全損しようとした時、懸命に引き留めてくれた綸も同様。二人とも、かけがえのない大切な友達なのだ。

　失敗は許されない。絶対に。ハルユキの《光学誘導オプテイカル・コンダクシヨン》アビリティがメタトロン攻略の成否を分けるなら、たとえ我わが身と引き替えにしても、あの天地を引き裂さくが如ごときレーザー攻撃を弾はじいてのけなければならない。

　第二校舎の一角を見詰めながら思い切り両りよう拳こぶしを握り締しめていると、背後でアバターの出現音が響ひびいた。振り向くと、光の輪の中から飛び出したのはライム・ベル──チユリだった。ハルユキを見つけるや、

「急ぐ気持ちは解わかるけど、ハル、コマンド早口すぎ！　もしつっかえでもしたら、逆にみんなを何分も待たせるんだからね！」

　と堂に入ったお説教を炸さく裂れつさせる。

　ハルユキは、現実世界の綸リンに向けて最後にもう一度励ましの言葉を念じてから、威勢よく反論した。

「へへん、オレ、ＢＢコマンドと技名発声だけは嚙かんだことないもんね！」

「ほんとかなぁ……」

　胡う散さん臭くさそうな眼で見られると、一回くらいはあったかもしれないような気がしてきて、強引な話題変更を試みる。

「そ……それより、《変へん遷せん》で夜が明けたぞ。なんだか、朝日見ると反射的に眠くなるよなー」

　ふわー、とあくびの真似まね事ごとなどしてみたが、チユリは目付きをいっそうジットリさせながら予想外の突っ込みを返してきた。

「あんたのいた世界じゃ、太陽は西から昇るわけ？」

「へっ……」

　慌あわてて顔を左右に振り動かすと、真っ赤な太陽は確かに新しん宿じゆく方面ではなく三み鷹たか方面の地平線近くに浮かんでいる。ハルユキが朝焼けだと思い込んだ空のオレンジ色は、実は夕焼けだったわけだ。しかし、ここで素直に勘かん違ちがいを認めては先輩バーストリンカーの沽こ券けんに関かかわる。

「あ、あれがほんとの太陽かどうか解らないだろ！　もしかしたら、八はち王おう子じあたりで燃えてるでっかい火の玉かもしれないし」

　苦しい反論を試みると、チユリはますます冷たい眼になりつつ、ハルユキの内角高めを鋭するどく抉えぐった。

「そんなもの燃えてたら、八王子エリアでダイブしたバーストリンカーが即死しちゃうでしょ。だいたいこれ《黄昏たそがれ》ステージじゃん。黄昏って夕暮れ時のことなんだから、あれが夕陽じゃなくて何なのよ」

「……ご、ごもっとも……」

　苦もなくやり込められたハルユキが、両手の人差し指をぐりぐりしてイジケ状態を表現していると、いつの間に出現したのか、背後から黒クロ雪ユキ姫ヒメの笑いを含んだ声が響ひびいた。

「ふふ、私もあれは太陽だと思うが、しかしハルユキ君の主張も単なる与よ太た話ばなしとは言い切れないぞ」

「へっ？　どういうことですか、先輩？」

　ハルユキが振り向くと、ちょうど他の仲間たちも立て続けに現れるところだった。九人全員が揃そろったのをちらりと確認してから、黒の王は剣状の両手で器用に腕組みして語った。

「無制限フィールドには、ものすごくたま[image: ～][image: ～]にだが神獣レジエンド級エネミー《太陽神インティ》というのが現れてな……。こいつが何と言うか、地上をごろごろ転がるでっかい火の玉としか表現できない代しろ物もので、火属性の攻こう撃げきは吸収するし、水属性攻撃も蒸発させるし、おまけに近づけば高熱ダメージで即死してしまう。恐らくインティを倒せたレギオンは、いまだかつて存在しないのではないかな……」

「で、できれば一生出くわしたくないです」

「あたし、それ見たーい！」

　ハルユキとチユリが正反対の意見を表明すると、水音を鳴らして歩み寄ってきたあきらが、何気ない口調で言った。

「昔、一度だけインティと戦ったことがあるの」

「ほ……本当か、カレン。私も遠くから見たことしかないぞ」

「グラフと二人でエネミー狩りをしてる時に見つけたの。私は逃げようとしたんだけど、あのバ……無鉄砲が、ナイスな作戦があるって言い出して……」

　あきらが口にした名前は、ネガ・ネビュラス《四元素》最後の一人、グラファイト・エッジのことだろう。帝てい城じよう攻略戦では北門攻撃部隊を率いて四し神じんゲンブと戦い、謡ウタイやあきらと同様に無限ＥＫに陥おちいってしまった。ハルユキが知っているのはそのくらいだが、どうやらかなり挑戦心に溢あふれた人物だったらしい。

　いつの間にか話の輪に加わっていた楓フウ子コと謡はフェイスマスクに少々微妙な表情を浮かべ、ニコはにやにやと笑い、パドさんは呆あきれ顔をしている。あきらは一同にちらりと眼を向けると、古いにしえの冒ぼう険けん譚たんを続けた。

「……グラフは、インティを大量の水があるとこまでプルして、そこに落っことして火を消す作戦を立てたの。私たちがいたのは青あお山やまだったから、二キロ離はなれた赤あか坂さか御ご用よう地ちまで死ぬ思いで引っ張っていって、どうにか池に落とすところまでは成功したの」

「……そ、それで、インティの火は消えたんですか……？」

　ハルユキの後ろからタクムが興きよう味み津しん々しんな口調で訊たずねると、あきらは小さく肩をすくめた。

「火は一いつ瞬しゆんだけ弱まったけど、差し渡し二百メートルもある池の水があっという間に沸ふつ騰とうして、剣で攻撃してたグラフが蒸し焼きになったから置いて逃げたの。蘇そ生せいしたら、あのバ……お調子者、次は《暴風雨》ステージに変へん遷せんするまで引っ張り回してからダメ押しで東京湾わんに落とすって言ってた」

　そこで我が慢まんできなくなったか、ニコが吹き出した。

「あっははは……さすがネガビュの《矛盾存在アノマリー》、あたしも色々ウワサ聞いたけど、マジモンの勇者様だったみたいだな」

「アレは勇者のあとにバカがつくのよ、赤の王」

　あきらが遠えん慮りよした形容詞をにこやかに口にした楓子は、車くるま椅い子すの背もたれに体を預け、茜あかね色いろの空を見上げた。少し間を置いてから、どこか気がかりそうな声で言う。

「変へん遷せんと言えば……そうそう都合良く地じ獄ごくステージが出現するとは思っていなかったけれど、黄昏たそがれステージはあまり幸先がいいとは言えないわね」

「えっ……」

　なんでですか師し匠しよう、とハルユキは訊たずねようとしたが、一いつ瞬しゆん早くタクムが流石さすがのハカセぶりを発はつ揮きした。

「そうか、《大天使メタトロン》は、暗黒系ステージで力が弱まる……ということは、下位とは言え神聖系の黄昏ステージでは、メタトロンのステータスにプラス補正がついてしまうんですね？」

「ほんの少し、ですけどね。でも、限界領域の戦せん闘とうではその《少し》が局面を左右しかねないのも事実……。──ロータス、判断はあなたに委ゆだねるわ」

「うむ……」

　作戦を指揮する立場の黒クロ雪ユキ姫ヒメは、楓フウ子コと同じように夕焼け空を見上げて言った。

「さっき一瞬だけ向こうに戻ったとき、時刻は午後十二時二十分十五秒だった。つまり、十二時半に設定してある強制切断セーフティが発動するまで、あと九分四十五秒……こちら側では五十八万五千秒、イコール百六十二・五時間、イコール六日と十八時間三十分残されているわけだ」

　……ああやって加速世界と現実世界の時間をぽんぽん暗算できるのもハイランカーの証明なのかなあ、と頭の片隅で考えてしまいつつも、ハルユキは黒雪姫の声に集中した。

「その間には、変遷が最低一回、運が良ければ二回訪れるだろう。対メタトロン戦は恐らく、いや間違いなく短期決戦になるはずだから、どこか安全な場所で次の変遷を待つことも可能と言えば可能だ。無論、次のステージがより上位の神聖系になってしまう可能性もゼロではないが、私の経験上、神聖系または暗黒系のステージが二回連続することはまずないと言っていい。安全策を採るならば、まずは三日間待機して……」

　そこまで聞いた途と端たん、ハルユキは我知らず一歩踏ふみ出し、叫んでいた。

「せ……先輩！　大だい丈じよう夫ぶです、ステージが何だろうと、メタトロンのレーザーはちゃんと僕が弾はじいてみせます！　だから、待機なんてしないで、すぐに……」

　懸けん命めいに口を動かすあいだ、ずっと脳裏に浮かんでいたのは、保健室のベッドに横たわる綸リンの姿だった。

　仮に内部で三日が過ぎても、外ではたった四分と少ししか経過しない。だが今のハルユキには、その時間を《たった》とは思えない。綸の苦しみを一分一秒でも早く消し去る。そう約束して、ハルユキは二連続の大作戦に臨んだのだ。

「……これから、すぐに、ミッドタウン・タワーに……！」

　わななく胸から切れ切れの言葉を押し出すハルユキの、きつく握り締しめた右みぎ拳こぶしを──。

　ひんやりとした水膜をまとう手が、そっと包んだ。ハルユキの発作的な焦しよう心しんを、絶え間なく流れる水が優しく冷却していく。

「あなたの気持ちはよく解わかるの、クロウ」

　声の主は、封印状態から解放されたばかりのアクア・カレントだった。正面に移動すると、水面に映る月光のように青白い両眼でじっとハルユキを見詰めてくる。

「ずっと昔……まだレギオンに入っていなかった頃ころ、私は、大切な人を助けられなかったことがあるの。とても強い力と、すごく大きな夢を持ってた人だけど……それを妬ねたみ畏おそれた者たちの悪意が、彼女を吞のみ込んでしまった。だから、アッシュ・ローラーを一秒でも早く助けたいっていう、あなたの気持ちは本当によく解る。でも、それならなおさら、焦あせっちゃだめなの。あなたの力を疑ってるわけじゃない。でも、あなた一人じゃメタトロンには勝てない。みんなの力を最大限に発はつ揮きするために、集められる限りの情報を集めて、何度も何度も話し合って、できる準備は全部する。それが、今必要なことなの」

　あきらにしてはとても長い、そしてとても強い感情のこもった言葉だった。

　ハルユキはゆっくりと肩の力を抜き、深く俯うつむきながら、囁ささやくように言った。

「…………でも。三日も……三日も待つなんて……その間も、日クサ下カ部ベさんは…………」

「三日とは言わない。だが、一日……いや、ひと晩だけ、我々にくれないか」

　項うな垂だれるハルユキの左側から、逡しゆん巡じゆんを振り切ったような、力強い声が聞こえた。ハルユキは視線を上げ、剣の主たる黒クロ雪ユキ姫ヒメの顔を見た。漆しつ黒こくのゴーグルの奥では、バイオレット・ブルーの両眼が凜りん然ぜんと輝かがやいている。

「《変へん遷せん》には頼たよらない。どうせ地じ獄ごくステージ以外ではメタトロンにこちらの攻こう撃げきは当たらないんだ、わずかなステータス補正を気にしても仕方あるまい。だが、ミッドタウン・タワー周辺の偵察と、作戦の細部の再検討はどうしても必要だし、それに……今は誰だれも自覚していないだろうが、先のセイリュウ戦の消しよう耗もうが残っているはずだ。ひと晩休息し、心気を回復させて、万全の状態でメタトロン戦に挑いどもう。キミの友達を……アッシュ・ローラーを、絶対に助けるために」

「…………はい！」

　いっぱいに息を吸い込んでから、ハルユキは思いきり頷うなずいた。

　迅じん速そくな行動と、無む謀ぼうな突撃はまったく違うもの。これまで何度となく、勢いのままあちこちに突っ込んでは皆を心配させてきたが、レベル７を……ハイランカーを目指すなら、そろそろ《知る》ことと《考える》ことの大切さを学ばねばならない。約束の対戦で、タクムを失望させないためにも。

　……日下部さん、あと十二時間……現実世界で四十三秒だけ頑張って。そしたら、全部終わらせるから。

　三度目の思念を綸リンに送り、ハルユキは頭を作戦の実務面に切り替えた。まずはひと晩の休息──と言っても、エネミーがそぞろ歩く無制限フィールドの、しかも建物がギリシャの遺跡っぽく全ぜん半はん壊かいしている黄昏たそがれステージでは、安心して休める場所は限られている。

「えっと、それで、まずはどこに……」

　ハルユキは黒クロ雪ユキ姫ヒメやあきらたちベテラン陣じんを見回しながら言ったが、皆も同じ問題に直面していたのだろう。すぐには答えが返ってこない。

「あのー、校舎の中で休むのはダメなの？　そりゃ、壁とか床とか壊こわれてるけど……」

　チユリの発言に、ニコが答えた。

「まあここでも休めなかねーけど、エネミーだの、他のバーストリンカーに襲おそわれないように歩ほ哨しよう立てないとなんだよな。これが結構面めん倒どうでさぁ……話し相手もいねーし……」

「んっふふ、だいじょーぶだよニコちゃん！　寂さびしくないように、あたしが見張りに付き合ってあげるから！」

「だっ、誰だれも寂しいなんて言ってねーだろ！　あとそのニコちゃんてのやめろ！」

　二人のやり取りを笑顔で見守っていた謡ウタイが、ふと何かを思いついたように振り向き、楓フウ子コに訊たずねた。

「休む場所といえば、フーねえ。あそこはだめなのですか？」

「そうね、私も考えなくはないけれど、ちょっと遠いのよね……帝てい城じよう東門からなら、すこし南に移動するだけでよかったんだけど」

　……あそこ？　遠い？　東門から南？

　それらの情報を脳内計算機に入力し、ちーんと出力されてきた答えを、ハルユキは大声で叫んだ。

「あ、そっか！　レイカー師し匠しようのお家うちがあるじゃないですか！　あそこならエネミーもバーストリンカーも来ないから、安心して寝られ…………」

　そこで、かつてその家でどのような目に遭あったかを思い出し、ぱくっと口を閉じる。

　スカイ・レイカーが所有するプレイヤーホーム、すなわち旧東京タワーの天てつ辺ぺんに建つ家を、ハルユキが訪れたのは二ヶ月半前のことだ。心意システムの教えを請こうハルユキに、レイカーは優しく微笑ほほえみかけながら右手を伸ばし、容よう赦しやなく突き落としたのだ──三百三十三メートルの高みから、遥はるか下の地面へと。

　まさか今回もあんな展開に、いやいやそれはない、だって僕もう心意技マスターしてるし、羽根も戻ってきたし。

　と言い聞かせつつも不ふ吉きつな予感に囚とらわれるハルユキをよそに、女性陣の話し合いは進む。

「なるほどな、《楓ふう風ふう庵あん》があったか。確かにここからは少し離はなれているが、幸いタクシーが配車されていることだし……」

「あのなぁ、次からは運賃取るぞ！　だいたいそのフーフーアンてのはどこに……芝しば公こう園えんン!?オシラトリの領土の奥で、すぐ右はオーロラの領土っつう魔ま境きようじゃねえかよ！　なんでそんなとこに……」

「ふふ、二十三区でいちばん高いところにあるプレイヤーホームなのよ、赤の王。現状、自力で辿たどり着けるのはわたしと鴉からすさん、それと……運がいい日のアッシュくらいのものね」

　アッシュ・ローラーの名前を口にした時ちらりと辛つらそうな顔を見せたものの、楓フウ子コはすぐに微笑を取り戻して続けた。

「さっきのコースをもう一度走って、千ち代よ田だエリアの霞かすみヶ関せきからまっすぐ南下すれば、オシラトリ・ユニヴァースの領土はほとんど通らないで済むけれど……セイリュウ戦でいっぱい心意技を使ったから、今いま頃ごろあのへんに巨獣ビースト級エネミーが集まってるかもしれないわね。ちょっと遠回りだけど、山やま手て通りを品しな川がわまで行って北上するほうがよさそう」

「でも、それもグレウォの領土ど真ん中突っ切るコースだろ？　あいつらエネミー狩り大好き集団だから、でっけえパーティーと出くわしちまうかもだぜ。日曜の昼だしさぁ」

「ン……まあ、それは何とかなるだろう」

「……まさか、全員ブッたぎって通るつもりじゃねーよな。次の七王会議で《鉄てつ拳けん》パウンドにゴリゴリ文句言われんの、ヤだよあたしゃ。めんどくせーんだよあいつ」

「あら、拳ケンちゃんはあれでけっこう可愛かわいい所もあるのよ。あの子のロケットパンチをわたしが空中で捕獲して、みんなでくすぐったりつねったり色々してあげた時の反応はもう大爆笑ものだったわ」

「…………マジ、あちこちで色々やってんだなぁ、《鉄腕》の」

　赤いフェイスマスクを少し蒼あおざめさせたニコが言うと、後ろの定位置でパドさんがこくこく頷うなずいた。

　逸それかけた話題を黒クロ雪ユキ姫ヒメが咳せき払ばらいで引き戻し、一同に問いかけるように言った。

「と……ともかく、渋しぶ谷やから品しな川がわコースは比較的危険が少ないと思う。オシラトリの実質的な本拠地は港みなと区白しろ金かねにある小中高大一貫の女子校と推測されるが、二キロ以上離はなれて移動すれば問題あるまい。誰だれか、意見はあるかな？」

　ハルユキの隣となりで、チユリがぴくっと右手を震ふるわせたが、そのまま沈ちん黙もくを保った。幼おさな馴な染じみの内心を、今ばかりはハルユキにも推測できた。チユリは恐らく、黒雪姫に訊きこうとしたのだろう。遠く離れた港区を領土とする白のレギオンのリアル情報を、なんでそんなに詳しく知っているのか、と。

　バーストリンカーの大部分が小、中、高校生である以上、レギオンの重要拠点がマスターや幹部の通う学校になることはよくある。ネガ・ネビュラスがまさにそうだし、世せ田た谷がやエリアで遭そう遇ぐうした小レギオン《プチ・パケ》も同様だった。

　それゆえ、レギオン拠点の学校名が流る布ふすれば、バーストリンカー個人のリアル割れほどではないにせよ、ある程度のリスクが発生する。黒雪姫が副生徒会長の権限を利用して情報漏もれへの防衛策をあれこれ講じているのと似たようなことを、オシラトリ・ユニヴァースも行っているはずだ。外部から本拠地を特定するのは困難を極きわめる。

　そう、外から得た情報ではないのだ。黒の王ブラック・ロータスは、白の王ホワイト・コスモスの《子》にして実の妹。黒クロ雪ユキ姫ヒメが白のレギオンの拠点を把は握あくしている理由は、かつて同じ屋根の下で暮らしていた身内だからだ。

　ハルユキはそのことを、三日前の放課後、梅うめ郷さと中の生徒会室で黒雪姫当人から告げられた。この場で他に知っていそうなのは《四元素》の三人くらいだが、きっとチユリは持ち前の勘かんでそれとなく察しているのだろう。黒雪姫と、白の王の間に何らかの関係があることを。

　そう遠くない未来、黒雪姫はチユリやタクムにも話してくれるとハルユキは信じている。《親》である白の王と袂たもとを分かつに至った、一連の出来事の全すべてを。

　ハルユキのそんな思考を知ってか知らずか、黒雪姫はゆっくり頷うなずくと合議を締しめくくった。

「……では、とくに反対意見も出ないようなので、念のため全員必殺技ゲージを満タンにしてから、まずは南回りコースで旧東京タワーを目指すとしよう。赤の王が、ど[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]うしても運転したくないと言うなら、徒歩で二十キロばかり移動しなくてはならんが……」

「あーもう、わーった、わぁーったよ！」

　右手をぷらぷら振り動かしながら叫んだニコは、逆ぎやく襲しゆうするかのようにニンマリ笑って付け加えた。

「でも、もうセコセコ裏道走るのだりーから幹線ぶっとばすぞ。でかエネミーに出くわしても強引に突破すっかんな、落っこちたら自力で屋根まで上ってこいよ！」




　──と、口では言ったものの、前回と比べればニコのドライビングは相当に穏おだやかだった。再ダイブで新車同然にリフレッシュされた装甲トレーラーは、時速四十キロ程度で青梅おうめ街道を流し、中なか野の坂さか上うえで右折。都心を八重に囲む環状線の六番目、山やま手て通りに乗り入れると少しだけスピードを上げる。

　すぐ左手にそびえる新しん宿じゆく都庁が示すとおり、このあたりは青のレギオンレオニーズの領土のど真ん中だが、幸いエネミー狩りパーティーの気配はなかった。もっとも、仮に連続一ヶ月の長期キャンプを張ったとしても、現実世界では約四十五分の出来事でしかない。無制限中立フィールドで偶然他のバーストリンカーに出くわすというのは、相当に確率の低い出来事なのだ。

　狩りが行われていなければ、次はエネミーと遭そう遇ぐうする可能性が高まる道理だが、新宿副都心を通過しても山手通りは静けさに包まれていた。今回のミッションには不向きな黄昏たそがれステージではあるが、建物が遺跡化しているがゆえの見通しの良さはありがたい。

　黒雪姫やあきら、謡ウタイ、パドさん、チユリたちはトレーラーの中央でお喋しやべりに花を咲かせているが、見張りを買って出たハルユキは一人、トレーラーの最前部に座って眼を凝こらしていた。新宿副都心を通り抜けると、行く手の左側に広大な草原が見えてくる。真ん中にぽつんと建つあまり崩ほう壊かいしていない神殿は、きっと現実世界の明めい治じ神じん宮ぐうだろう。ということは、あの向こうはもう渋しぶ谷やエリアだ。

「鴉からすさんは、あまり渋しぶ谷やには行かないようですけど、何か理由があるのかしら？」

　不意に背後からそう問われて、ハルユキはびくっと振り向いた。すると、いつの間に後ろを取ったのか、車くるま椅い子すに腰掛ける楓フウ子コの穏おだやかな微笑ほほえみが眼に飛び込んだ。

「あの、いえ、とくに理由がある……わけじゃないんですけど……」

　首を縮め、小声でもごもご答える。

「渋谷とか原はら宿じゆくって、なんていうか、服とか買いに行ったり、その、で……デートで行ったりするようなイメージがあって……僕は、あえて行く必要は、な……ないかなーって……」

　すると楓子は、一度瞬まばたきしてからにっこり笑顔を作った。

「ごめんなさい、言葉足らずだったわ。対戦しに行かない理由を訊きいたつもりだったの」

「へっ……」

　すぐ下のコクピットからプククッと笑いを堪こらえる気配がしたが、それに反応する余裕もなくハルユキは両手をわたわた振り動かした。

「そっ、そうですよね！　さっきの忘れてください！　えー、渋谷エリアで対戦しない理由は……た、単純に、リアルであんまり行かないから地形もよく知らないし、それに緑のレギオングレウオを変に刺激して、領土戦で本気攻めしてきても困るしなーって……」

「二つ目の理由のほうは、心配しなくてもいいと思うわ。グレウォの《六層装甲シツクスアーマー》は、通常対戦の敵かたきを領土戦で討うつような人たちじゃないわよ、たぶん。……でも、一つ目の理由は、経験で解消するしかありませんね」

「け、経験……と仰おつしやいますと……」

「このミッションが終わったら、わたしが渋谷を案内してあげましょう。鴉さんが好きそうなお店も案外たくさんありますよ？」

「お、お店……って、加速世界のショップ……ではなく……」

「現実世界のゲーム屋さんとか、古本屋さんとか。もちろん、《服とか買いにいく》ほうでもわたしはぜんぜん構いませんけど」

「そっ……」

　それじゃまるでデー……とハルユキが考えてしまった瞬しゆん間かん、再び下方向から、スピーカー経由ではない声が聞こえた。

「おいコラ、ひとの頭の上でデートの約束なんかしてんじゃねー！」

「でっ……」

　デートじゃないよ修行だよ、と叫ぼうとしてから、ふと考える。楓子と二人きりが嫌いやというわけではもちろんないが、渋谷に遠征するなら、大勢で行ったほうがきっと楽しい。

　いちど深呼吸してから振り向き、ハルユキはどうにか落ち着きを取り戻した声で言った。

「わかりました師し匠しよう、それじゃ次の休みに、みんなで渋谷に行きましょう。ニコも、パドさんも、先輩やタクたちも……もちろん、綸リンさんも一いつ緒しよに」

　すると楓フウ子コは茜あかね色いろのアイレンズを優しく細め、ゆっくりと二度頷うなずいた。

「ええ、そうしましょう。緑の人たち、びっくりするでしょうね」

「おっ、おい、あたしは別に連れてけなんて言ってねーぞ！」

　今度はニコが慌あわてたように叫び、「行かねーとも言ってねーけど」と付け加えたので、ハルユキと楓子は声を合わせて笑った。




　渋しぶ谷やエリアを抜けて目め黒ぐろエリアに入っても、道行きは至って平へい穏おんなものだった。

　左右に神殿遺跡が立ち並ぶ夕暮れの幹線道を、トレーラーは軽やかなエンジン音を響ひびかせて進んでいく。恵え比び寿す、目黒、五ご反たん田だといった都心の南側は、現実世界でも加速世界でも訪れる機会のまったくない場所なので、だんだん今どこを走っているのか解わからなくなってくる。右側に見えていた巨大な夕陽がいつの間にか真後ろに移動していて、それでようやく進路が南から東に変わっていることに気付く。

　渋谷、目黒、品しな川がわの三エリアを支配する《グレート・ウォール》は、領土の面積でもメンバーの数でも間違いなく加速世界最大の組織だ。しかしその活動方針は、相互不可侵条約を結ぶ六大レギオンの中では最も穏おん健けんで、中立エリアへの集団遠征さえもほとんど行わない。毎週末の領土戦では、ネガ・ネビュラスの領土に攻こう撃げきチームを送ってくるものの、メンバーはレベル２や３から高くても５までで、領土を落とそうというよりも若手に経験を積ませようとしている気配がある。

　そんな緑のレギオンが最も力を注いでいるのが、無制限フィールドでの大型エネミー狩りだ。ことに緑の王グリーン・グランデは、単独ソロでも野獣ワイルド級くらいなら安定して狩り続けられる実力があり、頻ひん繁ぱんに長期キャンプ狩りを行っては大量のバーストポイントを稼かせぎ出している。

　グランデの異質な点は、せっかく集めたポイントをカードアイテムに変え、最弱の小獣レツサー級に喰くわせていることだ。しかも喰わせる場所は渋谷や目黒に限らないので、他レギオンの狩りパーティーが、謂いわば《ボーナスエネミー》を狩って大量のポイントをゲットすることも有り得る。むしろその場合のほうが多いだろう。

　つまり緑の王は、エネミーから得たポイントを無制限に再分配し、加速世界の……対戦格かく闘とうゲーム《ブレイン・バースト２０３９》の維持拡大を図っているわけだ。己の行動の理由を、以前ハルユキと六ろつ本ぽん木ぎヒルズ・タワーの屋上で邂かい逅こうしたグランデは、耳慣れない単語を用いて説明した。

　試行トライアルナンバー１こと《アクセル・アサルト２０３８》。

　試行トライアルナンバー３こと《コスモス・コラプト２０４０》。

　それらは、ともに全プレイヤーの退場によって廃はい棄きされてしまった。だが、試行トライアルナンバー２である《ブレイン・バースト２０３９》は、他の二つにはなかった何らかの因子を備えている。それを明らかにするまでは、世界を閉じさせるわけには行かない──。

　ハルユキにはまったく理解不能であると同時に、そら恐ろしくもある言葉だった。とくに、試行、というひと言。それが《試行錯誤トライ・アンド・エラーの一環》という意味ならば……ハルユキを救い、導き、多くのものを与えてくれたこの世界は、何者かの気まぐれで消しよう滅めつしてしまう儚はかない虚構でしかない、ということになりはしないか。

　だからハルユキは、いままで緑の王の言葉を深く考えようとしてこなかった。

　加速世界の消滅を盲もう目もく的てきに怖おそれているのではない。誰だれよりも敬愛する剣の主である黒クロ雪ユキ姫ヒメがレベル10到達という夢を叶かなえ、その結果としてゲームがクリアされるのならば、黒雪姫の隣となりで共に世界の終わりを見届けたいと思う。それなら、仮に加速世界が消えても、同じくらい大きくて大切なものを手に入れられるという気がする。

　しかし、見知らぬ誰かが失敗だと判断して、パチンとスイッチが切断されて全すべて消える──全バーストリンカーの記き憶おくを道連れに、何もかもが道半ばのままゼロになる。そんなのは絶対に嫌いやだし、同時にハルユキひとりの力ではどうにもならないレベルの話であることが、震ふるえるほど恐ろしい。

　ハルユキは、実際に身震いしそうになったアバターを両腕で押さえ込み、思考を切り替えた。

　今は、手が届くはずもない世界の外側ではなく、すぐ近くで苦しんでいる大切な友達のことを考えるべき時だ。日クサ下カ部ベ綸リンとアッシュ・ローラーは、ハルユキを何度も助けてくれた。だから今度は、ハルユキが二人を助けるのだ。

　顔を上げると、行く手にローマ時代の水道のような二重アーチ橋が見えた。現実世界だと何だろう、と眼を凝こらしていると、ハルユキが物思いに沈んでいた間もずっと後ろにいた楓フウ子コが解説してくれた。

「あれはきっと山手やまのて線と新幹線の高架橋ね。くぐって第一京けい浜ひん道どうを左折すればすぐに品しな川がわ駅、そこから四、五キロ北に走れば旧東京タワーよ」

　トレーラーは楓子の言ったとおりのコースを辿たどり、数分で彼方かなたの空を垂直に貫つらぬく白はく亜あの塔が見えてきた。永遠の夕陽に照り映える塔は、左側を朱色、右側を紫色に染め上げられている。後ろでお喋しやべりしていた仲間たちもトレーラー前部に移動してくると、代表してチユリが感嘆の声を上げた。

「わぁ、綺き麗れい……！　あたし、黄昏たそがれステージの旧東京タワー見るの初めて！」

「そんなこと言ったら、オレも初めてだし」

　思わず張り合ってしまうハルユキに、タクムも付き合う。

「もちろんぼくも初めてだよ。本物はもう建てられて九十年も建つけど、その年月を思わせる荘そう厳ごんな姿だね」

　──おお、さすがタクはいいこと言うなあ。

　とハルユキが感心すると同時に、スピーカーからニコの声が響ひびいた。

『さすがメガネはハカセっぽいこと言うなあ！』




　赤い装甲トレーラーが、港みなと区エリア──東京二十三エリアのうち、北きた区と港区だけは《区》を取らない慣例になっている──の東部にある芝しば公こう園えんに乗り入れると同時に、二度目のダイブからちょうど三十分が経過した。

　ここからほんの三キロ北に、四し神じんセイリュウと激戦を繰くり広げた帝てい城じよう東門がある。そう考えると、ポータルから離り脱だつする時に位置をセーブできればなあと思わなくもないが、原則的には対戦格闘ゲームカクゲーのブレイン・バーストにそこまでの便利機能は求められない。

　乗客が屋根から降り、最後にニコが強化外装をアイテム欄ストレージに戻して着地すると、九人は横一列に並んで、直径二十メートルはあろう巨大な塔を見上げた。

　現実世界の旧東京タワーは鉄骨を組み合わせた先細りの電波塔だが、加速世界では底と天てつ辺ぺんの面積が等しい円柱の姿をしている。当然、壁面はどこも完全な垂直で、梯子はしごもエレベータもついていない。

　二ヶ月半前、ハルユキが心意の修行のために素手で登ろうとした時は、全すべての建物が岩山になる荒野ステージだったので目の前の壁は適度にゴツゴツしていた。しかし今はそれが滑なめらかな大だい理り石せき製で、手足をかけられるような窪くぼみはほとんどない。黄昏たそがれステージの建物は脆もろいので壁に穴を開けることはできるだろうが──

「……師し匠しよう、念のため訊きいておきますけど……この塔、いっぱい穴とか開けたらどうなりますか……？」

　ハルユキの質問に、楓フウ子コはにっこり笑って答えた。

「もちろん倒れるわね。次の変へん遷せんで復活はしますけど、鴉からすさんがわたしのお家うちを壊こわしたことは一生忘れないと思うわ」

「こっ、壊しませんぜったい」

　ビクッと体を竦すくめるハルユキを見て、黒クロ雪ユキ姫ヒメが苦笑混じりに口を挟はさむ。

「おいフーコ、あんまり私の《子》を脅おどかさないでくれよ。無制限フィールドでは大型地形はそう簡単に壊れないはずだぞ」

「うふふ、そうだったかもね。でももし塔が倒れたら、家が空に浮いたままになるのか、地面まで落っこちてくるのか、少し興味あるわね」

「ふむ。普通に考えれば座標固定されているだろうから、浮いたままに……なるのかな……」

「おっ、実験すんならあたしが主砲で塔吹っ飛ばしてやるぜ！」

　物ぶつ騒そうな提案をするや否いなや、本当に強化外装を再さい召しよう喚かんしようとするニコを、パドさんがひょいっと抱き上げて無言でかぶりを振る。

「こっ、こらパド、子供扱いすんな！　別に本気でやろーなんて思ってねーよ！」

「……絶対、本気の声だったの」

「……なのです」

　あきらと謡ウタイが真顔でコメントし、チユリとタクムが笑い声を上げた。一いつ緒しよにしばし笑ってから、ハルユキは話題を引き戻した。

「えーと、それじゃ、念のため壁に穴あけて登ってくのはやめといたほうが良さそうですね……。となると、僕と師し匠しようでみんなを運ぶしかなさそうですけど、いっぺんには……無理かなあ……」

　タワーの高さはゲイルスラスターの上昇限界に近いので、楓フウ子コが抱いて飛べるのは一人までだろう。残り六人を、ハルユキが一度に引き上げるのはどう考えても無理だ。

「二回に分けて運んでくれればいいさ、済まんがよろしく……」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメがそう言いかけた時、左腕にニコを抱いたままのパドさんが、右手で大だい理り石せきの壁面に触ふれながら発言した。

「……たぶん、登れる」

「えっ……レパード、あなた壁面走行能力なんて持ってたかしら？」

「移動中に、レベルアップ・ボーナス取ったから」

　さらりと言ってのけた豹ひよう頭とうアバターを、一同しばし凝ぎよう視ししてから、一人を除いて「え[image: ～][image: ～]っ！」と声を揃そろえて叫ぶ。

「でっ、でもパドさん、レベル２や３のボーナスじゃないんですよ！　７と、８のぶんですよ！ってことは事実上最後のボーナスで、そんなの選ぶ時は一週間とか二週間とか一ヶ月とか半年とかじっくり悩んで……」

　まくし立てるハルユキに、パドさんは軽く肩をすくめてとんでもないことを言った。

「ＮＰ問題ない。ボーナス選択に失敗しても、リカバリーの方法がないわけじゃない」

　黄昏たそがれの草原に微風がさあっと吹き渡り、それが収まると、

「「「え[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」」」

　再び、一人を除いて盛大な驚おどろき声を上げた。

「そ、それは本当かレパード！　私もそんな話は聞いたことがないぞ！」

　黒雪姫がずずいと詰め寄り、

「マジかよパド！　そんなん知ってるならまずあたしに教えろよ！」

　抱っこされたままのニコが喚わめく。しかしパドさんは皆の追及を柳に風と受け流し、

「私も気付いたばかり。詳しくは……」

　と言うと、視線を先ほど叫ばなかった一人──アクア・カレントに向けた。

　バトンを渡されたあきらは、しばらくサラサラと水流装甲を循じゆん環かんさせるだけだったが、やがて小さく呟つぶやいた。

「あんまり、言いたくないの」

「なんだと、お前も知っていたのかカレン……──ム……いや……そうか、そういうことなのか……」

　言葉の途中で何かを得心したらしい黒クロ雪ユキ姫ヒメは、腕組みをするとそのまま黙だまり込んでしまった。次いで楓フウ子コと謡ウタイ、ニコが「あ……」と呟つぶやく。

　更さらに、何たることかタクムとチユリまでもが「まさか……」「もしかして……」などと口走るので、ついにハルユキひとりが解わかってないゾーンに取り残されてしまった。切なすぎる状況から脱しようと、必死に考える。

　レベルアップ・ボーナスを再選択する方法を、アクア・カレントは昔から知っていて、ブラッド・レパードは最近気付いた。レベルアップに関係する二人の共通点は…………

「あっ……そ、そうか……!!」

　ようやくその、辿たどり着いてしまえば単純な答えが脳裏に閃ひらめき、ハルユキも叫んだ。カレントとレパードの共通点は、レベルアップではなくレベルダウンだ。すなわち、四し神じんセイリュウの特殊攻こう撃げき《レベルドレイン》──。

　誰だれもが発言を躊躇ためらう中、あきらは水流の輪を揺らしてそっと頷うなずいた。

「そう。セイリュウの特殊攻撃でレベルが下がると、該当レベルで取ったボーナスも消える。逆に言えば、もう一度そのレベルに到達した時、ボーナスを再選択できるの」

「で……でも、カレンさん」

　ハルユキは一歩踏ふみ出し、湧わき上がる数々の疑問のひとつを口にした。

「カレンさんは、レベル１の時も、たくさんアビリティを持ってましたよね」

　昨日の領土戦で披ひ露ろうした、ステージ内の水を全すべて自分専用のマイクに変える《流体音感ハイドロ・オーデイトリー》の他にも、壁面を滑すべり降りる技や、仲間を水流装甲に包み込む技といったアビリティ群をアクア・カレントは持っていた。レベル１では有り得ない多彩さだ。

　あきらは軽く頷き、問いに答えた。

「あれらのアビリティは、レベルアップ・ボーナスで取得したわけじゃないの。あなたの《飛行アビエーシヨン》や《光学誘導オプテイカル・コンダクシヨン》と同じように、戦せん闘とう中ちゆうに閃いたもの。だから、レベルダウンしても消えなかった」

「はあー…………」

　感嘆のあまり、ハルユキは大きなため息を漏もらした。

　全損寸前の新米ニユービーリンカーを守る《用心棒バウンサー》として長く活かつ躍やくし、加速世界最強のレベル１を意味する《唯一の一ザ・ワン》の二つ名を与えられたアクア・カレント。ハルユキもかつて窮きゆう地ちを救ってもらった彼女の強さは、レベルダウンという恐るべき逆境に耐えたからこそ磨みがかれたものだったのだ。

　全身を夕陽の色に染めた流水のアバターは、八人をぐるりと見回してから、普ふ段だんより少しだけきっぱりとした口調で言った。

「私が、《レベルドレイン》の副次的効果について今まで説明しなかったのは、レベルアップ・ボーナスを再選択するために敢あえてセイリュウと戦うようなことをしてほしくなかったからなの。さっきの作戦でみんな気付いたと思うけれど、セイリュウは戦せん闘とうが一定時間経過しないと……ううん、私の印象では、本気で怒らないとレベルドレインを使わない。安易に戦えば、その段階に至る前に死んでしまう可能性がかなり高い。少しだけ橋に踏ふみ込んで、レベルだけ下げてもらって、すぐに脱出するなんてことは絶対に無理なの」

「…………ああ、その通りだろうな。だが大だい丈じよう夫ぶだよカレン、この中に、自分の選択を悔くいている者などいないさ。レパードも、まさか本気で意図的にレベルダウンするなどと言ったわけではあるまい」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメの言葉に、パドさんは当然と言わんがばかりに頷うなずいた。

「Ｙイエス。私がボーナス再選択の可能性に触ふれたのは、カレントにいまの話をして欲しかったから。私の短気もだけど、カレンもその何でも抱え込むところ、直していくべき」

「…………」

《子》であるパドさんにずばりと指摘されたあきらは、フェイスマスクを覆おおう水流に仄ほのかな苦笑の色を滲にじませて答えた。

「努力してみる。まだ色々抱えてるけど、少しずつ教えるの」

「Ｋ」

　頷き、パドさんは塔の壁面から一歩離はなれると、左腕に抱えるニコをいきなり真上に高々と放り投げた。

「おわあああ!?」

　恐らくこの場で最軽量アバターである赤の王が、悲鳴を上げながら宙を舞うあいだに、

「《シェイプ・チェンジ》」

　人型から豹ひよう型がたに変身すると、背中でニコをキャッチする。

「あ……あのなあパド、せっかち直すっつったばっかりだろ！」

　わめくレギオンマスターに「努力目標」と答え、パドさんは猛もう獣じゆうのそれに変わった右前足を塔の壁に掛けた。肉球部分を二、三度押し当て、納得したように頷くや、そのままするすると垂直の壁面を三メートルほども登っていく。背中のニコが、慌あわてて首に抱きつく。

「Ｋ。たぶん頂上まで登れる」

「た、たぶん!?」

「……恐らく登れる」

「お、恐らく!?」

　息のあった掛け合いを披ひ露ろうする赤のレギオンの二人に、楓フウ子コは微笑ほほえみながら手を振った。

「了解。それじゃ、頂上で会いましょう」

「Ｋ」

　頷くや、パドさんは滑なめらかな大だい理り石せきの壁をたったか走り始めた。《壁面走行》は、見た目は地味だが相当にレアかつ強力なアビリティだ。ブラッド・レパードの俊敏さが加われば、ほとんどのステージの障害物は無いも同然となるだろう。

　うっひょ～う！　というニコの悲鳴のような歓声のような声が遠ざかり、聞こえなくなると、楓フウ子コは嬉うれしそうにもう一度微笑ほほえんで言った。

「……これでプロミネンスはかなり力を増したわね。いつかレギオン同士で戦う時が、とても楽しみだわ」

「ああ、そうだな。そのためにも、我々も強くならないとな……」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメはそう応じると、パドさんを見送っていた視線を戻した。

「さて、我々も行こう。レイカーは誰だれを運ぶんだ？」

「あら、わたしにそれを訊きくの？」

　言うまでもない、とばかりに小さく両手を広げた楓子の姿が、いきなり車くるま椅い子すの上から搔かき消えた。テレポートじみた勢いで移動した先は、謡ウタイのすぐ後ろ。ぎくりとした表情で飛び退のこうとする小柄な巫女みこを、両手でひょいっと抱き上げる。

「あうう……ゆ、油断したのです」

　観念したように両手足をだらりと垂らす謡をがっちりとホールドし、楓子は愛情に満ちた声で明言した。

「大だい丈じよう夫ぶよメイデン、今日は落っことしたりしないから」

「あ、あたりまえなのです！」

　赤のレギオンの二人同様、年季の入ったコンビ振りを披ひ露ろうする《ＩＣＢＭ》と《緋色弾頭テスタロツサ》にやれやれと首を振ってから、黒雪姫はハルユキに向き直った。

「となればクロウ、キミにはパイルとベル、カレン、そして私を運んで貰もらうことになるが……どうだ、一回でいけそうかな？」

「はい、大丈夫です！」

　勢い込んで頷うなずくハルユキにチユリがほんのり懐かい疑ぎ的てきな顔を見せるが、今回ばかりは根拠なき安やす請うけ合あいというわけではない。半年前の五代目クロム・ディザスター討とう伐ばつミッションの時、ハルユキは右腕にブラック・ロータス、左腕にスカーレット・レインを抱え、両足にシアン・パイルをぶら下げて杉すぎ並なみから池いけ袋ぶくろまでの五キロメートルをノンストップで飛行している。

　今回はアクア・カレントが増えているし、小柄なレインと比べればライム・ベルはやや重いだろうが、スピードさえ出さなければ、三百数十メートル程度なら四人を一度に運び上げられるはずだ。

「それじゃロータス、わたしたちはお先に」

　謡を抱いたまま車椅子を収納、ゲイルスラスターを召しよう喚かんした楓子が、ひらりと右手を振ってから空を見上げた。膝ひざを曲げ、軽やかにジャンプすると同時にブースター点火。噴射炎を青く輝かがやかせながら、たちまち夕焼けの中へと遠ざかっていく。

「では、我々も行くか」

　そう言いながら、黒クロ雪ユキ姫ヒメがハルユキの右腕に体を近づけた。タンデム飛行はもちろん初めてではないが、景けい慕ぼする剣の主と接触すると、アバター同士であっても相変わらずどぎまぎしてしまう。しかしどうにかスムーズな動作で細い腰を抱き上げることに成功し、内心ほっとしながら左手をチユリに向けて伸ばす。

「ほら、チユも早く」

「……なんか、手つきがミョーに慣れてる」

「なっ、慣れてねーよ！　べべ別におまえが足にぶら下がるんでもいいんだからな！」

「はいはい、そんじゃよろしくー」

　どすん、とぶつかるように体を預けてくるチユリを、こちらは特に緊きん張ちようもせず左腕に抱えたところで、ハルユキはハタと考え込んだ。タクムは前回と同じく足に摑つかまってもらうとして、アクア・カレントをどう保持したものか。

「大だい丈じよう夫ぶなの」

　瞬しゆん時じの思考を読んだようにあきらが言い、正面から近づくと両腕をハルユキの首に回した。慌あわてふためく暇ひまもなく、カレントの全身を覆おおう水膜がクロウの金属装甲にぴたりと吸着する。きっと壁面降下アビリティの応用だろう。これなら確かに、ハルユキが支えていなくても落ちることはなさそうだ。

　上半身で三人を確保したハルユキは、背中の翼つばさを広げると控えめに震ふるわせた。ゆっくり離り陸りくし、地上一・五メートルでホバリング。

「タク、いいぞ。毎回下で悪いな」

　すぐに後ろからシアン・パイルががっちり合体──するはずが、返事がないのでハルユキはもう一度呼びかけた。

「タク？」

「あ……、ああ、ごめんハル。よろしく頼たのむよ」

　今度は反応があり、[image: 逞]たくましい両腕がシルバー・クロウの両脚をしっかりと抱え込む。少しずつ推力を上げ、シアン・パイルの足が地面から離はなれたところで、視線を真上に移す。

　ミサイルと化してすっ飛んでいった楓フウ子コと謡ウタイはすでに見えないが、遥はるか高い壁面を移動する小さな影が視認できた。どうやらパドさんも、途中でアビリティの効果が切れたりせずに頂上まで辿たどり着けそうだ。

「じゃ、行きます！」

　四人に声を掛け、ハルユキは金きん属ぞく翼よくの振動数を上げた。ぐうんっ、とエレベータの発進時に似た重力感覚が訪れ、すぐに浮遊感へと変わる。塔の壁面から五メートルほどの距きよ離りをキープしながら、一定速度で上昇。視界左上で必殺技ゲージが減り始めるが、エコ飛行を心がければ充分足りそうだ。

　と考えた途と端たん、左腕のチユリが歓声を上げた。

「わあ、なんかあっちに神殿がいっぱいある！　ハル、ちょっと左に動いて！」

「あ、あのなあ……ゲージ足りなくなったらシトロン・コールしろよな」

　ぶつぶつ言いながらも、ハルユキは塔の南面から西面へと平行移動した。ついでに体を左に回転させると、視界に黄昏たそがれステージの東京都心が広がった。

　右手奥に、底無しの断だん崖がいに囲まれた広大な空間──セイリュウとの激げき闘とうを繰くり広げたばかりの《帝てい城じよう》が見える。だが、チユリが言ったのはその手前に立ち並ぶ高層神殿群のことだろう。（たぶん）コリント式の円柱に支えられた床が何層にも積み重なり、古代ギリシャ風の未来都市、といった趣おもむきを作り出している。

　壮そう麗れいな大パノラマに、文句を言ったことも忘れてハルユキが見入っていると、黒クロ雪ユキ姫ヒメが右腕の剣をすっと伸ばした。

「あの辺りは霞かすみヶ関せきと永なが田た町ちようだな。右から財務省、農水省、内閣府……奥の、低くて大きな神殿が国会議事堂だろう。小学校の社会科見学で行かなかったか？」

　問いかけにハルユキが答える前に、

「あ、行った行った！　ハルが中で迷子になって大変だったんだよ、先輩！」

　などとチユリが極ごく秘ひ情報を暴ばく露ろするので、慌あわててフォローを試みる。

「ま、迷子違う！　あれは探検してたんだよ！　アメリカの議事堂には地下に秘密の部屋があるっていうから、日本の議事堂にもあるかなーって……」

「それ、昔いっしょに観みた映画の話でしょ！　アメリカのにも日本のにも、秘密の部屋なんかありませーんー！」

「なんで断言できるんだよ！　秘密なんだから、国民には隠されてるんだよ！」

「うそ、あんたまだ信じてるワケ？　中二にもなって？」

「い、いいだろ別に！　ロマンに年齢制限なんかないんだよ！」

　ハルユキとチユリがせっかくの絶景を台無しにする勢いで言い合いを続けていると、不意に胸のカレントがくすっと笑い声を漏もらした。

「……いかにもクロウらしいエピソードなの。でも、せっかくのロマンを壊こわしたら申し訳ないけど、秘密の部屋の有無を確認する方法もなくはないと思うの」

「えっ……し、忍び込むんですか？」

　啞あ然ぜんとするハルユキの右側で、今度は黒雪姫が笑う。

「そうか、解わかったぞ。現実世界ではなく、加速世界で確認するんだな？　秘密の部屋とやらにソーシャルカメラが設置されていれば、こちら側でも生成されるはずだ。黄昏ステージは建物の構造変化が激しいが、そうだな……工場ステージや鉄てつ鋼こうステージならば……」

「おー、なるほどー！　そんじゃさっそく次の休みにでも確かめに行こっか！」

「なんだよ、お前さっき否定しまくってたじゃないかよ！」

　──などというやり取りをする間にも、ハルユキは一定のペースで高度を上げ続け、やがて帝てい城じようも国会議事堂も薄うす雲ぐもの下に隠れてしまった。視線を再び空に向けると、いつの間にか天てつ辺ぺんの縁が夕空にくっきりと円えん弧こを描いていた。先行した四人はすでに到着しているらしく、姿は見えない。

　予想どおり必殺技ゲージが余りそうだったので、最後の三十メートルはスピードを上げて、ハルユキは旧東京タワーの高さを追い抜いた。記き憶おくにあるとおり、頂上は芝しば生ふに覆おおわれた庭園になっていて、その一角に楓フウ子コたちの姿が見える。

「お待たせしましたー！」

　先行した四人に声を掛け、ハルユキは上昇を止めて滑かつ空くうに移った。ぶら下がるタクムがまず手を離はなし、ずしんと芝生に着地する。続いてハルユキも少々危なっかしくランディングを決めると、両腕と胸から黒クロ雪ユキ姫ヒメたち三人が飛び降り、それぞれねぎらいの言葉を口にした。

　無事に輸送機役を務め終え、長く息を吐はいてから、ふと飛行中にタクムがやけに静かだったことに気づいた。あいつ高いの苦手だったかな、と思いながら背後のタクムを見ようとしたが、その前に楓子の声が響ひびいた。

「皆さん、ようこそわたしの庭へ。こんなにたくさんのお客様は初めてだわ、お家うちに全員入れればいいけど」

　言われてみれば、かつてハルユキが泊めて貰もらった楓子の家──どうやら《楓ふう風ふう庵あん》なる風流な名前がついているらしい──は、さほど大きい建物ではなかったはずだ。九人も入れるのかな……と視線を円形の空中庭園に向けたハルユキは、あれっと眼を見開いた。

　庭の中央には、小さな泉。夕日を映してオレンジに光る水面の、更さらに真ん中には青く揺れる楕だ円えん形けい──ポータルが浮かんでいる。そこまでは記憶と同じだ。しかし、泉の向こうに建っていたはずの、白壁に緑屋根の瀟しよう洒しやなコテージが、どれほど眼を凝こらしても存在しない。

　タクムの奇妙な沈ちん黙もくのことも忘れ、ハルユキは右手で庭の東側を指差しながら叫んだ。

「あっ、あのっ、師し匠しよう！　い、家が、家がありません！」

　すると、すでにゲイルスラスターを外して白いワンピース姿に戻っている楓子は、つば広の帽ぼう子しを揺らして笑った。

「うふふ、別に竜巻で飛ばされてしまったわけでも、狼おおかみに壊こわされてしまったわけでもないですよ。施せ錠じようされたプレイヤーホームは、オーナーが近づかないと実体化しないの」

　素早くインストメニューを操作し、何か小さなアイテムをオブジェクト化する。銀色に光るそれは、古めかしいデザインの鍵かぎだ。

　考えてみれば、ハルユキ自身もほんの九日前、ここではない場所に建つプレイヤーホームにアクセスするため、無制限フィールドの片隅に長い間眠り続けていた鍵を懸けん命めいに探したのだ。二つの高位強化外装と一いつ緒しよに鍵も部屋の中に置いてきたので、もうあの家は誰だれにも見つけられないはずだ。

　ハルユキが拾ったものとは異なる形の鍵を片手に持った楓子は、泉のほうへ数歩移動した。すると、見覚えのある白い家が、仄ほのかな光に包まれて出現した。チユリやニコが「おおー」と声を上げる中、楓フウ子コは振り向いて皆を手招きした。

「さあ、こちらへどうぞ。たしか、食材アイテムが少し残っていたと思うわ。賞味期限が千年くらい過ぎているかもですけど」
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　ふと、かすかな音が聞こえた気がした。

　薄うすく瞼まぶたを開くと、たった一つだけあるドアがちょうど閉じられたところだった。誰だれかが部屋から出ていったのだ。

　そっと首をもたげ、周りを見回す。記き憶おくよりも広かった《楓風庵》の床には、仲間たちが思い思いの格好で横たわり、つかの間の眠りに落ちている。もちろん、全員デュエルアバターのままだ。

　猫のように体を丸めるパドさんを、枕まくら代わりにしているニコ。横向きになった楓子は、謡ウタイをしっかりと抱き寄せている。その傍そばでゆらゆら揺れているのは、水流装甲をボール状に丸めたあきらだ。タクムは壁に背中をもたれさせて眠り、ハルユキの隣となりではチユリが大の字になっている。

　しかし、部屋にたった一つだけあるベッドには、誰の姿もなかった。

　ベッドの使用権は、あちこち尖とがったフォルムゆえ床では眠りづらそうな黒の王に満場一致で進呈された。つまり、数秒前に家から出ていったのは黒クロ雪ユキ姫ヒメだということになる。これが現実世界なら「トイレかな？」で済むところだが、加速世界ではどんなに飲んだり食べたりしても生理的欲求は発生しない。

「…………」

　ハルユキは、更さらに数秒間眠気と戦ってから、ゆっくり上体を起こした。

　音を立てないよう気を使いながら立ち、忍び足で板張りの床を横切る。ドアノブに触ふれると扉が外側に開くので、するりと抜け出て慎しん重ちように閉める。先ほどハルユキが聞いた音の正体は、開閉時に忍び込んだ風声だろうか。

　家の外は、来た時と同じく色鮮やかな夕焼けに包まれていた。インストメニューから連続ダイブ時間を確認したところ、どうやら五時間ほども眠っていたようだが、その間に《変へん遷せん》は訪れなかったらしい。

　メニューを消し、首を巡らせると、塔の外周部西側に置かれたベンチに腰掛けるシルエットがあった。ハルユキの位置からは、地平線に浮かぶ真っ赤な夕陽とちょうど重なって見える。

　戦場では雄お々おしいばかりの鋭えい利りなフォルムが、なぜか今は硝子ガラス細工のように儚はかなく感じられて、ハルユキはしばし無言で視線を向け続けた。再び吹いた風が泉にさざ波を立て、それをきっかけに歩き始める。

　家から誰だれかが出てきたことにも、それがハルユキであることにもとうに気づいていたのか、ベンチから二メートルの所まで近づいた時、黒クロ雪ユキ姫ヒメは静かに言った。

「済まないな、起こしてしまったか」

「……いえ、もうたっぷり寝ましたから」

　立ち止まり、そう答えると、黒雪姫は無言で体を右にずらした。ハルユキは更に五歩進んで左からベンチの前に出ると、空あいたスペースに腰を下ろした。

　空中庭園はすぐ目の前で途切れていて、崖がけ際ぎわには手すりも何もないので、顔を上げれば加速世界の眺望が視界いっぱいに広がる。六ろつ本ぽん木ぎから渋しぶ谷やにかけての都心エリアはもちろん、その向こうの世せ田た谷がや、調ちよう布ふ、八はち王おう子じへと連なる街並み、更には奥おく多た摩まの山々までが永遠の夕陽に照らされて赤々と燃え上がるさまを見ていると、心がすうっと吸い込まれそうになる。

「キミと一いつ緒しよに、あの太陽に向かってどこまでも飛んでいけたら、気持ちいいだろうな……」

　右側からそんな呟つぶやきが聞こえ、ハルユキはこくりと頷うなずいた。

「そう……ですね。今なら、加速世界の果てまで行けそうな気もします……」

　半ば無意識的にそう答えてから、ふと我に返り、付け加える。

「……実際には、渋谷あたりでゲージ切れでしょうけど」

　すると黒雪姫は、短い沈ちん黙もくを経て、思わぬ言葉を囁ささやいた。

「心意システムを使えば、どうかな……？」

「え……」

　ハルユキはちらりと隣となりを見たが、黒の王の顔はクロウと同じくフルカバータイプのゴーグルに覆おおわれて表情を窺うかがえない。視線を彼方かなたの落日に戻し、少し考えてから答える。

「えっと……《光速翼ライトスピード》で限界まで高く昇って、滑かつ空くうするのを繰くり返せば、かなり遠くまで行けると思いますけど……でもあの技、僕の心意技でいちばん安定してないんです。時々練習はしてるんですが、イマジネーションが足りなくて発動できないこともけっこうあって……」

「そうか……。──いや、思いつきで胡う乱ろんなことを言って悪かった。心意技の発動には精神状態が大きく関かかわってくるからな、平常の修練では思うようにいかないこともある。焦あせる必要はないさ……」

「は……はい」

　頷うなずきはしたが、少し腑ふに落ちないものが残り、ハルユキはもう一度黒クロ雪ユキ姫ヒメの横顔を盗み見た。心意システムは光と闇やみの二面性を持っている。たとえ、希望をエネルギー源とする正の心意技であっても、濫らん用ようすれば《心の穴》に引き寄せられ、いつか底無しの闇やみに吞のまれてしまう。ハルユキにそう教えたのは黒雪姫自身であり、これまでは必要なく「心意」という言葉を口にすることすらほとんどなかったはずだ。

　どうしたんですか先輩、のひと言が口に出せず、ハルユキが黙だまり込んでいると──。

　不意に黒雪姫が左手を動かし、インストメニューを開いた。ハルユキからは無地にしか見えない画面を素早く操作し、アイテム欄ストレージから何かを取り出したのだろう、手元に白い光の粒子が集まって小さな矩く形けいを作り出す。

　それは、加速世界では見慣れたオブジェクト──《アイテムカード》だった。各種消しよう耗もう品ひんから強化外装、バーストポイント等を封印している場合もあれば、リプレイカードやサドンデス・デュエルカードのようにそれ自体に特殊機能がある場合もある。

　いったい何のカードだろうと眼を凝こらしたハルユキは、直後、ゴーグルの下で鋭するどく息を吸い込んだ。

　黒雪姫の剣の切っ先に保持されるそれは、墨すみのようなマットブラックの地に、鮮やかな赤い文字列を浮かび上がらせている。ハルユキの位置からでも、刻まれたアルファベットが読み取れる。【Ｉｎｃａｒｎａｔｅ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｓｔｕｄｙ　Ｋｉｔ】。

　これは、四日前、世せ田た谷がやエリアでハルユキが手に入れたＩＳＳキットの封印カードだ。

　ハルユキにこれを渡したのは、マゼンタ・シザーという名のＦ型バーストリンカーだった。ＩＳＳキットによる加速世界の均質化を目もく論ろむ彼女は、総勢三人の小レギオン《プチ・パケ》を勢力下に収めようとしたのだが、シルバー・クロウとライム・ベルの介入により断念、不要となった封印カード二枚をハルユキに渡して去った。

　マゼンタは、キット拡散の意志を捨てたわけではない。それは、わずか三日後に世田谷第一エリアでアッシュ・ローラーを襲しゆう撃げきし、キットを強制感染させたことからも明らかだ。しかし、ならばなぜ彼女は二枚もの封印カードをハルユキに与えたのか。当人は『正の心意に汚染されたからもう使えない』と言っていたが、それなら自分で廃はい棄きするなり、ストレージに寝かせておくなりすればいい話だ。

　もちろん、何らかの罠わなだという可能性もあったが、ハルユキにはどうしてもそうは思えなかった。激戦に敗れ、カードを残して去っていくマゼンタ・シザーの背中には、ある種の矜きよう持じが感じられたのだ。決してＩＳＳキットに──キットを作った《加速研究会》に操られているわけではない、という強い意志が。

　ゆえにハルユキは二枚のカードを持ち帰り、翌日のミーティングで、それを黒クロ雪ユキ姫ヒメと楓フウ子コに見せた。二人は当然ながら驚おどろいたが、その理由はハルユキの想像を超えるものだった。ＩＳＳキット・カードの漆しつ黒こくの地には、ひとつの紋もん章しようが隠されていたのだ。初代赤の王、《銃匠マスター・ガンスミス》レッド・ライダーの紋章が……。

　封印カードを実体化させた黒雪姫は、三日前と同じように、それを黄昏たそがれステージの夕陽にかざした。

　アイテム名の奥に、交差する二丁拳銃クロストガンズの紋章が浮き上がる。一いつ瞬しゆん、カードを吸着する剣先が震ふるえる。空気が張り詰め、黒雪姫が深い痛みに耐えていることを如によ実じつに伝えてくる。

　今度こそ何か言わないと、と思ったハルユキは夢中で口を開き、呼びかけた。

「先輩……」

　黒雪姫がちらりと視線を向けてくる。だが、続くべき言葉が出てこない。

「えっと……あの……」

　軽いパニックに陥おちいったハルユキが、数十パターンもの選せん択たく肢しから選び取ったのは、どう考えてもこの場に相応ふさわしくない質問だった。

「ど、どうやって剣にアイテムを吸い付けてるんですか？　磁石みたいな感じですか……？」

「ン……？」

　相当に予想外だったのだろう、アイレンズをぱちくりと瞬またたかせてから、黒雪姫は苦笑混じりに答えた。

「いや、別に磁石が入ってるわけじゃない。私の感覚ではちゃんと指先で摘つまんでいるんだが、その指が見えないだけ……という感じかな……」

「へ、へええ……じゃあ、キーボードで文字を打ったりも……」

「うむ、不可能ではないよ、指が見えないので苦労するが。以前キミに披ひ露ろうした、剣先を手に変える心意技は、感覚だけの五指を剣と一体化するイマジネーションが源となっている。キミの《光速翼》同様、なかなか安定しないがね……」

　そこでいったん言葉を切った黒雪姫は、カードの向こう側に遠い過去を覗のぞき見ているかのような声こわ音ねで続けた。

「……ずっと昔、ライダーの奴やつも言ったものさ……。『俺の造った銃をやっても、お前は撃うてないよな、ロータス』と。子供だった私は、からかわれていると思ってムクレたが……もしかしたらあいつは、あの時すでに考えていたのかもしれないな。七王全員に、決して撃てない銃である《セブン・ローズ》を……永久とこしえなる友情と平和の証あかしを持たせることを。……結局、あいつは最後まで、この手が本当は銃を撃うてることを知らないままだったよ……」

「…………先輩……」

[image: ]

　ハルユキは、またしてもそう呼びかけることしかできなかった。

　しかし黒クロ雪ユキ姫ヒメは、そんなハルユキに深く頷うなずきかけ、カードを持つ左手を下ろした。

「……せっかくキミが持ち帰ってくれたこの封印カードだが、これにライダーの紋もん章しようが刻まれている理由を突き止めることはできなかった。まさか、封印を解いてみるわけにもいかないしな……」

「も、もちろんですよ！　冗談でもそんなこと言わないでください」

「ああ、そうだな。……ともあれ、カードそのものについては何も解わからないままだが……キミにこれを渡したマゼンタ・シザーの意図は、何となく想像できる気もする」

「えっ……ど、どういう……？」

「彼女は、カードに隠された紋章がレッド・ライダーのものであることと、ライダーを全損させたのがこの私であることを知っていたのだろう。そしてキミが、手に入れたカードを私に見せることも予測していた。つまりこれは、私に対する挑戦だ。ライダーと何らかの関係があるであろうＩＳＳキット本体と、正面から対たい峙じする覚悟があるのか、とマゼンタは私に問いかけているのだ……」

「…………!!」

　まったく予想もしていなかった言葉に、ハルユキは再び全身を強こわ張ばらせた。

「そ、そんな……それじゃ、僕はまんまとマゼンタの狙ねらいどおりに……」

「いや、キミを責めているのではない。カードを渡してくれたのは正しい判断だよ。おかげで私はハルユキ君に、ずっと言えずにいた白の王ホワイト・コスモスのことを伝えられたのだし……こうして、ミッドタウン・タワー攻略作戦の前に、覚悟を決める時間を持つこともできた。その意味では、マゼンタに感謝せねばならないくらいさ」

「………………」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメはそう言ってくれたものの、やはりしばらくは顔を上げられなかった。マゼンタ・シザーの真意はどうあれ、ハルユキの行いが黒雪姫に過大な精神的衝しよう撃げきを与えてしまったことは確かなのだ。深く俯うつむいたまま、内心で「ごめんなさい先輩」と呟つぶやき、ひとつ深呼吸して意識を切り替える。黒雪姫が覚悟を決めようとしているのなら、ここでハルユキが動揺するわけにはいかない。

　勢いよく上体を起こすと、ハルユキはいままでの会話で浮かんできたもっとも大きい疑問を口にした。

「……先輩。さっき言われた、レッド・ライダーとＩＳＳキット本体の《何らかの関係》って、どんなものなんでしょうか？　初代赤の王はもう二年半以上も昔に加速世界から退場しているわけで……本人が直接関かかわってることは有り得ないと思うんですが……」

「うむ……それはその通りだと、私も思う。関連が有り得るとすれば、ライダーの特異な能力……《銃器創造アームズ・クリエイシヨン》によって作り出された何らかの強化外装が加速世界に残っていて、それがＩＳＳキットの製造に一役買っている、くらいしか想像できないが……」

「銃器……創造……」

　掠かすれ声で繰くり返しながら、ハルユキは初代赤の王のアビリティがいかに凄すさまじいものだったかということを改めて認識していた。

　本来、レベルアップ・ボーナスかショップでの購入以外には入手できないはずの強化外装を、自みずから作り出す。その力の真の恐ろしさは、時が経たてば経つほど影えい響きよう力りよくが蓄積していくところにある。仮に三日に一丁しか作れないとしても、一月に十丁。一年ならば百二十丁もの銃が積み上がる計算だ。その《軍備》がどれほどレギオンを強化するか、考えるまでもない。

　しかも、単純な銃器に留とどまらず、新たな強化外装を再生産できる《何か》までをもレッド・ライダーは創造していた、ということなのだろうか。そしてそれが、どういう事情によってか加速研究会の手に渡り、ＩＳＳキットの製造に利用されている……？

　ハルユキの思考を声として聞いたかのように、黒雪姫はかすかに頷うなずいた。

「強化外装を生み出せる強化外装……そんなものが存在し得るかと、四日前に訊きかれていたら私も笑い飛ばしていただろう。だが、こうしてＩＳＳキットの封印カードに刻まれたライダーの紋もん章しようを目まの当たりにしてしまった今となっては……他の説明は思いつかない……。──それに……」

　そこで言葉を切ると、黒クロ雪ユキ姫ヒメはフェイスマスクを夕陽の右側に向けた。

　視線の先には、旧東京タワーよりは少し低いが数倍のボリューム感を持つ高層ビルがそびえ立っている。しかも、広い幹線道を挟はさんで二棟。左側の、曲線的なデザインのビルは、かつてハルユキが緑の王グリーン・グランデと戦った六ろつ本ぽん木ぎヒルズ・タワー。そして右側の真四角なビルが──今回のミッションの最終目的地、東京ミッドタウン・タワー。黒雪姫のアイレンズは、もちろん右の塔に向けられている。他の建物と同じく白はく亜あの神殿をイメージさせる姿へと変へん貌ぼうしているが、千二百メートル以上離はなれていても、タワーをある種の妖よう気きが包み込んでいるようにハルユキは感じた。

　ミッドタウン・タワーの頂上には、《不可視・全ぜん攻こう撃げき透過》という属性を持つ神獣レジエンド級エネミー《大天使メタトロン》が陣じん取どり、ビルの半径二百メートル以内に近寄る者をあまねく蒸発させるべく眼を光らせているはずだ。そして、高層階のどこかに、加速研究会の企たくらみの中核をなす《ＩＳＳキット本体》が隠されている。メタトロンの猛攻をかいくぐり、タワーに突入してキット本体を破は壊かいするという任務を達成できなければ、加速世界は闇やみに覆おおわれ──ハルユキは日クサ下カ部ベ綸リンとアッシュ・ローラーとの絆きずなを永遠に失う。

　我知らず拳こぶしを強く握り締しめた時、ミッドタウン・タワーを見詰め続ける黒雪姫が、再び話し始めた。

「…………それに、私は感じるのだ。あの場所で、私は私の過去と対面することになるだろう、とな……いかなる形を取るのかは、まだ解わからないが……」

「過去……ですか……？」

「ああ。七年前にバーストリンカーになった私は、今日まで数多くの過あやまちを犯おかしてきた。果てなき渇かつ望ぼうに急せき立てられるように剣を振るい、多くの血を流してきた。このカードは、それらの血に濡ぬれている。血だまりを辿たどっていけば……根源では、必ず過去の私が待っているはずだ……」

　荒涼とした言葉を発した黒雪姫は、しかし視線を彼方かなたの巨塔に据えたまま背せ筋すじを伸ばすと、凜りんと声を張った。

「だが、もう恐れない。過去から逃げようとはしない。私には、フーコ、謡ウタイ、あきら、タクム君、チユリ君、ニコ、レパード……そして、キミがいる。たとえあの塔で何が待っていようと、一歩たりとも引き下がらない。それだけは今、キミに約束するよ」

　黒雪姫が口を閉じても、ハルユキはすぐには答えられなかった。それどころか、顔を向けることさえできない。なぜなら、少しでも体を動かせば、銀面の下の両眼に溜たまった涙が溢あふれてしまいそうだったからだ。

　七色に滲にじむ夕陽をじっと見詰めながら、ハルユキは大きく息を吸い込み、どうにか短い言葉だけを返した。

「僕も……約束します。どんなに苦しい戦いになっても、挫くじけたり、諦あきらめたりしません。最後まで、先輩の傍そばで、先輩と一いつ緒しよに戦います」

「…………ああ」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメは頷うなずき、少ししてから付け加えた。

「だが、私が逃げろと言ったら……」

　その言葉が終わる前に、ハルユキはきっぱりと宣言した。

「先輩や、みんなを置いては逃げません、絶対に」




　結局、ハルユキと黒雪姫は楓風庵に戻ることなく、そのままベンチで語らい続けた。内容の九割は他愛たわいもないお喋しやべりだったが、最近は黒雪姫が文化祭の準備で忙しく、あまり二人きりで話をする時間が持てなかったので、ハルユキにとっては夢のようなひとときだった。

　やがて背後でドアが開く音が聞こえたので振り向くと、大きく伸びをしながら芝しば生ふに降りてくるニコが見えた。黒雪姫と並んで座るハルユキに気づくやピタッと動きを止め、二本のアンテナパーツをぴこぴこ振ってから、小走りに近づいてくる。

「おっはよ、おにーいちゃん♪」

　……なんでいきなり天使モードなの。と怪しみつつも、ハルユキは挨あい拶さつを返した。

「お、おはよう、ニコ。よく眠れた？」

「うんっ。でも、起きたら、あたしを抱っこしてくれてたはずのお兄ちゃんがいなかったから、寂さびしかったぁ……」

「……ほう？」

　と、隣となりからやや剣けん吞のんな声が聞こえ、ハルユキは両手と首を左右にぶんぶん振りながらベンチから飛び上がった。

「い、いやいやいや！」

　ニコに向き直り、叫びながら数歩下がると片足が屋上の縁を踏ふみ外し、体がぐらりと後ろに傾く。

「う、うわうわうわ！」

　両腕をぶんぶん回してから、ようやく背中の羽根のことを思い出し、少し震ふるわせて屋上へと戻る。ぜーはー呼吸を繰くり返し、改めて叫ぶ。

「だ、抱っこなんかしてないだろ！　ニコはずっとパドさんを枕まくらにしてたじゃないか！」

「あれぇ、そーだっけー。あっ、わかった♪　あたし、ゆうべの記き憶おくとごっちゃに」

「わ────！」

　ハルユキは両手で大きなバッテンを作ってニコを黙だまらせると、連続咳せき払ばらいで態勢を立て直し、強引に話題を切り替えた。

「そっ、そんなことより、他のみんなはまだ寝てるのかな？　作戦会議する時間を考えると、そろそろ起こしたほうがいいかもしれないなー！」

「あー、さっきレイカーも目ェ醒さましてたから、いまごろ全員起こしてるだろ。そう言うあんたらはちゃんと寝たのかよ？」

　天使モードを終了させたニコの問いに、黒クロ雪ユキ姫ヒメは、いまだ多少の疑念を漂ただよわせつつも頷うなずいて答えた。

「ああ、問題ない。我々は少し早く起きてしまったので、ここで攻略作戦の検討などしていただけだ」

「ほぉー、サクセンのケントウねぇ」

「……何が言いたい」

「べっつにぃー」

　二人の王の間にぱちぱちと火花が走った──ような錯さつ覚かくにとらわれ、ハルユキは再び後あと退ずさりかけたが、二度足を踏ふみ外すのは愚おろか者のすることだ。どうにか踏みとどまり、発言する。

「え、えーと、それじゃ僕、みんなを呼んできます。会議は、ミッドタウン・タワーを見ながらやったほうがいいでしょうから」

　極きよく力りよく自然な動作を心がけつつ、数歩移動したところで、背後から黒雪姫の声が聞こえた。

「ハルユキ君、作戦が完了して向こうに戻ったら《ゆうべ》の件について訊ききたいことがあるので、生徒会室に残るように」

「………………は、はひ」

　何とかそれだけ答え、ハルユキは早歩きと小走りの中間のスピードで家へと向かった。

　開け放たれたままのドアの奥では、ニコの予測どおりすでに全員が起床していた。どうやらあまり寝起きが良くないらしいパドさんとあきらだけは上体をふらふらさせていたが、楓フウ子コに背中を押されながら外に出てくる。

　すぐに謡ウタイとチユリ、タクムも続き、家が空からになるや、楓子はすかさずドアを閉めて施せ錠じようした。ずいぶんきっちりしてるんだな、とハルユキが思っていると、振り向いて右手の鍵かぎを揺らしながら言う。

「現実世界だと、家も車も遠えん隔かくロックでもうこんな鍵を使うことってないでしょう。だから、出たらすぐに掛けないと忘れるのよねえ」

「あ……なるほど……。実際に忘れたこと、あるんですか？」

「ありますよ、もちろん。掛け忘れたことに気づかないまま、現実時間で五日間……こちら側では十四年近くも扉を開けっ放しにしてしまったわ」

「じゅ、じゅうよん……泥棒とか入らなかったですか……？」

「それが、不思議だったのよね……家付属のストレージに入れてたアイテム類は全部無事だったのに、食材だけがきれいになくなってたんです。アッシュのしわざかと思ったけど、問い詰めても白状しなかったですし」

　いったいどんな問い詰め方だったんだろう、と想像しかけてから、ハルユキはふと気付いて激しくかぶりを振った。

「あ、ち、違いますよ、僕でもないですよ！」

「あら、まだ訊きかれてもいないのにずいぶん反応が早いですね？」

「ほほほんとに違いますってば！」

　などというやり取りをしている間に、すぐ前を歩くあきらとパドさんの血圧も正常値に上昇したらしく、二人は同時に振り向いて言った。

「きっと、霊れいのしわざなの」

「早めにお祓はらいしたほうがいい」

「はは、まさか、加速世界にオバケが出るわけが……」

　ハルユキが笑いながらそう言うと、二人のみならず楓フウ子コまでもが顔を見合わせ、次いで意味深長な微笑を浮かべた。

「え……？　で、出るんですか……？」

　という問いにはもう答えてくれず、三人はすたすた泉の向こう側目指して歩いていく。

「あ、あの、ちょっと、教えてくださいよ！」

　慌あわてて後を追いかけながらも、きょろきょろ周囲を見回してしまうハルユキだった。




　九人が泉のほとりに揃そろうと、黒クロ雪ユキ姫ヒメはもう一度インストを開き、累るい計けいダイブ時間を確認して言った。

「いま、ちょうど十時間が経過したところだ。残念ながら……と言うべきか、変へん遷せんは発生しなかった。しばらくはこの黄昏たそがれステージが続くだろう。メタトロンと戦うには少しばかり不利な条件だが、学校でも言ったとおり、地じ獄ごくステージ以外ではあの神獣レジエンド級エネミーを倒すことはそもそも不可能だ。我々の目的はただ一つ、ミッドタウン・タワーへ突入し、ＩＳＳキット本体を破は壊かいすること。極論、メタトロンは、それが可能ならば無視しても構わない。……ここまでで、何かあるかな？」

「はい」

　とタクムが右手、ではなく鉄てつ杭くいを上げた。

「マスター、念のためですが……メタトロンは、ぼくらがタワー内部に入れば、攻こう撃げきを止やめるんでしょうか？」

「ン……確かに、そこは気がかりなポイントではある」

　頷うなずいた黒雪姫は、体の向きを変えて北西千二百メートルのところにそびえるミッドタウン・タワーを見やった。

「いまは視認できないが、メタトロンはあのビルの最上部に陣じん取どっているはずだ。そしてビルから半径二百メートル以内に侵入したあらゆるものに、即死級のレーザー攻撃を行う。ここまでは正しいな、クロウ？」

　確認を求められ、ハルユキは深く頷うなずいた。

「はい、屋上のメタトロンは、輪りん郭かくだけですけど自分の眼で見ました。それと、テリトリーに入ったものをとんでもない威力のレーザーで蒸発させるところも。二百メートルって数字は、緑のレギオングレウオのアイアン・パウンドさんに聞いただけですけど……パウンドさんは、ミッドタウン・タワーのことを《小しよう帝てい城じよう》だって言ってました」

「ふうん、うまいことを言うわね」

　くすりと笑った楓フウ子コは、視線を彼方かなたの巨塔からハルユキへと移動させ、軽く首を傾かしげた。

「鴉からすさん、いま『テリトリーに入ったものを』って言いましたけど、それはバーストリンカーに限らず、オブジェクトなら何でもレーザーで撃うたれるという意味かしら？」

「え……ええと……」

　ハルユキが考え込んでいる間に、チユリが「そっか！」と大声を出す。

「もしメタトロンが何でも撃つなら、攻こう撃げき範囲の外から石ころとかバンバン投げてレーザーを無む駄だ撃ちさせて、エネルギー切れにさせられるかもだよね、姉さん」

「ええ。いかな神獣レジエンド級エネミーとは言え、無限のエネルギーを持っているわけではありませんから。しつこく撃たせ続けていれば、いつかは尽つきるはずですが……どうですか、鴉さん？」

　皆の視線が集まる中、ハルユキは持ち上げた顔をゆっくり左右に振った。

「いえ……残念ですけど、その手は使えないと思います。僕にメタトロンのレーザーを見せてくれた時、パウンドさんはわざわざ自分の右腕を囮おとりにしました。あのロケットパンチ、壊こわれたらステージ出るまでそのままなんですよね？」

　楓子が頷くのを確認し、続ける。

「だとしたら、もし石ころで済むならそうしたはずです。つまり、メタトロンは、少なくともデュエルアバターの一部が二百メートル圏けん内ないに入ってこないとレーザーを撃たないんじゃないかと……」

「ふむ、なるほどな……。侵入者に反応してから、実際にレーザーを撃つまでのタイムラグはどんな感じだったかい？」

　今度は黒クロ雪ユキ姫ヒメに訊たずねられ、ハルユキは再び十日前の映像を脳裏に甦よみがえらせた。

「ええと、ロケットパンチが首都高を越えて、ミッドタウン・タワーに近づいて……そしたらタワーの天てつ辺ぺんで透明な何かが動いて、背中から物もの凄すごくでっかい翼つばさを広げて、その翼がぼんやり光った……と思ったらレーザーが発射されたんです。反応から発射まで……そうですね、長くても二秒程度だったかと……」

「二秒か……。それでは、撃たれる前に二百メートルを走り抜けるのは難しいな……」

　黒雪姫の言葉に、全員が頷く。

　ハルユキ、もしくは楓フウ子コ一人だけならば、一方をブースターに使っての全速飛行でビルまで辿たどり着くことは不可能ではないかもしれない。だが、ミッドタウン・タワーの内部では何が待ち構えているか解わからない。用意周到な加速研究会が、ＩＳＳキット本体の守りをタワー外部のメタトロンだけに任せているとは考えづらく、首尾良く侵入に成功したとしても更さらなる戦せん闘とうが予測される以上、単独での突入は逆に危険だ。

　少し前のハルユキなら、こんな時には「大だい丈じよう夫ぶです、僕だけでやれます」と無む謀ぼうかつ愚おろかなことを言い出していただろう。しかし、激動の一ヶ月を通してハルユキは学んだ。一人で戦わねばならない時もあれば、仲間を頼たよるべき時もあると。

　ゆえに、九人が作る輪の中心へと一歩踏ふみ出しながら、ハルユキは落ち着いた声で言った。

「大丈夫です……みんながタワーに辿り着くまで、僕がちゃんとメタトロンのレーザーを防ぎますから」

　それを聞いた八人は、しばらく何のリアクションもせずに、ただじっとハルユキを見た。

　また何かおバカなことを言ってしまったんだろうか、と心配になりかけた、その時──。

「よろしくお願いするのです、クーさん」

　謡ウタイの発言に続き、皆が口々に大きな声を出した。

「頼たのんだよ、ハル！」「あんたが頼りなんだからね！」「期待してるの」「信じてっかんな！」

「よろしく」「任せましたよ、鴉からすさん」

　そして、最後に黒クロ雪ユキ姫ヒメが深く頷うなずき、言った。

「セイリュウ戦に続いて、またしても大役を担になわせてしまうことになるが……しかしクロウ、キミの翼つばさこそがネガ・ネビュラスと、そして加速世界の未来を切り拓ひらいていくのだと私は信じている。ＩＳＳキット本体を破は壊かいし、世界を覆おおわんとしている闇やみを払い……そして我々の大切な友を救うために、キミの力を貸してくれ」

　その言葉に対し、ハルユキは躊躇ためらいなく答えた。

「僕の力はもともとあなたのものです、黒の王。ひと言命じてくれれば、僕はどこまでも飛んでみせます」

「そうか。ならば……」

　ハルユキに向けて進み出ると、黒雪姫は右手の剣をまっすぐ伸ばした。鋭するどい切っ先に、柔らかな過剰光オーバーレイが宿り──次の瞬しゆん間かん、刃は音もなく分かたれて、五本の指を作り出した。ハルユキを除く全員が息を吞のむ中、黒雪姫は命じるのではなく、穏おだやかに語りかけた。

「戦おう、共に」

「……はい！」

　ハルユキは頷き、差し出された華きや奢しやな《手》をそっと握った。

　一切の攻撃力を持たないこの応用心意技は、いままでは最長二十秒ほどしか持続させられなかったはずだ。しかし黒雪姫は、ハルユキの手を離はなすと、他の七人とも順に握手してのけた。最後に握った楓フウ子コの手を離はなした直後、きんっ！　と鋭するどい音を発して五本の指は剣に戻る。以前は戻らずに砕くだけ散ってしまったので、進化したのは持続時間だけではないということだ。

　黒クロ雪ユキ姫ヒメとの付き合いが最も長いあきらと謡ウタイ、そして楓子は何か感じ入るところがあったのだろう。黒雪姫が元の場所に戻っても、しばらく自分の手を見詰め続けた。言葉が出ないネガ・ネビュラスのメンバーに代わって、ニコが威勢良く叫んだ。

「ロータスにここまでされちゃ、あたしらも気合い入れねーとな！　エネミー相手なら遠えん慮りよはいらねー、最初っから心意全開でブッ飛ばそうぜ！」

　おー！　と唱和した声が、傍かたわらの泉に緩ゆるやかな波は紋もんを広げた。




　その後、一時間ほどをかけてブリーフィングを行い、ミッドタウン・タワーへの突入ルートとフォーメーションを細部まで詰めた。

　いよいよ五分後に出発となった時、ハルユキはふと思い立って、もう一度屋上の西せい端たんに移動した。眼下に広がる港みなと区エリアの眺望に、じっと視線を凝こらす。黒雪姫とベンチに座っていた時はミッドタウン・タワー周辺ばかり見てしまったが、もう一箇所、しっかり眼に焼き付けておくべき場所があることを思い出したのだ。

　日ひ頃ごろまったく訪れない場所なので、土と地ち勘かんは渋しぶ谷や以上にないが、どうにか脳裏に東京の地図を広げて黄昏たそがれステージの地形と重ね合わせる。

　旧東京タワーの南側を横切る広い道路が、環状三号線。その向こう側は、各国の大使館が多くある麻あざ布ぶ。さらに南側が、高級住宅地としてハルユキも名前くらいは知っている港区白しろ金かねとなる。

　小型の──と言っても現実世界では豪邸なのだろうが──神殿遺跡が密集する白金エリアに眼を凝らすと、中央部にかなり広い空間が見えた。面積的には、旧東京タワー東側の芝しば公こう園えんに迫せまるほどもあるだろう。敷しき地ち内部には、大型の神殿群が余裕を持って立ち並んでいる。全すべてがひときわ美び麗れいなデザインで、夕陽を受けてルビー色に輝かがやく佇たたずまいは、遺跡ではなく建築されたばかりのように思える。

「きっと……あそこだ……」

　ハルユキは小声で呟つぶやき、神殿群の姿を記き憶おくに焼き付けるべく懸けん命めいに眼を凝らし続けた。

　あの場所が、移動前に黒雪姫が言った小中高から大学まで併設の女子校だろう。すなわち、白のレギオン《オシラトリ・ユニヴァース》の拠点。

　現状、六大レギオンの中では最も縁遠い相手だ。領土戦はもちろん、メンバーと通常対戦をした記憶すらない。ハルユキが見たことのある所属リンカーは、白の王の名みよう代だいとして七王会議に出席していた《アイボリー・タワー》ひとりだけで、しかもかなり印象が薄うすい。

　しかし、白のレギオンは、レベル10を目指す黒雪姫の先途に必ず立ち塞ふさがってくるはずだ。白の王ホワイト・コスモスこそは、小学生だった黒雪姫を操って先代赤の王レッド・ライダーを全損せしめた張本人にして、黒クロ雪ユキ姫ヒメが究極の敵と見定める存在である。総勢がようやく七人になったばかりの新生ネガ・ネビュラスではまだまだ伍ごするには遠い相手だが、いつかきっと戦う時がくる。

　──その時は、絶対に、白の王に言ってやるんだ。

　──妹を騙だまして、泣かせて、家から追い出すなんて、それがお姉さんの……《親》のすることか、って。

　胸中でそんな決意を固めながら、ハルユキはオシラトリ・ユニヴァースの拠点の姿を眼の奥に焼き付けた。

　勢いよく振り向くと、ちょうど塔の北側でタクムが手を上げたところだった。

「おーいハル、そろそろ出発するよ！」

「悪い、すぐ行く！」

　駆け出した時にはもう、意識は再びメタトロン攻略作戦へと切り替わっていた。










　　　５




　東京ミッドタウンは、ちょうど四十年前の二〇〇七年に開業した大型複合商業施設だ。

　市いちヶ谷やへ移転した防衛庁跡地を再開発したもので、総事業費は約三千七百億円。民間事業としては、経済規模の縮小が続く四七年現在の日本では考えられないほどのビッグプロジェクトだった──と、ハルユキが以前ネットで調べた記事には書いてあった。その記述どおり、すぐ近くにある六ろつ本ぽん木ぎヒルズ（こちらの総事業費は二千七百億円だったらしい）と並んで、現在も都心最大級のランドマークとなっている。

　施設の中核たるミッドタウン・タワーは、高さ二百四十八メートル。さすがにオープンから四十年が経たつ今では日本各地により高いビルが幾いくつも建っているが、ミラーガラスに覆おおわれた偉容はいまだ色いろ褪あせていない。低層階には銀行や病院、会議場などが入り、中層階はオフィスフロア。そして高層階は、超のつく高級ホテルに占められている。

　一週間前の日曜に開かれた七王会議では、ＩＳＳキット本体の破は壊かいが主たる議題となったが、その時、無制限中立フィールドでメタトロンの攻こう撃げきを防ぎつつタワーに突入するという正攻法の他に、現実世界でまずミッドタウン・タワーに入り込み、しかる後に加速するという奇手が検討された。

　オフィスフロアへの侵入は不可能に近いが、低層階の銀行あたりならフリーパスで入れる。しかし問題は、無制限中立フィールドにダイブするための安全な場所が確保できないことだ。最長でも一・八秒しか続かない通常対戦ならば銀行のロビーでもなんとかなるが、無制限フィールドでの戦いはいつ終わるか解わからない。一階から高層階まで移動し、キット本体を破は壊かいするのにどれくらい時間がかかるか、誰だれにも予想できないのだ。仮に何日単位の長期作戦となってしまった場合、十人近い子供が銀行ロビーのベンチを占せん拠きよして五分十分とフルダイブすることになり、間違いなく警備員に咎とがめられる。

　結局のところ、現実世界のミッドタウン・タワー内部で加速する作戦で行くなら、最初から高層階にダイブし、速すみやかにキット本体を破壊する必要がある。

　そこで新たな問題となるのが、高層階を占める超高級ホテルだ。

　ニューロリンカーとソーシャルカメラの普及以前は、どれほど高級なホテルだろうと誰でもフロントを素通りして客室フロアまで上れたらしい。しかしセキュリティの概がい念ねんが大きく変化した現在では、たいていのホテルにニューロリンカーによる認証なしでは通過できないゲートが設けられている。

　よって、高層階へ立ち入るためには正規の宿泊客となる必要があるのだが、問題のホテルはいちばん安い部屋でも一泊が三万円からというスペシャルな料金設定となっており、その額をぽんと出せる者はさしもの七王会議にもいなかった。各レギオンがメンバーから幾いくばくかずつお金を徴ちよう収しゆうすれば数人分の宿泊料金を捻ねん出しゆつすることは可能だったかもしれないが、それをした瞬しゆん間かん、加速世界のレギオンは現実世界のアウトロー集団へと堕だしてしまう。仮にＩＳＳキット本体の破壊に成功しても、加速世界は避さけがたい変質に見舞われるだろう。

　以上のような諸事情から、ハルユキたち九人は、ひび割れた大だい理り石せきが敷しかれた道路を北西へ歩いている。ニコのトレーラーを使わないのは、走行音で万が一にもエネミーや他のバーストリンカーを引き寄せてしまわないためだ。

　そのニコは、黒クロ雪ユキ姫ヒメと一いつ緒しよに先頭を行き、チユリとタクムが何か話しながら続く。二人の後ろにはあきらとパドさんの《親子》が並んでいるが、こちらは特に会話している様子はない。少し離はなれてハルユキが一人で歩き、しんがりは謡ウタイと、車くるま椅い子すに腰掛ける楓フウ子コが務めている。

　旧東京タワーから東京ミッドタウンまでは一・二キロと意外に近いため、ゆっくり歩いても十五分はかからない。もうあと数分後には、ハルユキがこれまで参加した中でも最大級の戦いが始まるのだが、気持ちは不思議と静かだった。

「……やるべきことは……」

　無意識のうちに口から零こぼれた、ごくかすかな囁ささやき声を聞きつけたらしく、前を歩くアクア・カレントがスピードを落として隣となりに並んだ。

「何か、言った？」

「えっ、あの……カレンさん、耳がいいですね……」

「水は空気より四倍速く音が伝わるの」

「な、なるほど……。別に、たいしたことじゃないです。今日の戦いまでに、やるべきことは全部やったんだ、って自分に言い聞かせてただけで……」

「やるべきこと……」

　するとあきらは、少し考え込む素そ振ぶりを見せてから、ぽつりと言った。

「もしかしたら、私にはまだ残ってるかもしれない」

「え……やるべきことが、ですか？」

「そう。みんなが加速する前、無制限フィールドに入るためにレベルを４まで上げたけれど、まだそのレベルアップ・ボーナスも選択してないし、残ってるポイントを使えばもっとレベルも上げられるの」

「えっ」

　ハルユキは短く声を上げてしまったが、すぐに気付く。あきら──アクア・カレントは、加速世界でただ一人の用心棒バウンサーとして、二年以上にもわたって低レベルリンカーとタッグを組んで戦ってきた。結果、《唯一の一ザ・ワン》なる二つ名を献上されるほどの勝利を重ねたわけだが、その過程で彼女自身も依い頼らい人にんと同じだけのポイントを得てきたことになる。対戦相手のレベルが高いほど、勝った時は大量のポイントを獲得できるので、あきらが蓄積したポイントは相当な量に及ぶだろう。レベル４といわず、５にも６にも上げられるほどに。

　即座にレベルを８まで上昇させたパドさんと比べれば、無制限フィールドへのダイブに必要な４で留とどめているあきらは確かに慎しん重ちようではあるだろう。しかし──。

「でも、それは仕方ないですよ。僕も、最初のボーナス取る時はずいぶん長く悩み続けましたし……レベルだって、かなり安全マージン取ってからじゃないと上げないようにしてますから。カレンさんの《やるべきこと》は、しっかり時間をかけて考えることだと思います。どういうふうに、デュエルアバターを育てる……いえ、育て直すのか」

　すると、今度はあきらが少し驚おどろいたように淡い水色のアイレンズを瞬またたかせた。しかしすぐにその表情は消え、穏おだやかな微笑の気配が水膜越しのフェイスマスクに滲にじむ。

「……全損寸前のあなたを護衛したのはたった八ヶ月前なのに、そうは思えないの」

「へっ？　どういう意味ですか？」

「成長した、って意味。やるべきことをきちんとやってきた証あかしなの。加速世界でも、現実世界でも」

　これにはハルユキも「はひへ」と妙な音を漏もらしてしまってから、慌あわてて付け加えた。

「ほ、本人には成長とかぜんぜん実感ないですけどね……。でも、今日の二つの作戦には絶対悔くいを残したくなかったから、やるべきことや考えるべきことがもう残ってないか歩きながら考えてたんです」

「そう…………」

　あきらはもう一度、我わが身を省かえりみるように俯うつむくと、ぽつりと囁ささやいた。

「……やっぱり、私には残っているの。作戦の前にやるべき……いえ、言っておくべきことが」

　一いつ瞬しゆんどきっとしてしまうが、幸い──と言うべきか、あきらが視線を向けたのは左ひだり隣どなりのハルユキではなく前を歩くパドさんだった。

「レパード」

　呼びかけられた豹ひよう頭とうアバターは、三角の耳をぴくりと動かしてから、歩みを緩ゆるめてハルユキの左についた。なぜか二人に挟はさまれてしまい、首を縮めるハルユキの頭越しに、あきらは《子》へと語りかけた。

「レパード……ミャア。私、あなたに謝らなきゃいけないの」

「…………」

　やや唐とう突とつな言葉だったが、それだけで言わんとすることは伝わったらしく、パドさんは訊きき返さなかった。しかし一切の反応も見せずに、前を向いたまま無言で歩き続ける。

　あきらも視線を行く手に向けると、少し置いてから再び声を発した。

「あの時のこと、ごめんなさい。私が間違ってたの」

　今度も、パドさんは何も答えようとしない。まったく音のしない無音の歩行で、ハルユキの五十センチ左をキープしている。徐々に張り詰めていく空気に耐えかね、そうっと後ろに下がろうとした、その時──。

「ＮＰ」

　とパドさんが囁き、ハルユキはほっと息をつこうとしたが、すぐに続けられた言葉を聞いたとたん仮想の空気が喉のどに詰まった。

「……じゃない。私、あの時、とっても腹が立った。ものすごく。このうえなく」

　常に発言の簡潔さを追求しているせっかち星人のパドさんが、形容詞を三つも重ねたからには、きっと掛け値なしの本気で怒おこったのだ。いったいあきらは《子》であるパドさんに、何をしようとしたのか。

　上半身を完全にフリーズさせたままぎこちなく足を動かすハルユキに向けて、あきらが短く説明した。

「私、しばらく前に、レパードの記き憶おくを消そうとしたの」

「えっ…………」

　驚おどろきのあまりつまずいたハルユキの左手を、パドさんが素早く支える。しかしそれを意識することもできずに、ハルユキはただあきらの顔を見詰め続けた。フェイスマスクを覆おおう水流が揺れ、再び声が流れた。

「アバターが帝てい城じように封印されて、《護衛》以外の対戦をしなくなってからも、レパードとはリアルでたまに会って、話をしてたの。私は、レベルアップの凍とう結けつをやめてほしかった。いくら《親》とはいえ、他所よそのレギオンメンバーのために上げられるレベルを上げないなんてプロミネンスのメンバーがよく思うはずないし、莫ばく大だいな蓄積ポイントを狙ねらって物理攻撃ＰＫを仕掛けようとする奴やつが出てくるかもしれない。……でも、何度言ってもミャアは聞かなかったの」

　あきらが短いため息をつくと、水膜の内側に小さな泡が生まれた。ハルユキの左腕を握ったままのパドさんが、それを見て呟つぶやくように言った。

「セイリュウのレベルドレインに対抗するには、大量の蓄積ポイントが必要になる。私にそう教えたのは、アキ、あなた」

「教えたことを、何度も後悔したの」

　そこで二人の会話が途切れたので、ハルユキはおそるおそる訊たずねた。

「……だから、パドさんから、セイリュウに関する記き憶おくを消そうと……？」

「ちょっと違うの。私の《記憶滴下メモリ・リーク》は、そこまで便利な技じゃない。昨日の領土戦前にもちょっとだけ説明したけど、消せるのは、私自身に関する記憶だけ」

「えっ……じゃ、じゃあ、消そうとしたのは……カレンさんの…………」

　呆ぼう然ぜんと口走るハルユキの左腕に、いきなり強きよう烈れつな圧力が生まれた。見れば、パドさんの右手が──さすがに鉤かぎ爪づめは収納しているものの──上腕部の薄うすい装甲を思い切り握り締しめている。その感覚がきっかけとなって、脳裏に十数時間前の記憶が甦よみがえった。セイリュウの祭さい壇だんから生還した直後のアクア・カレントとブラッド・レパードの、短いやりとり。

　──だから、私のことは忘れてって、言ったのに。

　──《親》を忘れるのは無理。

「本気……だったんですね……」

　ハルユキが囁ささやくと、あきらはかすかに頷うなずいた。

「ミャアの部屋で、不意を突いて直結対戦に持ち込もうとしたの。でも、あとこれくらいのところで……」

　指先を三センチほど開き、

「……押さえ込みを解かれてしまったの」

　と語るあきらに、ハルユキは内心でさもありなんと考えた。リアルの氷ヒ見ミあきらは恐らくハルユキと同学年、対していまだ本名を知らないパドさん（ミャア、に近い名前ではあろうが）は楓フウ子コと同じ高校一年生だ。身長の差に加えて、大型エレクトリック・バイクを自在に振り回すパドさんは腕力もかなりあるので、押さえつけて強引に直結するのは難しいだろう。

　しかし逆に言えば、あきらはそうまでしてパドさんの中から自分を消そうとしたのだ。

《親》として、《子》を守るために──。

「アキの気持ちは、解わからなくもなかった」

　右手から少し力を抜き、パドさんは静かに言った。

「私が怒おこったのは、私にアキを忘れさせられると思ったこと。何をされても、忘れるはずない。アキは加速世界だけじゃなく、現実世界でも私の大切な……」

　その先は言葉にせず、ゆっくりハルユキの左腕を離はなしたパドさんに、あきらは再び謝った。

「ごめんなさい。私は、私がミャアまで封印状態に引き込んでしまっていると思ったの。でも、違った。アバターは封印されていても、私は少しずつ前に進み続けていたし……それはあなたもそうだった。レベルアップだけが、強くなる手段じゃない。私は誰だれよりもそのことを知っているはずだったのに」

「そうだぞ、カレン」

　という声に、ハルユキが驚おどろいて顔を上げると、いつの間にかすぐ前に黒クロ雪ユキ姫ヒメの姿があった。ホバー移動で前進しながら、上体だけを振り向かせている。

　黒雪姫だけではない。前後に離れてそれぞれの会話に集中していると思っていたチユリやタクム、楓フウ子コと謡ウタイ、そしてニコまでが、ハルユキたちを取り囲む位置に移動している。どうやら会話は全員に聞かれていたようだ。

　黒雪姫はあきらに向かって頷うなずきかけ、続けて言った。

「私も、二年間にわたってグローバル・ネットを切り離し、小さな殻からに閉じこもっていたが……近ちか頃ごろはあの時間ですら無む駄だではなかったと思えるようになった。過去と現在、そして未来は繫つながっているんだ。過ぎ去った全すべての時間が《今》を作っている。こうして、お前と一いつ緒しよに歩いている今をな……」

　黒の王が口を閉じると、その隣となりで器用に後ろ歩きする赤の王が語りかけた。

「それとな、カレント。プロミうちの連中が、パドのレベル凍とう結けつをよく思ってなかった、なんてこたねーぞ。もちろん詳しい事情はあたし以外誰も知らなかったけど、それでもみんな理解して、応援もしてたよ。パドは誰か大事なヤツのために頑張ってるんだ、ってさ。だいたい、言っちゃなんだけど、今こうしてあたしとパドがネガビュと共きよう闘とうしてること自体、外から見りゃレギオンを裏切ってることになると思うぜ。でもあたしは信じてる。全部終わって事情を説明した時、三十二人のメンバー全員がちゃんと解わかってくれるってな」

　言い終えたニコがくるっと背中を向けても、あきらはしばらく黙だまったままだった。

　不意に、茜あかね色いろに染まる空を見上げる。全身の水流が、永遠の夕焼けを映して煌きらめく。

「……過去があるからこそ、今がある……」

　その声は、小川のせせらぎのように密ひそやかだったが、ハルユキの、そしてきっと皆の意識に深く染しみ込んだ。

「今が連なって、未来が生まれる。……私は、もしかしたら、《過去》に少しだけ干かん渉しようできる力を得たせいで、《今》や、《未来》まで遠ざけていたのかもしれない……。過去を受け入れれば、今がこんなに輝かがやいて見えることを……忘れてしまっていたのかも……」

　いつしか、全員が歩みを止め、広い道路の真ん中に立って空を見上げていた。

　ハルユキは、あきらの言葉に自分を重ねずにはいられなかった。ハルユキにとって過去とは、辛つらく、苦しく、忘れられるものなら忘れてしまいたい記き憶おくの地層のようなものだ。どこを掘っても、心に突き刺さるような情景ばかりが現れる。

　でもきっと、本当はその中にも、光り輝かがやく小さな欠片かけらが幾いくつも埋うまっているのだ。

　梅うめ郷さと中ローカルネットの、バーチャルスカッシュ・コーナーに現れた黒クロ雪ユキ姫ヒメ。

　チユリやタクムと一いつ緒しよに、泥んこになって遊び回った児童公園。

　そして、両親と手を繫つないで夕暮れの高こう円えん寺じを歩いた、遠い、遠い思い出──。

　ブレイン・バースト・プログラムは、《今》を一千倍に引き延ばす。それは逃とう避ひ的てき行為なのかもしれない。辛つらい現実から逃げ出し、同じ苦しみを抱えた仲間たちと一緒に傷を癒いやすためのシェルター、それが加速世界の本質の一部なのかもしれない。

　でも、決して全すべてではない。拡張された《今》の中には、過去も、そして未来も含まれている。一千倍に広げられた過去の中から大切な宝石を見つけることもできるし、いつか訪れるであろう未来を一千倍の鮮やかさで予感することもできる。それが加速世界という場所なのだ。

「……繫げましょう」

　ハルユキの背後で、楓フウ子コが春の微風を思わせる声で囁ささやいた。

「過去を、未来へ。そのために……今を、全力で戦いましょう」

　しなやかな右腕で、北西の空を指さす。

　そこには、夕空を黒々と切り抜く巨大なシルエットが存在した。もう五百メートルの距きよ離りにまで近づいた、ミッドタウン・タワー。壁面には大だい理り石せきの円柱が建ち並び、柱頭には神こう々ごうしいようなおどろおどろしいような姿の石像が飾られている。タワーの最上部に眼を凝こらしても、相変わらず何も見えないが──しかし、確かに感じる。遥はるか高みから下界を睥へい睨げいする、何者かの存在を。

　不可視の重圧に耐えかね、ハルユキが右足を引きかけた、その時。

　楓子と同じように、黒雪姫も右手を持ち上げると、鋭えい利りな切っ先をタワーの天てつ辺ぺんに向けた。

　負けじとニコが小さな拳こぶしを握って突き出す。あきらとパドさんもそれに倣ならい、謡ウタイ、チユリもすぐに続く。

　タクムが右腕の杭打ち機パイルドライバーを掲げ、最後にハルユキも、ありったけの気合いを込めた右手でミッドタウン・タワーの頂いただきを指さした。

　九人のジェスチャーは、もちろん何の攻こう撃げき力りよくも持たない。しかし、ハルユキは確かに見た。九本の指から放たれる意志力が融ゆう合ごうし、無色のビームとなって空間を貫つらぬいて、彼方かなたのタワーにまで到達するのを。そして、タワー上部で、巨大な輪りん郭かくがうっそりと蠢うごめくのを。

「宣戦布告は伝わったようだな」

　黒雪姫が不敵に言い放ち、右手の剣を真下へ切り払った。

　全員が手を下ろすと、漆しつ黒こくのアバターは振り向いて言った。

「では、ここでもう一度作戦を確認しておこう。メタトロンの攻性化範囲アグロレンジは、ハルユキ君がアイアン・パウンドから伝えられた情報によれば半径二百メートルとなっている。だがあまりギリギリまで近づいて先制攻こう撃げきされてしまっては元も子もないので、待機位置はタワーから二百五十メートルの地点とする」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメは上体を屈かがめ、剣の尖せん端たんで白い敷しき石いしに小さな正方形を描いた。その外側を、もう一つ大きな四角で囲う。

「小さい四角がミッドタウン・タワー、大きいのは東京ミッドタウンの敷地だ。敷地の北半分は公園になっていて、タワーまで障害物はほとんどない。ゆえに、突入は北の公園から行う。まず、待機位置からシルバー・クロウが先行し、メタトロンが反応した地点で停止。二秒後にレーザーが発射されるので、《光学誘導オプテイカル・コンダクシヨン》アビリティで防御できることを確認したら前進、他八人も続く。二発目の発射までにはタワーに到達できると予想するが、もし間に合わなければ再びクロウを先頭に停止、レーザーに対処する。基本方針は以上だ」

　旧東京タワーの屋上ですでに聞かされている作戦ではあるが、ハルユキは与えられた役割の重さを改めて意識した。

　メタトロンのレーザーは必ず弾はじいてみせる。その決意に揺らぎはないが、しかし、仮に……万が一、最初のレーザーを防御しておきながら二発目を防げなかったら。ハルユキだけでなく八人の仲間全員がメタトロンのテリトリー奥深くで即死し、しかも蘇そ生せい直後に再びレーザーを受けて死ぬという無限ＥＫ状態に陥おちいりかねない。どうあろうとその事態だけは防がねばならない。絶対に。

「……あそこに見える交差点を右に曲がった先が、待機位置となる公園だ。まずは周辺に他のエネミーがいないか確認し……」

　続く黒雪姫の指示を聞きながら、ハルユキは左手の指先で右腕の金属装甲をなぞった。手首から肘ひじにかけて、以前には存在しなかった溝グルーブが走っている。《光学誘導》アビリティ開眼に伴って出現した導光ロッドだ。背中の銀ぎん翼よくと比べればまるで目立たないが、確かに存在する、新たな力の証あかし。

　……頼たのんだぞ。みんなと……そして綸リンさんを、守ってくれ。

　小さなパーツに胸の奥で囁ささやきかけ、ハルユキは右みぎ拳こぶしを強く握った。




　一度目のダイブから、内部時間で約十五時間後──。

　ネガ・ネビュラスの七人とプロミネンスの二人は、最終ミッションたる《大天使メタトロン攻略作戦》の開始地点、東京ミッドタウンの北に広がる《ミッドタウン・ガーデン》の境界線に立った。

　公園内に建物はまるで存在せず、二百五十メートル先に屹きつ立りつする巨きよ塔とうとの間にはなだらかな草原だけが広がっている。あとは打ち合わせた通りにフォーメーションを組み、塔に向かって前進するだけ──

　と、思われたのだが。

「…………あれ、なに……？」

　広い公園が視界に入った途と端たん、チユリがあっけにとられたように呟つぶやいた。他の八人も、入り口となる大だい理り石せきのアーチ手前で棒立ちになる。

　草原の北側、メタトロンの攻こう撃げき圏けん内ないから三十メートルほど離はなれた位置に、奇妙なモノが存在した。巨大な、楕だ円えん形けいのオブジェクト。しかし完全な楕円ではなく、下部がどっしりと太くて上部がすぼまっているようにも見える。高さは六、七メートル、直径も四メートルほどはあるだろうか。

「……何だありゃ……エネミーじゃねぇっぽいけど……」

　ニコがアイレンズを細めながら言った。スカーレット・レインには《視覚拡張ビジヨン・エクステンシヨン》というアビリティがあり、普通は見えない各種情報を《視みる》ことができる。だが、そびえ立つ楕円体がエネミーでないことはハルユキにも解わかる。なぜならどれほど凝ぎよう視ししても体力ゲージが表示されないからだ。

「もともと現実世界の公園にあったオブジェが再現された……んでしょうか？」

　タクムの言葉に、ハルユキはなるほどと納得しかけたが、その意見も楓フウ子コによって否定された。

「いえ、わたしの知る限り、この場所にあんなオブジェはありません。それに、黄昏たそがれステージに再現されるなら白い大だい理り石せきになるはずですよ」

「確かにそうだな。あの球体、というかタマゴは、何色と表現すればいいんだ？　黒いような緑のような茶色のような……」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメが言ったとおり、赤い夕陽の下では、楕円体はかなり濃い色としか言えない。しかしハルユキは、色よりも《タマゴ》という単語に記き憶おくの一部が刺激されるのを感じた。以前にも、加速世界で何かを見て「卵みたいだ」と思ったことがあったような、なかったような。

「ねえハル」

　その時、いつの間にか隣となりにいたチユリが小声で囁ささやいた。

「あたし……どっかで、あれに似たもの見たような気が……」

「え、お前も？」

「ってことは、ハルも？」

　二人で顔を見合わせ、同じ方向に首を傾かしげ──そして同時に「あっ！」と短く声を上げる。黒雪姫たちが怪け訝げんそうな視線を向けてくるのも意識せず、再び黒っぽいオブジェを凝視する。

　確かに、とてもよく似たものを見ている。しかも、ほんの四日前。チユリと一いつ緒しよに、《理論鏡面セオレテイカル・ミラー》アビリティ習得のきっかけを求めてダイブした無制限中立フィールドで。しかし、あれはオブジェクト──《もの》ではなかった。エネミーでも、強化外装でもなかった。ハルユキたちと同じ、バーストリンカー。

「で、でもチユ、あいつは……あんなに大きく……」

　ハルユキが掠かすれ声で口走った、その刹せつ那な。

　巨大な楕だ円えん体たいの側面、夕陽に照らされていない漆しつ黒こくの部分に、赤い光が生まれた。西日の反射ではない。より深く、より濃密な、鮮血の赤。

　光は、二度、三度と小刻みに瞬またたいた。その生物的な動きを見た瞬しゆん間かん、ハルユキは直感した。光の源は、眼だ。深しん紅くの眼球を模した、強化外装。

　ＩＳＳキット。

「あれは……敵です！」

　夢中で叫んだハルユキの声に反応し、全員が身構えると同時に。

　楕円体が、動いた。長い眠りから醒さめた巨きよ獣じゆうの如ごとく、緩かん慢まんな身み震ぶるいを繰くり返しながら重々しく立ち上がる。草むらに沈み込んでいた黒い卵の下部には、短い脚が隠されていたのだ。

「敵!?　エネミーか!?」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメの驚きよう声せいに、ハルユキは素早くかぶりを振った。

「いえ、バーストリンカーです！」

「だ、だが、あのサイズは……」

　その疑問はもっともだ。立ち上がった卵形アバターの身長は、強化外装全展開時の赤の王をも上回るだろう。それに、ハルユキが四日前に見た《彼》は、デュエルアバターとしては巨体ではあったがこれほど常じよう軌きを逸いつしたサイズではなかった。三倍にまで巨大化してしまった理由も、今この場所に存在する理由もまるで解わからないが、しかし確かなのは、彼はＩＳＳキット・ユーザーであり、同時に──

「あいつ、マゼンタ・シザーの仲間なの」

　ハルユキの思考を代弁するチユリの言葉に、全員の緊きん張ちよう感かんが一気に高まった。ことにタクムの反応は顕著で、鋭するどく息を吞のみながら、右腕の杭打ち機パイルドライバーを音高く構える。

「なら、先制攻こう撃げきを……！」

　今にも突進しそうなタクムを、ハルユキは慌あわてて制止した。

「待ったタク、あいつ、物理攻撃はまったく効かないんだ！　弱点は確か、炎と、ええと……」

「凍とう結けつプラス打撃！」

　すかさずチユリが叫ぶが、九人の中に冷気を操れる者はいない。代わりに、火炎攻撃が得意なバーストリンカーは二人いる。

「任せろ！」

「なのです！」

　ニコと謡ウタイが最前面に飛び出し、身構える。ニコの拳こぶしを真しん紅くの過剰光オーバーレイが包み、謡の長弓には燃えさかる火矢がつがえられる。二人の、小さくも頼たのもしい後ろ姿に向けて、黒雪姫が鋭く指示を飛ばした。

「可能ならＩＳＳキットを狙ねらえ！　心意技による反撃にも気をつけろ！　──撃うて！」

　ごうっ、と空気を震ふるわせて、火炎でできた拳こぶしと矢が放たれた。ミドルレベル以下のバーストリンカーならば、一いち撃げきで消し飛んでもおかしくない威力の攻撃だ。卵形アバターの動きは緩かん慢まんで、もう防御も回かい避ひも間に合わない。胴体前面に張り付くＩＳＳキット目掛けて、二つの炎が猛然と迫せまる────

　ぐぱっ。

　湿った音とともに、卵が真横に裂さけた。四日前、レギオン《プチ・パケ》のマスターであるショコラ・パペッターを吞のみ込もうとした巨大な《口》がいっぱいに開かれる。内側には歯も舌も見えず、代わりにねっとりとした闇やみに満たされている。

　その暗闇の奥から、突とつ如じよ、漆しつ黒こくのエネルギー弾が五、六発同時に発射された。それらは二つの火炎弾と正面から激突し、空中でたちまち膨ふくれ上がった。ハルユキは大爆発を予感したが、そうはならなかった。渦巻く紅ぐ蓮れんと漆黒は、互いの威力を相そう殺さいするかのようにみるみる小さくなっていく。

　つまり、卵アバターの口から発射されたのは虚きよ無む属性の、しかもニコの《輻射拳レイデイアント・ビート》を打ち消したからには心意攻撃だ。そんな遠えん隔かく技わざを、ハルユキはひとつしか知らない。ＩＳＳキットが装着者に与える二種の技のひとつ、《ダーク・ショット》。しかしあれは、左右の手からしか発射できなかったはずだ。

「なんで……口から……!?」

　驚きよう愕がくの声を漏もらすハルユキの眼前で、いっそう驚おどろくべきことが起きた。

　縦二メートル、幅四メートルものサイズに開かれた巨大卵アバターの口から、次々と新たな人影が飛び出してきたのだ。その数、五、十……それ以上。サイズも形状も様々なシルエットは、戦せん闘とう用ようの人形パペツトでは有り得ない。

「レイン、メイデン、下がれ！」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメの指示で、遠隔型のニコと謡ウタイが後退する。二人を守るべく、ハルユキはタクムと共に前に出たが、それ以上は思考が現象についていかない。

　卵形アバターの前に横一列に並んでいく新手のバーストリンカーたちを、ハルユキは愕然と凝ぎよう視しした。十三人目のアバターが高々とジャンプし、くるりと宙返りを決めて草地に降り立つと、卵はようやく口を閉じた。すると、まるで中身を全すべて吐はき尽つくしたとでもいうかのように、巨大な卵がみるみる縮んでいく。

　ハルユキの記き憶おくにある、身長二・五メートルのサイズに戻ると卵アバターの収縮は止まった。短い手足、丸い小さな眼、間違いなく《アボカド・アボイダ》だ。

　そして、総勢十四名となったバーストリンカー集団を背後に従えて立つ細身の女性Ｆ型アバターこそ、四日前にハルユキたちと激戦を繰くり広げ、アッシュ・ローラーにＩＳＳキットを寄生させた《マゼンタ・シザー》に他ならなかった。

　暗い赤紫色の包帯を全身に巻き付けたような姿のマゼンタは、全身でそこだけ露ろ出しゆつした口くち許もとに艶えん然ぜんとした笑みを浮かべ、挨あい拶さつのつもりか、胸の前に交差させた両手を左右に広げた。その仕草と同期して、胸部の包帯装甲がはらりと解け、胸に貼はり付くＩＳＳキットを露あらわにする。背後に並ぶ、アボカドを含む全員の体にも、血の色の眼球が小暗く輝かがやいている。

　マゼンタ以下の十四人と、ハルユキたち九人は、およそ十メートルの距きよ離りを取って対たい峙じした。張り詰めた静せい寂じやくを、低い呟つぶやきが破った。

「どうやっ……て……」

[image: ]

　声の主は、右手の強化外装を油断無く構えたままのタクムだ。そのひと言はハルユキの内心をも代弁していた。

　いったい、どうやって九人を待ち伏せしたのか。

　マゼンタは昨日アッシュ・ローラーを襲しゆう撃げきした当人なのだから、ハルユキたちがアッシュを救うために今日ＩＳＳキット本体の破は壊かいに挑いどむところまでは予想できるかもしれない。だが、正確な時間を特定することは絶対に無理だ。そしてここは、一千倍に加速された時間が流れる無制限中立フィールド。仮に現実時間の午前十時から待ち伏せていたとしても、内部では実に三ヶ月以上もの時間が過ぎ去っている計算になる。

　それほどの長期間、ひとところに留とどまって周囲を警戒し続ければ、いざ標的が現れた時には疲労困こん憊ぱいしてしまってまともに戦えないはずだ。つまり、無制限フィールドでの待ち伏せは、事実上不可能なのだ。それができるのは、ハルユキの知る限り唯ゆい一いつの《減速能力者》である、加速研究会副会長ブラック・バイスのみ。

　またあいつが糸を引いているのか……とハルユキは一いつ瞬しゆん考えた。ブラック・バイスならば、午前中からミッドタウン・タワー周辺に潜ひそみ、標的を発見してから現実世界に戻ってマゼンタに知らせることは可能だ。だがその場合、現実側でのタイムラグを考えれば、マゼンタたちの登場は九人よりも後にならねばならず、公園に到着した時点ですでにアボカド・アボイダの姿があったことと矛む盾じゆんする。それに、ブラック・バイスら加速研究会は、ミッドタウン・タワーの防衛はメタトロンだけで充分と考えているだろうから、仲間でもないマゼンタのためにそこまで尽じん力りよくするとは思えない。

　息をいちど吸って吐はく間にそこまで考えたハルユキだったが、マゼンタ・シザーがいかなる手段で待ち伏せを成功させたのかはどうしても解わからなかった。身構えながらも頭を絞り続けるハルユキに、マゼンタは薄うすく微笑ほほえみかけると、ついに言葉を発した。

「こんにちは、シルバー・クロウ。お久しぶり、シアン・パイル。また会えて嬉うれしいわ」

「……ぼくは、二度と会いたくなかったですが」

　タクムが硬い声で応じる。彼は今月中頃ごろに世せ田た谷がやエリアでマゼンタと接触し、ＩＳＳキットの封印カードを譲じよう渡とされているのだ。当初は情報収集のために入手したそれを、やむを得ない事情からタクムは装着してしまい、あわや心意のダークサイドに引き込まれかけるという目に遭あった。

　つややかな唇くちびるに笑みを湛たたえたまま、マゼンタは尖とがった肩を軽くすくめた。

「ツレないわね。ワタシは、アナタとの再会をとっても楽しみにしていたのよ？」

「なら、それを証明するために、どうやってぼくらを待ち伏せたのか教えてください」

　何が《なら》なのか解わからないタクムの強引な要請に、マゼンタは微笑を苦笑に変えはしたもののあっさり頷うなずいた。

「イイわよ。クロウとの約束を破っちゃったお詫わびもしなきゃだし、ね」

「約束……？」

　鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやいてから、ようやく思い出す。

　四日前、世せ田た谷がやエリアで戦った時、ハルユキは確かにマゼンタと約束めいた言葉を交わした。『あんたが目的を達成するのが先か、僕たちがＩＳＳキット本体を破は壊かいするのが先か勝負だ』と。マゼンタは今日、キット本体を破壊せんとするハルユキたちを直接妨ぼう害がいに来ているわけで、それが約束違反と取れないこともない。しかし、だとすれば、マゼンタの行動はいよいよ不可解だ。

　背後でチユリが黒クロ雪ユキ姫ヒメたちに事情を説明する声を聞きながら、ハルユキは湧わき上がる疑問を投げかけた。

「でも、マゼンタ。あんたが昨日、アッシュ・ローラーにＩＳＳキットを無理やり寄生させたりしなければ、僕たちはキット本体の破壊をこんなに急がなかった。なんでだ……？　どうして、アッシュさんを狙ねらったんだ!?」

「その質問には、残念だけど答えられないわね。ワタシにも、いろいろシガラミってものがあるのよ。……で、最初の質問だけど。答えはカンタンよ……無制限フィールドでの待ち伏せが難しいのは、何日、何ヶ月と流れる時間に耐えられないからでしょ？　なら、その時間を感じずに済めば、いくらでも待っていられると思わない？」

「時間を……感じない……？」

　確かに、時間とは非常に主観的なものだ。楽しい時間は早く過ぎ、つらい時間はゆっくりと流れる。しかし、待ち伏せが楽しいはずがない。いつ、どこから敵が現れるかと警戒しながらひたすら待機する時間は、むしろ長く感じるのではないか。

　ヒントらしき言葉を聞いても疑問は深まるばかりだったが、その時、ハルユキの背後から静かな声が響ひびいた。

「そうか……後ろの卵形デュエルアバターに秘密があるんだな？　口の中に入っていたのは、身を隠すためだけではあるまい？」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメの指摘に、マゼンタは艶えん然ぜんと頷うなずき、右手で後方を示した。

「ご明察。でも、卵じゃなくてアボカドなのよね。あんまり喋しやべるのがトクイな子じゃないから、ワタシから紹介するわ。カレはアボカド・アボイダ、以後ヨロシクね」

　名前を呼ばれたせいか、最後方に陣じん取どる濃緑色のアバターがわずかに身じろぎした。だいぶ小さくなってしまったが、それでもこの場に存在する二十三名の中では間違いなく最大だ。

　戻した右手を腰に当て、マゼンタは言葉を続けた。

「《アボイダ》は回避するａｖｏｉｄ者、ってイミだけど、ソレだけじゃないの。元々は、虚無ｖｏｉｄにする……ってイミの言葉なのよ」

「虚きよ無む……だと？」

「そう。アボカドの口の中には、虚無以外には何もナイの。空間がナイから何人でも吞のみ込めるし……時間がナイから、中に入っている間は、外の時間を感じない。もっとも、吞み込まれると虚無にだんだんアバターを溶かされちゃうから、ソレへの防御手段は必要なんだけどね」

　マゼンタの言葉を解釈するのに、二秒ほどを要した。どうにかイメージできた瞬しゆん間かん、ハルユキは驚おどろきの声を上げていた。

「ええっ……じゃあ、つまり、こういうことですか？　無制限フィールドで、アボカドさんの口の中に入って、すぐにまた口が開いて外に出ると、実際にはものすごく長い時間が経たってる……みたいな……？」

「そのとおりよ、クロウ。ワタシの主観では、アボカドの口に入ったのはついさっきなの。ちなみに、ワタシたちがココで待ち伏せを始めたのは現実時間で午前九時ちょっと前だったんだけど、今って何時なのかしら？」

「……十二時半、くらいです」

「三時間半か。ってことは、こっちだと五ヶ月近く過ぎちゃってるワケね。普通だったら待ちくたびれて喋しやべる元気もないだろうケド、そういうコトだからお気遣いなく」

　にっこり笑うマゼンタに向けて──。

　低い、しかし強きよう烈れつな熱量を秘めた声が飛んだ。

「てめーの言葉にゃ欺ぎ瞞まんがあるぜ、マゼンタ・シザーとやら」

　ニコだ。ハルユキがちらりと後ろを見ると、黒の王の隣となりに立つ赤の王は、大きなアイレンズに鋭するどい光を浮かべてマゼンタを睨にらんでいた。

「あら、ギマンって何かしら……？」

「誤ご魔ま化かすなよ、てめーにももう解わかってるはずだ。虚きよ無むだかなんだか知らねーが、アボカド・アボイダの口に入ってた十三人が時間を感じなかったのは確かなんだろうさ。でもな……アボカド自身はどうなんだよ？　あいつは、この公園でたった一人、五ヶ月もひたすら待ち続けたんじゃねーのか？　それがどんなに辛つらいことか、てめーには解ってるのかよ？」

　高熱の炎にも似た糾きゆう弾だんを浴びて、ついにマゼンタの口くち許もとから笑みが薄うすれ、消えた。

　ニコの言葉に答えたのは、マゼンタではなく、後方に立つアボカド自身だった。

「おれ……平気……！」

　小さな真ん丸い眼を明めい滅めつさせながら、アボカドは叫ぶ。

「おれ、ずっと、寝てた……！　だから、平気……！」

　大きな口の下にはＩＳＳキットが寄生しているが、どうやらアボカドは、マゼンタほどではないにせよ自我を保っているようだ。対して、アボカドの前に並ぶ十二人は一様に押し黙だまり、アイレンズも光を失ってしまっている。思い返してみれば、四日前にショコラ・パペッターを食べようとした時も、アボカドは「ショコ、好き」と繰くり返していた。

　更さらに何か叫ぼうとする大型アバターを、マゼンタは右手で制した。ニコに向けて軽く一礼し、口を開く。

「初めまして、赤の王。アナタと《血まみれ仔猫ブラツデイ・キテイ》が加わっているのは予想外だったけれど、でも会えて嬉うれしいわ。……アナタの言うとおり、確かにワタシはアボカドに辛い役目を強しいた。ワタシだけでも長すぎる待ち伏せに付き合うベキだったけど、そうしなかった。でも、待つのが面めん倒どうだったワケじゃないわよ。……黒の王を相手にするなら、万全のコンディションで戦いたかった。ソレだけ」

　その言葉を聞いた黒クロ雪ユキ姫ヒメは、研とぎ上げられた刃の如ごとき声で応じた。

「やはり、貴様がクロウに託したＩＳＳキットの封印カードは、私への挑戦状だったのだな、マゼンタ・シザー」

「まあ、そういうコトになるわね。予定よりもかなり早くなっちゃったケド……コレ以上を望むのは贅ぜい沢たくというモノだわ。邪じや魔まが入らないうえに制限時間もない最高の舞台に、いまのワタシの全戦力を揃そろえられたんだから。黒の王と総力戦ができるなら、どんな誹そしりも甘んじて受けるわ」

「……私と貴様はこれが初対面だと思うがな。なぜそれほどまでに私との戦いを望む？」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメの問いに、マゼンタはすぐには答えようとしなかった。

　細く長い指先で、両腰に装備された片刃の短剣をつうっと撫なでる。顔の大半を覆おおい隠す包帯装甲の下で、唇くちびるが一いつ瞬しゆんだけきつく引き結ばれる。

　やがて発せられた声は、これまでハルユキが聞いたマゼンタ・シザーのあらゆる言葉の中で、最も鋭するどく、最も冷ややかだった。

「それは、アナタが、とても大きなモノを持って生まれたからよ、ブラック・ロータス」

「ほう？　たとえば、何だ？」

「数え切れないほどあると思うケド……集約すれば、《力》と《意志》かしらね？　バーストリンカーとして加速世界に降り立った時、すでにあなたは圧倒的な戦せん闘とう力りよくと確固たる意志力を備えていた。アナタの姿が、ソレを証明している」

　マゼンタは音もなく右手を持ち上げ、指先を黒雪姫に突きつけた。

「同レベル同ポテンシャルの原則？　フフ、笑っちゃうわね。ほんとうは、ダレだって心の中で認めてるハズよ。最初から強いバーストリンカーと、そうじゃないバーストリンカーがいるってコトをね」

　──勝手なことを言うな！

　ハルユキは叫びたかった。《潜在力ポテンシヤル》とはアビリティや必殺技の性能だけを指す言葉ではない。加速世界に降り立った時はろくな必殺技も強化外装も持っていなかったとしても、自分の心が生み出した分身を信じ、諦あきらめずに手を空へと伸ばし続けていれば、いつか必ずデュエルアバターは応こたえてくれる。ハルユキは、その信念に支えられて今日まで戦ってきたのだ。

　しかし同時に、耳の奥では、四日前にマゼンタから聞かされた言葉がまざまざと甦よみがえっていた。アボカド・アボイダは、生まれた直後に《親》から見捨てられ、親を含むレギオンメンバーに初期ポイントを強ごう奪だつされた。全損の瀬せ戸と際ぎわでマゼンタにＩＳＳキットを与えられ、親たちを返り討うちにして、逆に全損に追い込んだ。

　アボカドに《いつか》はなかったのだ。マゼンタが介入しなければ確実に全ポイントを奪われ、加速世界から永遠に追放されていた。強い力も、格好いい外見も持っていなかったという、それだけの理由によって。アボカドを救ったのは、同レベル同ポテンシャルの原則ではなく、ＩＳＳキットだ。

　歯を食いしばったまま何も言えないでいると、ハルユキとタクムの間に進み出た黒雪姫が、落ち着いた声を発した。

「貴様の主張は心に留めておこう。だが、それと、私の姿がどう関係する？」

　にべもない反応に、マゼンタは再び薄うすい笑みを滲にじませる。

「……デュエルアバターは、心の傷を鋳い型がたとして生まれる。ソレは誰だれでも知ってるコトよね。傷、つまり《欠落》の形や大きさが、アバターに反映されるとしたら……コレはワタシの個人的な意見だケド、アバターの対称性が高ければ高いほど、そのバーストリンカーは、他人を必要としていないコトになる」

「対称性……？　それは、左右が同じ形、ということか？」

「そうね、左右でも、前後でも、上下でも。対称シンメトリーとは、つきつめれば、不変だってコト。それだけで完結してるってコト。学校で習ったでしょ？　対称性が高い分子ほど安定してて、壊こわれたり、結合したりしない……って」

　……そんなの習ったかな。

　こんな状況ではあるが少々不安になったハルユキは、左後ろに立つパドさんについ訊きいてしまった。

「……そ、そうなんですか？」

　答えは、

「作戦が終わったら《ベンゼン》《共鳴安定化》で検索して」

　というものだった。とりあえず中学二年で習う感じの用語ではなかったので、「ハ、ハイ」と頷うなずいて前に向き直る。同時に、黒クロ雪ユキ姫ヒメが小さく肩をすくめるような仕草とともに言った。

「分子の対称性をデュエルアバターに当てはめるのは少々強引だと思うがな。だいたい、私のアバターが左右対称だと言うのなら、貴様も、貴様の仲間たちもそうだろう？」

「ぱっと見は、そうかもね。でもね、黒の王、アナタのその姿には、他のほとんどのアバターが持っていない、完全なる対称性が隠されているのよ」

　謎なぞめいた言葉を口にしたマゼンタは、しなやかな動きで右手を持ち上げ、細い指をいっぱいに広げた。ジェスチャーの意味をすぐには理解できず、ハルユキはマゼンタの手に見入った。指の数は、ハルユキと──そしてほとんどのデュエルアバターと同じ五本。配置もノーマルで、わざわざ見せつけるような何かがあるとは思えない……。

　そこまで考えた瞬しゆん間かん、ハルユキはようやく理解した。

　デュエルアバターの、いや人間の手は、それだけを見るなら左右対称ではない。人差し指と小指の長さはぜんぜん違うし、親指の反対側には何もない。だが、この場でただ一人、黒の王ブラック・ロータスだけは、左右、そして前後対称の手を持っているのだ。触ふれるもの全すべてを断ち切る、両刃の剣として。

　黒雪姫には、マゼンタが手を掲かかげた時点で彼女の言わんとすることが解わかっていたのだろう。沈ちん黙もくを守る黒の王を正面から見据え、マゼンタは鋭するどさを増した声で続けた。

「ワタシたちの手は非対称。誰だれかの手と繫つなぎ合わせた時だけ、対称になる。でも、ブラック・ロータス、アナタの手は違うわ。アナタの二本の剣は、ソレだけで完全な対称性を得ている。アナタは誰も必要としていない。最初から、必要なモノを全て持って生まれてきたから」

「か……勝手なことを……！」

　どうしても我が慢まんできなくなり、ハルユキは声を荒らげた。

「アバターの外見だけで、そんなことまで解わかるもんか！　だいたいあんた、この前は『ペアが嫌きらいだ』って言ってたろ！　いまの言い草と矛む盾じゆんしてるぞ！」

「あら、ちょっと違うわよ、ボク」

　マゼンタは、下ろした右手をひらりと翻ひるがえす。

「ワタシが嫌いなのは《二つで一つ》。だいたい、ワタシは黒の王が究極の対称性を体現してるから戦いたいんじゃナイのよ。ひとりでドコまでも行けるほどの強さを持ちながら、《子》を作って、レギオンを結成して、親子ゴッコや友情ゴッコをしてるのが気に入らないの。黒のレギオンの、《悪と戦う選ばれし騎き士したち》みたいな感じが、どうしても許せないのよ」

　抑制された口調とは裏腹に、肉厚の刃を深々と突き立てるような言葉だった。憤激のあまり、ハルユキは目の前が白っぽくなるのを感じた。タクムとチユリのみならず、いままで黙だまって聞いていた楓フウ子コたちからも、無色の炎に似たオーラが放たれる。

　だが、ここまで言われてもなお、黒クロ雪ユキ姫ヒメは気け色しきばむ様子もなく淡々と応じた。

「なるほどな、やっと貴様の言わんとするところが理解できたよ、マゼンタ・シザー。ＩＳＳキットによる加速世界の均質化を目指す貴様にとっては、いわゆるエリート集団が最大の敵というわけだ。だがな……、そもそもＩＳＳキットという代しろ物ものは、たった一人の……」

　そこで言葉を切り、軽くかぶりを振る。

　黒雪姫が吞のみ込んだのは、おそらく、「たった一人の究極の狂戦士バーサーカーを造るためのものだ」という意味合いの言葉だろう。ＩＳＳキット本体に膨ぼう大だいな負の心意を蓄積させ、それを高位の強化外装に流し込んで、《災さい禍かの鎧よろいマークⅡ》を誕生させる──。三日前、有アリ田タ家を訪れたアクア・カレントが披ひ露ろうした仮説だ。いかにも加速研究会が考えそうなことではあるが、残念ながら証拠は何もない。今それを口にしても、マゼンタを納得させられるとは思えない。

　代わりに黒雪姫は、あくまで淡々とした声こわ音ねで続けた。

「……いや、キットについては今いま更さら言うべきことはない。我々は、力でそれを破は壊かいするためにこの場所へ来たのだからな。それに、我々をエリート集団扱いする貴様の言い草にも承服しかねるが……事ここに及べば、どんな反はん駁ばくも意味はあるまい。あとは拳こぶしで語ろう。我々の力が、最初からシステムに与えられただけのものであるか否いなかを」

　磨みがき上げられた鋼はがねの如ごとく、滑なめらかさの奥に強きよう靭じんな芯しんを秘めた黒の王の言葉を、マゼンタは正面から受け止め、頷うなずいた。

「そうね。ワタシも言いたいコトはだいたい言わせてもらったケド……最後にもう一つだけ。この戦いでソッチが勝ったら、ワタシたち十四人をどうしようと構わないわ。たとえ連続キルでポイント全損させられても、恨うらんだりしない。でも、コッチが勝ったら……黒の王、アナタはもうＩＳＳキットには手出ししないで。世界が生まれ変わるところを、ただ見ていると約束して」

「……せっかく困難な待ち伏せを成功させたのに、それだけでいいのか？　無制限フィールドで勝利すれば、我々を全損させたり、あるいは一人ずつＩＳＳキットを強制装着させることも可能だと思うが」

「イイわ。《時計の魔女ウオツチ・ウイツチ》がいる以上キットは剝はがされてしまうし、王を二人全損させようと思ったら、ドレだけ時間がかかるか想像もできないもの。それに……ワタシは、アナタたちに見てほしいの。全アバターの能力が平均化されて、タッグもレギオンも意味を持たなくなった世界を。力にも姿にも恵まれずに生まれたバーストリンカーが、ソレを理由に排はい斥せきされるコトのない、新しい加速世界の姿を！」

　マゼンタが声こわ高だかに言い切ったその瞬しゆん間かん、背後にひっそり並んでいたデュエルアバターたちのアイレンズが、一様に赤く輝かがやいた。まるで、マゼンタ・シザーのラジカルすぎる思想に、強く共鳴するかのように。

　恐らく、アボカドを含むマゼンタ配下の十三人は、世せ田た谷がやエリアや大おお田たエリアを拠点としていたバーストリンカーたちだろう。レギオン《プチ・パケ》の二人がそうだったように、彼らの中にも意に反してキットを無理やり寄生させられた者はいるはずだ。しかし、キットの出現から二週間以上が経たち、夜ごとの《並列処理》による同調が進んだ今、全員がマゼンタの強固な信念のもとに一つになっていると見るべきだ。個別の説得は、もはや通用するまい。

「……よかろう。ここで敗れれば、ネガ・ネビュラスは貴様が目的を果たすまで干かん渉しようしないと約束する。もっとも、仮に我々以外の全バーストリンカーがＩＳＳキット・ユーザーになったとしても、我々は戦いをやめるつもりはないが」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメの宣言に、マゼンタは満足そうに微笑ほほえんだ。

「ソレでこそ黒の王、ね。じゃあ、そろそろ始めましょうか。悪いケド、一人ずつ代表を出しての試合形式トカは受けられないわよ。そんな戦争ゴッコは趣しゆ味みじゃないから」

「もちろん私もそんなことは考えていない。どうせ貴様らがＩＳＳキットを……負の心意技を使う以上、ルール無用の殺し合いにならざるを得ないさ。そして、どちらが勝とうと貴様らは知ることになる。何でもありの心意戦の恐ろしさ、惨むごたらしさ、そして空むなしさを……大昔から心意システムが秘ひ匿とくされ続けてきた、その理由をな」

　そう告げる黒雪姫の声は、やはりあくまでも静かで、いっそ悲しげにすら感じられた。だが同時に、仄ほのかな青紫色に揺らめく過剰光オーバーレイが漆しつ黒こくのアバターを包み、黒雪姫の確固たる闘とう志しを示した。

　黒の王は、少し体を傾け、周囲のメンバーに向けて囁ささやいた。

「レイン、レイカー、それに皆。マゼンタにはああ言ったが、強力な心意技は大型エネミーを引き寄せてしまうから、序じよ盤ばんは耐えてここぞという所で一気に殲せん滅めつする。バーストリンカー相手だと少し穴に引きずられるかもしれないが……それは全すべて終わってから対処しよう」

「おう」「了解」

　ニコと楓フウ子コが答え、他の六人も頷うなずいた。臨戦態勢に入ろうとしたその時、黒クロ雪ユキ姫ヒメの向こう側にいるタクムが、強い決意を秘めた声で言った。

「マスター。最初、マゼンタ・シザーの相手は任せてくれませんか。彼女とネガ・ネビュラスの因いん縁ねんを作ってしまったのはぼくですから」

「……いいだろう。だが、突出しすぎるなよ。皆も忘れてはいないと思うが、この場所はメタトロンの攻こう撃げき範囲ぎりぎりだ。タワーに近づきすぎれば、上からレーザーを撃うたれてしまう。限界ラインは……」

　言いながら、黒雪姫は草原を東西に横切る大だい理り石せきの小道を視線で示した。メタトロンの攻性化範囲アグロレンジである二百メートルラインからは、二十メートルほど離はなれている。

「あの道に設定しよう。何があってもあそこを越えないように気をつけてくれ」

　再び、全員が深く頷いた。

　十メートル南で、同じように仲間たちに指示を出していたマゼンタがこちらに向き直り、左右の腰に装備された小剣を同時に外した。

「パイル、憶おぼえてると思うけど……」

　ハルユキが囁ささやくと、タクムはすぐに応じた。

「あの剣が合体してハサミになる……だろ？　大だい丈じよう夫ぶ、対抗策は考えてるよ。クロウ、ベルを……」

　今度は、ハルユキが即座に頷いた。

「任せろ、ちゃんと守る」

　いつもなら「またミソッカス扱いして！」とチユリがむくれる場面だが、さすがに今は何も言わずにハルユキのすぐ後ろに移動した。この戦場で、恐らくチユリだけが心意システムを使えない。貴重な回復術師ヒーラーである彼女を狙ねらう心意技は、ハルユキが全すべて防がねばならない。

　黒の王をリーダーとする九人と、マゼンタ・シザーをリーダーとする十四人は、ガシャッ！　と硬質な音を発して同時に身構えた。

　黄昏たそがれステージの乾いた大気が急速に張り詰めていく。金属装甲が帯電するかの如ごとき緊きん迫ぱく感かんの中、ハルユキは意識の片隅でちらりと考えた。

　もしこれがノーマルな集団戦なら、開戦前に敵チームの全員を注視し、アバターの色や形状から能力を推測するところだ。しかし、この戦いに限ってはほぼ意味がない。なぜなら、マゼンタを除く敵の全員が、ＩＳＳキット由来の心意技《ダーク・ブロウ》《ダーク・ショット》だけで攻こう撃げきしてくるはずだからだ。十三人の大きさ、形状、装甲色は様々だが、もはやそれはバーストリンカーの個性を表さない。

　……マゼンタ・シザー。

　……本当に、それが、あんたの望む加速世界の姿なのか。

　ハルユキの脳裏に弾はじけたその思考が、限界まで圧縮された戦場の空気に着火したかのように──。

　二十三のデュエルアバターが、一気に動いた。
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　先手を取ったのはマゼンタ軍だった。

　横一列に並ぶ十二人が完かん璧ぺきに同期した動きで右手を突き出し、最後方のアボカド・アボイダが少し遅れて同じ構えを取る。全員の胸に貼はり付く眼球型強化外装が、濁にごった血の色の閃せん光こうを放つ。

「「「ダーク・ショット」」」

　ぴったりと息の合った──今度もアボカドだけわずかに遅れたが──、しかし耳みみ障ざわりな不協和音に満ちた技名発声。十三人の掌てのひらにどす黒いオーラが渦巻き、凝ぎよう集しゆうして、ズシュウッ！　と重い振動音とともに漆しつ黒こくのビームを迸ほとばしらせる。

　ここ二週間の戦いで、幾いく度どとなく見たり受けたりしてきた技だが、さすがにこれほどの数の集中射しや撃げきを浴びせかけられるのは初めてだった。一発直撃されただけでも即死しかねない威力を秘めた虚きよ無むエネルギーの非実体弾は、空中で四、五発ずつ寄り集まり、三本の巨大な槍やりとなって迫せまる。

　真っ先に反応したのは、ロータス軍九人の真ん中に陣じん取どる楓フウ子コだった。

「《旋回風路スワール・スウエイ》！」

　車くるま椅い子すに座ったまま右手を前へとかざし、緑色のつむじ風を生み出す。ハルユキと黒クロ雪ユキ姫ヒメの間を抜けて伸びる風はたちまち横向きの竜巻とでも言うべき規模に膨ふくれ上がり、固まって立つ九人をほとんど覆おおい隠す。

　直後、三本の大おお槍やりが竜巻の前面に触ふれた。ぎゅうううっ！　と異様な共鳴音を放ちながら槍は竜巻に引き込まれ、緑の螺ら旋せんを黒く濁にごらせる。

　文化祭の最中に、ＩＳＳキットに支配されたアッシュ・ローラーのバイクと戦った時、楓フウ子コはこの技で二発のダーク・ショットを同時に弾はじいてみせた。だが、今回はその六倍以上の威力だ。竜巻を支える楓子の右手が震ふるえ、唇くちびるからかすかな呼気が漏もれる。

　極ごく太ぶとのバネを弾くような衝しよう撃げきとともに、槍の一本が竜巻から弾き出され、遥はるか右後方の建物に突き刺さって大穴を空あけた。続いてもう一本がまっすぐ上に飛び出し、夕焼け空の彼方かなたへと消えた。

　しかし最後の槍は、まるで生き物の如ごとく遠心力に抗あらがい、じわ、じわと竜巻の根本に近づいてくる。もしまっすぐ抜けてくれば、楓子の右腕は丸ごと吹き飛ばされるだろう。ハルユキは無意識のうちに右手の五指を伸ばし、《光線剣レーザー・ソード》の構えを取りかけたが、ヘタに手を出せば竜巻の回転力を削そいでしまう。そうしている間にも、漆しつ黒こくの槍は少しずつ前進してくる──。

「《激渦流メイルストロム》」

　静かな声が響ひびいたのはその時だった。氷ヒ見ミあきら──アクア・カレントは、まっすぐ伸ばした左手から青い渦を生み出した。楓子の技とよく似ているが、竜巻を形作っているのは風ではなく水だ。心意技である証あかしとして、飛び散る水滴の一粒ひとつぶが、淡いブルーに輝かがやいている。

　青い竜巻は、緑の竜巻の右側から近づき、接触し、瞬しゆん時じに融ゆう合ごうした。

　ごうっ！　と凄すさまじい嵐あらしが吹き荒れ、ハルユキは思わず仰のけ反った。二倍に巨大化した竜巻から飛び散る無数の水滴が、びしびしと装甲表面に弾ける。もし内部に吞のまれたら、たちまち雨粒に体力ゲージを削り取られるだろう。

　旋せん風ぷうに加えて渦か流りゆうのパワーを得た竜巻は、漆黒の槍をたちまち押し戻し、ほとんど百八十度逆転させて解き放った。元来た方向へ唸うなりを上げて飛んだ融合ダーク・ショットは、マゼンタ軍を直撃するには至らなかったものの、すぐ近くの草原に突き刺さって黒い火柱を上げ、敵のフォーメーションを乱した。

「今だ！」

　黒雪姫が鋭するどく叫んだ。

「パイル、レパード、私と共に突撃！　レイン、メイデンは援護射撃！　レイカー、カレントは防御、ベルは回復、クロウはベルを守れ！　──行くぞッ!!」

「はいっ！」「Ｋ」

　タクムとパドさんが、黒雪姫に続いて敵てき陣じんに突っ込んでいく。ニコは拳けん銃じゆう《ピースメーカー》を、謡ウタイは長弓《フレイム・コーラー》を構え、楓子とあきらは次のダーク・ショットを防ぐべく備える。

　そしてハルユキは──とりあえず、チユリの顔を見た。すると黄緑色の魔ま女じよ型がたアバターは、三角帽ぼう子しを傾けて言った。

「え、えへへ……クロウ、護衛よろしくね」

「おう、任せろ！」

　と叫んではみたが、正直なところ、居ても立ってもいられない気分ではある。敵軍にはいない回復術師ヒーラーを守り抜く役目の重要性は理解しているが、黒クロ雪ユキ姫ヒメと一いつ緒しよに突とつ撃げきできないのがどうにももどかしい。

　というハルユキの内心を察したのか、チユリが前線を注視しながら小声で言った。

「……クロウ、あたしも心意システムの練習したほうがいいのかなあ」

「え……」

　その言葉を聞いた途と端たん、浮き足立った気持ちがすうっと静まった。次の攻撃に備えながら、素早くかぶりを振る。

「いや、急ぐことないよ。ほんとは、使わずに済めばそのほうがいいんだ。今はＩＳＳキットのおかげで心意攻撃される場面が増えてるけど、本体を破は壊かいしちゃえばその状況も収まるはずだし、そしたらゆっくり考えればいいよ」

　ハルユキの囁ささやき声に答えたのは、チユリではなく楓フウ子コだった。

「ほんとに、成長しましたね、鴉からすさん」

「えっ、いや、そんな、ことは……」

「全部終わって向こうに戻ったら、いい子いい子してあげます。だから、今はきっちり役目を果たしてね」

　どうやら、飛び出していきたい内心までも見透かされていたらしい。ハルユキが、首を縮めながら「はい！」と叫んだ、その直後。

　敵陣で、タクムの雄お叫たけびが響ひびき渡った。

「オオオオオ…………──《蒼刃剣シアン・ブレード》!!」

　久しぶりに聞く技名発声と同時に、シアン・パイルの右腕に装着された杭打ち機パイルドライバーが閃せん光こうを放って分ぶん離りする。左手に握られた鉄てつ杭くいだけが残り、それは瞬しゆん時じに大型の両手剣へと変化する。心意によって生み出された剣である証あかしとして、刃を青い炎に似た過剰光オーバーレイが取り巻いている。

　両手で握り直した剣を勢いよく中段に構えるタクムの前方では、マゼンタ・シザーが左右の手に持った小剣を交差させていた。鋭するどい金属音を響かせて二本の剣が接合され、巨大なハサミへと変わる。しかも、以前ハルユキと戦った時と異なり、ハサミ全体が闇やみのオーラに包まれている。

「気をつけろ、タク……！」

　ハルユキは、届かないと知りつつもそう囁かずにいられなかった。

　マゼンタのハサミは、《遠隔裁断リモート・カツト》というアビリティを備えている。ブレードを閉じるたび、不可視の切断力が遠く離はなれた標的を捕らえ、断ち切るのだ。眼に見えない攻こう撃げきを回かい避ひするにはハサミの延長線上から大きく飛び退のくしかないが、ジャキジャキ連続で開閉されればすぐに追いつかれてしまう。

　ハルユキは、単独では遠隔裁断を攻略できず、ショコラ・パペッターが作ったチヨコ人形チヨペツトの助けを得てなんとかマゼンタの懐ふところに飛び込むことができた。だがこの場にショコラはいないし、黒クロ雪ユキ姫ヒメもパドさんも同時に複数のＩＳＳキット・ユーザーを相手にしていてタクムの援護はできそうにない。ニコと謡ウタイは次々に弾丸と火矢を発射しているが、半分以上が《ダーク・ブロウ》に迎撃されてしまい、敵の数を減らすには至っていない。

「ベル、オレが指示したらパイルに回復頼たのむ」

「了解」

　ハルユキの言葉にチユリが頷うなずいた、次の瞬しゆん間かん。

　マゼンタの、闇やみのオーラに包まれたハサミが閃ひらめいた。秒間五回にも達しようかという、猛もう烈れつな開閉スピードだ。一ひと繫つながりになった金属音が吼ほえ猛たけり、タクムの全身をオレンジ色の火花が包み込む。

　ハルユキは反射的にヒールの指示を出しかけたが、ぐっと声を吞のみ込んだ。よくよく見れば、切断力のほとんどは心意剣が盾たてとなって弾はじいているようだ。マゼンタはハサミを開閉させながら上下左右に動かすのだが、タクムもその照準を剣で正確にトレースし、アバターへの直撃を防ぎ続ける。

　しかし、このままではジリ貧だ。マゼンタのハサミは銃ではないため、理論上無限に攻撃を続けられる。いっぽうタクムは無限に回かい避ひし続けることは不可能なので、どこかで反撃に転じねばならないのだが、剣を振りかぶる隙すきがない。一瞬でも正せい中ちゆう線せんから剣を外せば、その直後に首を落とされかねない。

　──僕の《光線槍レーザー・ランス》なら、マゼンタに隙を作れる。

　という刹せつ那なの思考を、ハルユキは振り払った。

　心意技を撃うつ間に敵の誰だれかがチユリを狙ねらうかもしれないし、それ以前に、タクムは《遠隔裁断リモート・カツト》の恐ろしさを知った上で自みずからマゼンタとの対たい峙じを望んだのだ。ならば彼には、この状況から攻めに転じる策があるはず…………

「…………っ！」

　ハルユキは、視界の端はしで黒いオーラの集中を捉とらえ、両手を構えると同時に叫んだ。

「ダーク・ショット、来ます！」

　直後、敵の右う翼よく六人が同時に漆しつ黒こくのビームを発射した。今度は攻撃を融ゆう合ごうさせずに、全員が別々の標的を照準している。

　楓フウ子コとあきらが素早く手をかざし、自分たちとニコ、謡を狙う心意弾を防ぐべく、緑と青の竜巻を生み出した。ハルユキも両手に銀色の過剰光を宿らせると、自分とチユリに向けて飛来する闇やみの塊かたまりを凝ぎよう視しした。

「《光線レーザー》……」

　右手の剣で一発目を上空へと弾はじき飛ばし、

「《剣ソード》!!」

　左手の剣で二発目を地面に叩たたき落とす。

　役割を果たし終え、再び視線をマゼンタ対タクムの戦場へと戻したハルユキは、思わず全身を強こわ張ばらせた。

　タクムの《蒼刃剣シアン・ブレード》を包むオーラが小刻みに明めい滅めつし、今にも消えそうになっている。よくよく見れば、長大な刀身そのものにも無数の傷が走り、このままではいずれ砕くだかれてしまうだろう。

　考えてみれば、マゼンタのハサミが放つ実体なき切断力をタクムの剣はその身を挺ていして防ぎ続けていたのだから、削りダメージは剣にのみ蓄積する理屈だ。《防御しているだけでは絶対に勝てない》というのはブレイン・バーストの、いや対戦格かく闘とうゲームの大前提だが、マゼンタのハサミは強制的にその状況を作り出す、ハルユキが考えていたよりも遥はるかに恐ろしい武器だったのだ。

　ぴきっ、と鋭するどい音を発して、両手剣がひときわ大きく刃は毀こぼれした。

　マゼンタ・シザーがにやりと笑い、ハサミの向きを固定するといっそう激しく開閉させた。どうやらアバター本体を狙ねらうのをやめて、先に剣を破は壊かいするつもりらしい。まるでグラインダーを当てられているかの如ごとき火花が眩まばゆく輝かがやき、両手剣の中ほどが目に見えて傷ついていく。

　──折れる……！

　ハルユキが歯を食い縛しばった、その刹せつ那な。

　タクムの足あし許もとで、爆発じみた土煙が上がった。

　青い巨体が、大型アバターとは思えない速度で突進する。ぼろぼろの剣で不可視の刃を弾きながら、五メートル以上もあった間合いを一いつ瞬しゆんで詰め──。

　がきん！　という強きよう烈れつな金属音とともに、ハサミの開閉が停止した。二枚のブレードの間に、タクムの剣が入り込んでいる。

　ここでやっと、ハルユキはタクムの作戦を理解した。

　彼は、マゼンタが剣を狙い始める瞬間をひたすら待っていたのだ。照準さえ固定されれば、そのまま前進することによって間合いを詰められる。そして、本物のハサミに剣を嚙かませてしまえば、もう《遠隔裁断リモート・カツト》は発動できない。

　もちろんタクムも剣を動かせなくなるが、しかし、剣道選手である彼は鍔つば迫ぜり合いからの攻め方を知っている。

「オ……オオッ！」

　咆ほう哮こうとともに、タクムが更さらに一歩踏ふみ込んだ。柄つかを握ったままの両りよう拳こぶしがハサミの下を潜くぐり、マゼンタの胸──そこに寄生する深しん紅くの眼球を激しく打ち据える。

　粉ふん砕さいするには至らなかったが、重量級アバターの渾こん身しんの一いち撃げきを浴びたＩＳＳキットは、どす黒いスパークを撒まき散らしながら上下の瞼まぶたを固く閉じた。マゼンタ本人にもダメージが逆流したのか、赤紫色の包帯に覆おおわれた体が痙けい攣れんし、大きく仰のけ反る。ハサミを握る両手からわずかに握力が抜けた、その瞬しゆん間かんを逃さずにタクムは思いきり剣を突き上げた。

　マゼンタ・シザーの名前の由来でもある大バサミが、持ち主の手を離はなれ、高々と宙に舞った。タクムは、この戦いで初めて剣を大だい上じよう段だんに振りかぶり、裂れつ帛ぱくの気合いを放った。

「エイアアアアアッ!!」

　落下してくるハサミを、真上から神速の斬ざん撃げきが追い抜き──。

　黒い凶きよう器きは、真ん中から二つに断たれた直後、無数の欠片かけらとなって四散した。

　──タク！　やったな！

　ハルユキは、ありったけの気持ちでそう念じた。

　あれほど傷だらけにされながら、心意剣を具現化し続けられる精神力。防戦一方の状況で、ひたすら逆転の機を待ち続ける忍耐力。そして、膠こう着ちやく状態から一気に流れを引き寄せる瞬発力。それら全すべてが自分を上回っているとハルユキは感じたが、悔くやしさよりも嬉うれしさのほうがずっと大きかった。

　油断なく敵陣に眼を配りながらも、友のために小さくガッツポーズをしようとした、その時──。

「……危ない!!」

　後ろで、チユリが叫んだ。

　一瞬、見落としていた敵がこちらにダーク・ショットを撃うとうとしているのかと思ったが、そうではなかった。チユリの声は、タクムに向けたものだ。彼のすぐ前で仰あお向むけに倒れ、まだＩＳＳキットを直撃されたダメージから回復していないと思われたマゼンタ・シザーの右手に、黒いオーラが宿っている。

　直後、タクムもそれに気付き、再び剣を振りかぶろうとした。しかし、わずかに遅かった。マゼンタの右手から、一切の前兆なく漆しつ黒こくのビームが迸ほとばしったのだ。

「くっ……」

　タクムは攻撃を中断し、剣でビームを防ごうとした。どうにか軌道を逸そらすことには成功したものの、虚きよ無むの細流がヘルメットの側面を掠かすめ、鮮血に似たパーティクルを散らす。

　しかし、より深刻なのは蒼刃剣のダメージだった。至近距きよ離りからのダーク・ショットを防いだことで更に大きく刃は毀こぼれし、過剰光もほとんど消えてしまっている。タクムは反撃を諦あきらめ、後方へとジャンプした。その間にマゼンタも立ち上がり、左手で胸の眼球をかばいながらも、右手でシアン・パイルを狙ねらい続ける。

「あいつ……技名なしでダーク・ショットを……」

　ハルユキは低く呻うめいた。四日前の戦いでは、マゼンタ・シザーは心意技の発動に技名発声を必要としていたはずだ。つまり、短い期間で彼女も技を進化させてきたのだ。

　さすがだ、と思ういっぽうで、ハルユキは呟つぶやかずにいられなかった。

「…………なんでだよ……」

　なぜ、そこまでの向上心が──更さらなる高みを目指す情熱がありながら、それをＩＳＳキットの拡大に捧ささげねばならないのか。あらゆるデュエルアバターが同じ技を持ち、あらゆる個性が意味を失った世界は、己の全すべてを犠ぎ牲せいにしても実現しなければならないものなのか。

　タクムと対たい峙じするマゼンタは、もちろんハルユキの疑問に答えることはなかった。代わりに素早く左手を動かし、仲間に指示を出す。前線に斬きり込んだブラック・ロータス、ブラッド・レパードと戦っていた七人と、ハルユキたちに遠えん距きよ離り攻こう撃げきを行っていた六人が公園の東側へと移動し、同じくタクムから距離を取ったマゼンタを加えて密なフォーメーションを組む。

　アボカドを中心とした後列、マゼンタを中心とした前列が整然と並ぶ二重の横おう陣じんは、全員の胸に装着されたＩＳＳキットの赤い輝かがやきと相まって、まるでひとつの超大型デュエルアバターであるかのような迫はく力りよくを醸かもし出していた。

　しかし、個々のアバターに眼を向ければ、無傷な者はマゼンタ一人だけだ。他の十三人は、黒クロ雪ユキ姫ヒメの剣、パドさんの爪つめと牙きば、ニコの銃弾、謡ウタイの火矢で全身に傷を負っている。ことにアボカドは、ニコと謡の遠えん隔かく攻撃を体で防いだせいで軟質装甲が弾だん痕こんと焦こげ跡だらけだ。

　集結する敵軍を深追いせず、いったんハルユキたちの所に戻ってきた黒雪姫は、冷静な声で指示した。

「マゼンタ以外の体力ゲージは、ほぼ半減に揃そろえてある。敵軍の突撃をこちらも固まって迎え撃うち、全員の心意技で一気に殲せん滅めつする」

「……はい！」

　ハルユキは、かすかな戦せん慄りつとともに頷うなずいた。

　黒雪姫とパドさんは、敵左さ翼よくを攻めあぐねていたわけではない。前後左右から繰くり出される必殺の《ダーク・ブロウ》を躱かわしながらも、敢あえてダメージを単体に集中させず、敵軍の体力ゲージを平均的に減らしていた。同じことを、ニコと謡もしていたのだろう。しかも四人は、エネミーを呼び寄せる危険を少しでも減らすために、心意技を一切使わなかったのだ。

　そんなことが可能だったのは、王二人を含むハイランカー四人の実力もさることながら、敵の攻めが単調だったせいだ。いかに一発一発の威力は凄すさまじくとも、同じ種類の攻撃しか来ないと解わかっていれば対処は容易になる。ようやく新米ニユービーの域を脱したかどうかのハルユキでさえ、いまや単発のダーク・ショットならほぼ確実に弾はじけるくらいなのだから。

　────マゼンタ・シザー。あんたの目指す新しい世界での戦いは、確かに公平なのかもしれない。

　────でも、それはたぶん、もう《対戦》じゃない。

　刹せつ那なの思考を両りよう拳こぶしで握り潰つぶし、ハルユキは身構えた。

　三十メートル先で、マゼンタ軍十四人も右拳を顔の前に掲かかげた。

　ダーク・ショットの一いつ斉せい射しや撃げきは楓フウ子コとあきらの竜巻で完全に防がれてしまうと敵も理解しているはずなので、もう遠えん隔かく攻撃は来ないだろう。きっと最後は、小細工なしの総員突撃で勝負を決めにくる。

　地平線を流れる雲が、黄昏たそがれステージの巨大な夕陽にかかり、世界がわずかに翳かげった。

　数秒後、雲の切れ間から、紅あかいレンブラント光が戦場に降り注いだ。

　それを合図に、双方とも動いた。マゼンタ軍は、二列の横おう陣じんを組んだまま、地じ響ひびきを上げて突進。ロータス軍は、黒クロ雪ユキ姫ヒメを中心に鶴かく翼よく陣じんとなって迎え撃うつ。十四の拳を闇やみのオーラが包み、ライム・ベルを除く八人が色とりどりの過剰光を迸ほとばしらせる。局所でフル稼か働どうする心意システムが、大気に青白い雷光を走らせる──。

　しかし。

　両軍最大最後の激突は、寸前で中断させられた。

　いきなり、大地が烈はげしく震ふるえた。天地を引き裂さくような轟ごう音おんとともに足あし許もとから強きよう烈れつな縦揺れが突き上げてきて、ハルユキは反射的に翼つばさを広げると右の黒雪姫、左のタクムの腕を支えた。マゼンタ軍も突進中だったのが災わざわいし、ひとかたまりになって転倒する。絶好の攻撃チャンス──と考える余裕すらなく、ハルユキは啞あ然ぜんと周囲を見回した。

　黄昏ステージに、地じ震しんの地形効果など存在しない。ということは、ステージ属性以外の要因による震動だ。しかし、デュエルアバターの特殊能力とも思えない。破は壊かい不能であるステージの地面をこれほどの規模で揺らすことなど、どんな大型アバターにも不可能。

　ならば、あとはもうエネミーの仕し業わざでしか有り得ないが、西にも、北にも、東にも、南にも、草原と白はく亜あの神殿が連なるばかり…………

「…………あ…………あっ…………」

　それに気付いた瞬しゆん間かん、ハルユキの喉のどから、乾いた呻うめき声が漏もれた。

　いる。

　戦場の南側にそびえ立つミッドタウン・タワーの手前。なだらかな丘の上に、何かが存在している。ほとんど透明で、山のように巨大な、何か。

　すでに震動が止まっていることすら意識できずに、ハルユキはただそれに視線を注ぎ続けた。

　丘は放射状にひび割れ、破壊は後方のタワー壁面にまで及んでいる。恐らく、数秒前の突発的な大地震は、あの場所が震源だったのだろう。

　だが、あれは本当に地震だったのか？　揺れの源は、地面の下からではなく、上……空から来たんじゃないのか……？

　つまり、突発的な震動は、遥はるか高いところ……たとえばミッドタウン・タワーの天てつ辺ぺんから、何か巨大なもの……たとえば超大型エネミーが飛び降りた衝しよう撃げき波は、だったのでは……？

　そこまで考えた時。丘の上の何かが、緩ゆるやかに動いた。赤い陽光の屈折によって描き出される輪りん郭かく線せんが、左右に広がっていく。まるで、翼つばさのように。

　人とも鳥とも思える、奇怪なそのシルエットには見覚えがあった。十日前、六ろつ本ぽん木ぎヒルズ・タワーの屋上から見たカタチに間違いなかった。

　あれは、神獣級エネミー、大天使メタトロンだ。

「…………先輩」

　ハルユキは、塞ふさがりかけた喉のどから、か細い声を押し出した。

「メタトロンが、地上に」

「な…………」

　ハルユキの右手の中で、黒クロ雪ユキ姫ヒメの左腕が深く震ふるえた。楓フウ子コやあきら、ニコたちも、声もなく南の丘を見詰めた。少し遅れて、ロータス軍の異変に気付いたらしいマゼンタが、地面に手をついたまま振り向いた。彼女もまた、そこで凍こおり付いた。

　静せい寂じやくの中、不可視の巨体が、丘の上からふわりと離り陸りくした。タワーの頂上に戻ってくれ、とハルユキは痺しびれ切った意識の片隅で祈った。だが、異形の大天使は、必死の祈りを嘲あざ笑わらうかのように、ゆっくり、ゆっくりと近づいてくる。あまりにも大きすぎるせいで距離感が摑つかめない。透明な二枚の翼が、空全体を覆おおっていく……。

「────全員、後退!!」

　呪じゆ縛ばくから脱した黒雪姫が、掠かすれ声で叫んだ。

　ハルユキは両手を離はなし、振り向くと、仲間たちと一いつ緒しよに走り始めた。三歩、四歩、五歩目で再び地面が震えた。メタトロンが着地したのだ。衝撃波は、初回に比べれば穏おだやかだったが、全員の足をすくうには充分な威力だった。地面に倒れ込んだハルユキは、肩越しに振り向き、百メートルと離れていない場所の草が広く押し潰つぶされているのを見た。ちょうど中間地点で、マゼンタたちが呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている。

　直後。メタトロンの、透明な両りよう翼よくが、仄ほのかに発光した。

　レーザー。

　間に合わない。

　ここで直撃されたら。

　渾こん然ぜんとなった思考がハルユキの脳内でスパークし、アバターを衝つき動かした。後ろではなく、前へ。

「みんな、逃げて!!」

　叫び、ハルユキは飛んだ。地面ぎりぎりの高さを飛びながら、両腕を体の前でクロスする。

　がしゃっ、と音を立てて前腕部の装甲が開き、内部から透明な導光ロッドがせり出した。

　着地した場所が、マゼンタたちのすぐそばだった理由を考える時間はなかった。

　メタトロンの、丸い頭部の中心に、十字の光こう芒ぼうが煌きらめき──。

　神意の顕現たる激光が、音もなく降り注いだ。視界が白一色に染まった。ステージの夕景も、かすかに聞こえた気がした誰だれかの呼び声も、全すべてが光に溶けて消え去った。
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　何も見えない。

　何も感じない。

　きっと、アバターが丸ごと蒸発してしまったのだろう。

　できるわけがなかったのだ。緑の王ですら五秒しか防げなかったメタトロンのレーザーを、付け焼き刃のアビリティで反射するなどということが。

　そもそも、ハルユキが身につけたのは、光線技に絶対の耐性を持つ《理論鏡面セオレテイカル・ミラー》ではなく、効果のほども定かではない《光学誘導オプテイカル・コンダクシヨン》だ。それなのに、覚えたての技がメタトロンにも通用すると思い込んで、無む謀ぼうな作戦にレギオンメンバーを引き入れた。皆を守ると誓いながら、たったの一秒すらも耐えられなかった。真っ白い光にアバターだけでなく魂たましいまでも焼き尽くされて、存在そのものが消しよう滅めつして……もしかしたら、このまま二度と、どこへも行けないで…………。

　────いや。

　純白の世界の片隅に、何かが見える。

　エメラルドのように碧あおく、剣のように細長いそれは──体力ゲージ。

　無制限中立フィールドでは、他人のゲージは表示されない。つまり、あれはハルユキの……シルバー・クロウのゲージだ。三割近くが削られているが、視界左上に、確かに存在している。　まだ、生きている。




　そうと認識した瞬しゆん間かん、全感覚が甦よみがえった。

　光。熱。轟ごう音おん。圧力。途と轍てつもない規模のエネルギー流を、交差した両腕の導光ロッドが強きよう烈れつに輝かがやきながら上下左右に引き裂さいている。ハルユキの体力ゲージを奪ったのは、レーザーそのものではなく、真っ赤に溶けた地面だ。弾はじかれたレーザーの一部が周囲の草原を炎の海に変え、そこに立つクロウの足を膝ひざ下したまで赤熱させている。

　ちらりとその光景を見た途と端たん、通常対戦フィールドの二倍に拡張された激痛が今いま更さらのように意識されるが、歯を食い縛しばって堪たえる。わずかでも体勢を崩くずせば、圧力に負けて押し倒され、今度こそ蒸発してしまう。

「っ……ぐっ……!!」

　喉のどの奥から呻うめき声を漏もらしつつ、ハルユキは懸けん命めいに両脚を踏ふん張った。レーザー攻こう撃げきが最長何秒続くのかは知らないが、最後まで、絶対に、何が何でも防ぎ続ける。もう二度とネガティブなことは考えない。無理だと諦あきらめない。守るのだ。ハルユキを信じて、共にこの戦場に赴おもむいてくれた仲間たちを。現実世界で苦しみに耐えている日クサ下カ部ベ綸リンを。そして、加速世界で最初にできた友達、アッシュ・ローラーを。

　しかし、その決意を嘲あざ笑わらうかのように、両足が小さく滑すべった。

　草だけでなく、地面までもが高熱の中で溶け始めている。翼つばさを使えば炎からは逃れられるが、恐らく浮いた瞬間にバランスを崩し、レーザーに吞のまれてしまうだろう。このまま耐えるしかない。メタトロンの攻撃が終わるのが先か、両足がグリップを失って倒れるのが先か。

　ずるり。再び足が後ろに滑る。レーザー攻撃はすでに連続五秒を超えているはずだが、途切れる気配はない。耐えれば耐えるほど地面が溶け、体力ゲージと摩ま擦さつ力りよくを奪っていく。足裏の接地感覚はほぼ失われている。

　必死に体勢を保とうとするが、地表に薄うすく広がるマグマの中で、少しずつ体が後ろに傾いていく。ありったけのパワーとバランス感覚を振り絞って、光の圧力に抗あらがう。ここで倒れることはできない。

「う……おおっ……！」

　再び声を上げ、意識の隅々からかき集めた力で、更さらに一秒耐える。だが、どんなに意志力を燃やそうとも、それを伝えるべき地面の溶よう融ゆうは止まらない。真っ赤に灼やけた両足は、もう粘液の中で浮いているに等しい。アバターが更に傾く。両腕に反射されるレーザーが、勝ち誇ほこるように勢いを増す。

　──ここまでか。

　──いや、あと一秒。

　──せめて、みんなが、安全圏けんに、離り脱だつ……するまで……!!

　ハルユキが、諦あきらめではなく、覚悟を決めた、その瞬しゆん間かん。

　ぐっ、と誰だれかの手が後ろから両肩を支えた。

　──タク？　チユ？　それとも、黒クロ雪ユキ姫ヒメ先輩……？

　刹せつ那なの思考を否定したのは、耳みみ許もとで聞こえた短い声だった。




「ワタシが支えるから、アナタは反射に集中して！」




　この、少しハスキーな声は。

　ついさっきまで死し闘とうを繰くり広げていた、マゼンタ・シザーだ。

　ほぼ無意識の選択ではあったが、ハルユキはマゼンタたちを庇かばう位置に着地し、レーザーを受けた。そこからすでに十秒近くが経過している。その間にマゼンタたちはかなり遠くまで逃げられたはずなのに、なぜすぐ後ろにいるのか。そしてなぜ、ハルユキを助けるのか。

　だが、今は疑問にとらわれている余裕はない。マゼンタの声には苦痛に耐える響ひびきがあった。彼女の足もマグマに吞まれつつあるのだ。そう長くは支えていられないだろう。

「……頼たのむ！」

　短く叫び返し、ハルユキはマゼンタに背中を預けた。体勢が安定すると同時に、クロスする両腕だけに精神を集中する。

　シルバー・クロウの《光学誘導》アビリティは、両腕に装備された導光ロッドを使って光線系攻こう撃げきのベクトルを変える技だ。全身を鏡に変えてあらゆる方向からの光線を反射したというミラー・マスカーの防御力には及ぶべくもないが、たったひとつだけ、《理論鏡面》にはない力が備わっている。それは、レーザーの反射方向を、ある程度制御できるということだ。

　いまは極ごく太ぶとのレーザーをレンズ状に拡散させているが、そのせいでエネルギーの三割以上が地面に当たり、マグマを生み出してしまっている。反射ベクトルをもっと収束させて、空へと受け流す。そうすれば、これ以上地面は溶けないはずだ。

　光をただ拒こばむだけの壁になるのではない。

　光を受け入れ、導き、解き放つ通路。それが、ハルユキの辿たどり着いた答えだ。ニコが、謡ウタイが、黒雪姫が、ウルフラム・サーベラスが、そして同級生の井イ関ゼキ玲レイ那ナが教えてくれた、ハルユキだけの《鏡の境地》。

　──信じるんだ。みんなを。僕を。シルバー・クロウを。

　ハルユキは、固く握り締しめていた拳こぶしを緩ゆるめた。途と端たん、光線の圧力が増し、体がマゼンタごと数センチ滑すべる。だが、両肩を支える手の力強さを信じて、背中を預け続ける。考えてみれば、マゼンタの声に含まれていた苦痛の理由が、両足を焼く炎だけであるはずがない。彼女はいま、胸に寄生するＩＳＳキットの命令に抗あらがっているのだ。

　緩ゆるめた拳こぶしの指を、まっすぐに伸ばす。導光ロッドを満たす光が、手の甲を伝って中指の先せん端たんにまで届く。次に、Ｘ字に交差させていた両腕を少しずつ動かし、縦向きのイコール記号に変えていく。

　数百もの細流となって上下左右に吹き荒れる光の筋が、少しずつまとまり始める。十本の太いラインを、更さらに四本に束ね、二本に合わせ──一本に戻して、空へ。

　今や、メタトロンの放つ光の大おお槍やりは、ハルユキの両腕によって進路を九十度変えられ、遥はるか上空へと吸い込まれている。大穴を開けられた射線上の雲が、夕ゆう闇やみを白く輝かがやかせる。




　そう、その調子。




　不意に、頭の中で誰だれかの声が聞こえた。女性と思えるがマゼンタではない。少し幼い感じもするが、ニコでも謡ウタイでもない。冷静で、無機質な、どこか人間離ばなれした声。




　そのまま、光を反転させなさい。




　──無む茶ちや言うなよ!!

　反射的に、ハルユキは頭の中で言い返した。

　──メタトロンの超レーザーを、九十度曲げてるだけでもムチャクチャ大変なんだぞ!!　あとはこのまま、あいつのエネルギーが空からになるまで待つ!!




　まだしばらく空にはならない。翼つばさで太陽の光を集めているから。それに、光の名は《チョウレーザー》ではない。《トリスアギオン》と呼びなさい。




　──なんで、そんなこと知ってるんだ？　そもそも……どうやって、僕と会話を……




　つまらないことを気にしている時間はない。早く、その光を反転させるのです。それ以外におまえたちが生き残る道はない。




　──そう簡単に行くもんか！　こっちだって限界ぎりぎりなんだ！

　ハルユキは謎なぞの声に向かってそんな思念を叩たたき付けたが、もし声の主の言葉が正しければ、メタトロンは太陽光を浴びている限りエネルギーをチャージし続けられるということだ。地面を加熱するレーザーは上空へ逸そらしたが、まだ足あし許もとのマグマは冷えず、ハルユキとマゼンタの体力ゲージもじりじりと減り続けている。

　──やるしか、ないのか……！

　正体不明の声を信じる根拠はなかったが、ハルユキは直感に従って、再び両の腕に全神経を集中させた。

　ボクシングのブロックに似た形で、手の甲を外にして深く曲げている両腕を、少しだけ伸ばしてみる。上空へと伸びる光の柱がわずかに角度を変えたが、同時に凄すさまじいプレッシャーが全身を軋きしませる。これ以上反射角を増やすなんて絶対無理だ、と考えてしまってから思い出す。ついさっき、少なくともこの戦いの間は、決して諦あきらめないと誓ったばかりではないか。

「っ……く…………！」

　細い声を漏もらしながら、もう少し腕を伸ばす。レーザーの反射角度が百度を超え、アバターが不規則に震しん動どうする。背後でクロウを支えるマゼンタにはより大きな重圧が掛かっているはずだが、両肩を摑つかむ手は小揺るぎもしない。

　一度、また一度とハルユキは巨大な光の柱──謎なぞの声が言うところの《トリスアギオン》を曲げ続けた。比例して圧力も際さい限げんなく高まり、クロウの関節から火花が血のように飛び散った。マゼンタが苦しそうな吐と息いきを漏らし、ずずっと二人の体が後退する。

　だが、その時、更さらなる声が聞こえた。

「う……うあ……あ──！」

　野太い、言葉を成さない雄お叫たけび。ずしっ、と重い震動が伝わると同時に後退が止まる。ハルユキからは見えないが、アボカド・アボイダがその巨体でマゼンタを支えたのだろう。

　しかし、脂質の軟装甲をまとうアボカドは炎に弱い。周辺の地面はいまだ真っ赤に灼やけ爛ただれていて、こんな所に立っていたら数秒で炎上してしまいかねない。

「うう……う──！」

　熱さに苦く悶もんするアボカドに、マゼンタが掠かすれ声で指示する。

「下がりなさい、アボ！　ココは大だい丈じよう夫ぶ、オマエはみんなと逃げ……」

「い……いや、だ……！　おれも……おれ、も……ば……バー…………」

　声はそこで途切れたが、ハルユキには、アボカド・アボイダが何を言おうとしたのか解わかった。

　おれも、バーストリンカーだ。彼はそう言いたかったのだ。

「アボ…………」

　マゼンタが短く呟つぶやいた。その声に、ぱちぱちと炎が爆はぜる音が重なった。アボカドの装甲が燃え始めたのだろう。持ってあと十秒か。それまでに、このレーザーを百八十度曲げられるのか──。

　突然、ばしゅうっ！　という音とともに白煙が地面から立ち上った。

　驚きよう愕がくしながら足あし許もとを見ると、真っ赤に灼けていたマグマの大部分が一いつ瞬しゆんで黒く固まっている。誰だれかが大量の水をぶちまけたのだ。しかし、黄昏たそがれステージは基本的に乾燥していて、水があるのは現実世界の大きな池や川に相当する場所だけだ。いったいどこからこれだけの水を。

　わずかに首を振ったハルユキの視界に入ったのは、生命線である水流装甲をほとんど失ったアクア・カレントだった。剝むき出しになったアバター素体は、水すい晶しようのように透明な材質で形作られている。彼女は、自分の体を包む水を使って地面を冷やしたのだ。

　極限まで細い腕を伸ばし、あきらはマゼンタの左からハルユキの背中を支え、言った。

「遅くなったの」

　直後、右側から新たな腕が背中に回され、同時に声。

「済まん、クロウ。マゼンタの仲間たちが行動不能になってな、安全な場所まで運ぶのに時間がかかった」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメだ。更さらに、二人の左右から、タクム、チユリ、楓フウ子コ、謡ウタイ、ニコ、パドさんが手を伸ばし、マゼンタとアボカドも加えてがっしりとスクラムを組む。

「頼たのんだよ、クロウ！」と、タクム。

「あとは任せたぜ！　ブチかませ!!」と、ニコ。

　二人の敵と八人の味方、いや十人のバーストリンカーたちに背中を支えられたハルユキは、可能な限りの動作で頷うなずき、意識を再びメタトロンのレーザーへと向けた。

　アボカドを除くマゼンタ軍のメンバーが倒れてしまったのは、ＩＳＳキットが与える命令と自分の意志が衝しよう突とつしたからだろう。つまり彼らも、心の中では、マゼンタやアボカドと同じように共に戦いたいと考えたのだ。突とつ如じよ襲おそってきた脅きよう威いから、仲間を守るために。ＩＳＳキットがどんなに精神を汚染しようとも、魂たましいの奥底に宿る炎だけは消せない。バーストリンカーである限り、それは永遠に消えることはない。

「う……お……」

　喉のどの奥から声を絞り出しながら、ハルユキは少しずつ、少しずつ両腕を前に伸ばし続けた。のし掛かる圧力は、わずかでも気を抜いたら即座にアバターを潰つぶしてしまいそうなほどだが、もうハルユキの心に迷いはなかった。

　反射角が百二十度に達した時、曲げられたレーザーがミッドタウン・タワーの天てつ辺ぺんに触ふれた。大だい理り石せきの壁面が瞬しゆん時じに赤熱し、溶け、砕くだける。まるで神の振り下ろす剣でもあるかのように、レーザーは白はく亜あの巨塔を真っ二つに切り裂さいていく。あのサイズの地形オブジェクトは、無制限フィールドでは原則として破は壊かい不能のはずなのに、いとも容易たやすく貫つらぬくとはやはり恐るべき威力だ。

　レーザーが破壊しているのは幅五十メートルもあるビルのごく一部だが、上部フロアのどこかにあるはずのＩＳＳキット本体が直ちよく撃げきされる可能性もある。レーザーを左右に動かせばその確率は上がるだろうが、とてもそんな余裕はない。ありったけの物理的、精神的エネルギーを振り絞っているのに、まっすぐ下ろし続けるのが精一杯だ。




　そう。余計はことは考えないで。




　また、あの声が聞こえた。加速世界のランドマークが真っ二つになるほどの大だい破は壊かいの中でもまったく揺るがない、無機質な……どこか非人間的な声。




　そのまま下に。正確に、レーザーの発射点を狙ねらいなさい。そこ以外は透過する。




　──透過……？

　その言葉を聞いて、ハルユキはようやく思い出す。大天使メタトロンは、《地じ獄ごく》ステージ以外では不可視……そしてあらゆる攻撃を透過する。だが、謎なぞの声は、この黄昏たそがれステージでもメタトロンにダメージを与えられる場所があることを告げた。そんな情報は、七王会議でも出なかった。つまり声の主は、七人の王たち……いや、最初のバーストリンカーである《オリジネーター》たちですら知らない事実を知っているということになる。

　いったい、誰だれなんだ。

　そんな思考の泡が頭の片隅に浮かび、弾はじけて消えた。あとはもう、指示を正確に実行しようという意志しか残らなかった。

　百五十度。百六十度。……百七十度。

　すでにレーザーの何割かは行き帰りで重複し、衝しよう突とつするエネルギーが放つ光の眩まぶしさは眼を開けていられないほどだ。世界は光と影の二色に染まり、その現象を引き起こしているシルバー・クロウの両腕もまた純白に輝かがやいている。今にも導光ロッドごと爆発してしまいそうだが、ハルユキの中に畏おそれはなかった。肩を、腰を、背中を、八人……いや今だけは十人の仲間たちが支えてくれている。皆の心意がアバターを満たし、力を与えてくれているのを感じる。

　百七十五度。

　反射するレーザーの下か端たんが、透明なメタトロンの頭部に触ふれた。

　輪りん郭かく線せんが少し強く光っただけで、他には何も起きない。大型エネミーは身動きひとつせずにレーザーを放ち続けている。だがハルユキは、自分と仲間、そして謎の声を信じて腕を前に倒し続けた。もう、肘ひじはほとんど真まっ直すぐになっている。慎しん重ちように腕の向きを返し、手の甲を上に。ぴんと伸ばした指先で、レーザーの発射点を射い貫ぬく──。

　百八十度。

　何かが起きた。

　最初に感じられたのはそれだけだった。爆発も轟ごう音おんも生まれないが、エネミーを透過するはずのレーザーが、小さな何かを撃うち抜いた手て応ごたえ。降り注ぐ光の柱が、徐々に減げん衰すいしていく。全身にのし掛かる圧力が、少しずつ弱まっていく。弱まり、更さらに弱くなって……消える。

　気付けば、視覚に溢あふれる純白の光も、聴ちよう覚かくを埋うめ尽つくす振動音も、噓うそのように消しよう滅めつしていた。ミッドタウン・タワーの、屋上から根本近くにまで達する切断面から瓦が礫れきが落下する音だけが遠く聞こえる。

　いや、それだけではない。大きな氷が急速に溶ける時の軋きしみに似た、不思議な音がする。ぴしぴし、きしきしと、不ふ吉きつな予感をはらんだその音は徐々に大きくなる。聞こえるのはハルユキだけではないようで、背後でひとかたまりになった十人も身み動じろぎひとつせずに耳を澄すませている。

　立ち尽つくすハルユキの頭の中で、またしてもあの声が聞こえた。




　全すべてはこれから。

　さあ、おまえたちの全力で戦いなさい。




　びしいいいっ！

　フィールドそのものが裂さけるような──あるいは、《バースト・リンク》コマンドを唱えた時の加速音を数千倍にも増幅したかのような衝しよう撃げき音おんが轟とどろいた。

　そして、ハルユキは見た。五十メートル離はなれた場所で、空間の殻からが割れ、中からそれが姿を現すのを。

　真っ先に現れたのは、いっぱいに広げられた翼つばさだった。猛もう禽きんのそれではない。クロウの金属フィンとも違う。複雑な形のタペストリーを何枚も並べたようなその翼は、差し渡しがミッドタウン・タワーの横幅ほどもある。しかも、左右に二枚ずつ、合計四枚。

　翼の下にある胴体は、無数に連なる白いリングで構成されている。胴体下部には、チューブ状の脚が十本以上も伸びる。

　そして頭は、直径七、八メートルはあろうかという巨大な球体だった。そこだけでちょっとした巨獣ビースト級エネミーほどのサイズだ。球体の表面には湾わん曲きよくする放射線が走り、前面の一点に集まるデザインになっているが、その部分だけが黒く陥かん没ぼつしている。おそらくあそこにレーザー、いや《トリスアギオン》を発射するための器官があったのだろう。

　丸い頭部の上部には、プラチナシルバーに輝かがやく王冠のようなリングが載っている。そしてその中央から、奇妙な形のツノが伸びていた。ごちゃごちゃしたシルエットで、この距きよ離りでは細部まで見えない。

　ハルユキがそこまでを視認した時、右側から背中を支えてきた黒クロ雪ユキ姫ヒメがすっと体を起こした。静かな、しかし最大の緊きん張ちよう感かんを秘めた声で告げる。

「間違いない。あれこそが、神獣レジエンド級エネミー《大天使メタトロン》だ」

　それを聞いて、他の九人もゆっくりとハルユキから離はなれた。最後に、ハルユキが前に突き出したままだった両腕を下ろすと、黒雪姫は再び囁ささやいた。

「マゼンタ・シザー。勝負はしばし預けて貰もらえないか。我々は、あのエネミーを倒さねばならん」

　するとマゼンタは、同じく静かな声で応じた。

「ナゼ逃げないの？　今なら離り脱だつできると思うケド？」

「ここで逃げては、クロウの頑張りが無む駄だになる。あの化け物と戦う機は、最大の武器であるレーザーを封じ、透過属性も解除された今をおいて他にない。メタトロンを倒したのち、貴様が望むならば再戦に応じよう」

「…………」

　少しの沈ちん黙もくを経て、マゼンタ・シザーは言った。

「ウワサどおりの傲ごう慢まんさ、ね。でも……今だけは、ソレが不快に思えないわ。戦いは、またの機会に。……行くわよ、アボ」

　身を翻ひるがえすマゼンタの胸にも、うっそりと体を起こすアボカドの胸にも、半ば瞼まぶたを閉じてはいるがＩＳＳキットが貼はり付いたままだ。ということは、キット本体はレーザーの直ちよく撃げきを受けず、いまだビルのどこかで健在なのだろう。

　今この瞬しゆん間かん、二人がどうやってキットの支配に抗あらがっているのか正確なところは解わからないが、少なくともこれだけは言える。マゼンタ・シザーもアボカド・アボイダも、バーストリンカーの誇ほこりを捨ててはいないのだ、ということだけは。

　北に向かって歩き始めたマゼンタの背中に、ハルユキはどうにかひと言だけ投げかけた。

「あの、ありがとうございました、マゼンタさん。あの時支えて貰もらえなかったら、蒸発してました」

「……それはお互いサマ。仲間を助けてくれたコト、お礼を言うわ」

　去っていく二人の下半身は、マグマの熱で焼け焦こげていた。

　マゼンタは、理解しているはずだ。ハルユキたちがメタトロンと戦うのは、ミッドタウン・タワー内部にあるＩＳＳキット本体を破は壊かいするためだということを。そして、本体が破壊されれば、彼女たちに力を与えているキット端たん末まつの全すべてが力を失うだろうということも。

　ハルユキは、言葉にできない感かん慨がいとともに二人を見送ろうとした。だが、その時間は与えられなかった。ずしん、という地じ響ひびきがフィールドを揺らしたのだ。

　さっと振り向くと、己のレーザーで頭部を撃うち抜かれたダメージから立ち直ったのか、メタトロンが重々しく動き出すところだった。どこにも眼らしきものは見えないが、それでも強い視線を感じる。己のテリトリーを侵おかしたものを排除しようという、無機質な意志。

「……今日のミッションの、ここが正念場だ」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメが、疲労を感じさせない、凜りんとした声で言った。

「主たる武器であるレーザーを封じたと言っても、メタトロンが恐るべき敵であることに変わりはない。だが、倒さねばならん。絶対に。クロウがあれほどの決意と覚悟で大役を果たした今、我々がそれに応こたえられねば……」

「バーストリンカーの名がすたるってな!!」

　大声でいいところを持っていったのは、もちろんニコだった。右みぎ拳こぶしを握り、ゆるゆると前進を開始したメタトロンに突きつける。

「あたしゃ、今メチャクチャ燃えてんぜ。ＩＳＳキットつきの奴やつらが、あそこまで根性見せたんだ。おめーら、ここで気合い入れなきゃレギオンの看板あげてらんねーぞ！　いいか……あのデカブツ、パワー全開でブッ飛ばすぜ！」

　黒の王のお株を奪うニコの演説に、

「ぶっ飛ばすのです！」

　と謡ウタイがすかさず声を合わせた。

　どうやら今日いちにちでかなり仲良くなったらしい赤系二人の声に、他の七人が──黒クロ雪ユキ姫ヒメはほんの少しだけ不服そうに──「おう！」と叫んだ。
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　旧東京タワーで確認した作戦では、大天使メタトロンとの直接戦せん闘とうは極きよく力りよく避さけ、ハルユキがレーザーを防いでいる間に他のメンバーがミッドタウン・タワー内に突入する手はずになっていた。

　しかし、メタトロンが地上に降りてきてしまった以上、作戦の大幅な修正は避さけられない。タワーの中に逃げ込んでもターゲットが外れるとは思えないし、最悪の場合、内部で待ち構えているかもしれない敵と外部のメタトロンとの間で挟はさみ撃うちになってしまう危険性もある。

　更さらに、予想外の好材料として、メタトロン最大の攻こう撃げきと目される大口径レーザーは発射不能となり、同時に全ダメージ透過ステータスも解除された。その二つさえなくなれば、地じ獄ごくステージでなくともメタトロンと戦うことは可能だ。もちろん神獣レジエンド級エネミーの実力は決して侮あなどれるものではないが、少なくとも帝てい城じようの超級エネミーたちほど絶対的な格差のある相手ではないはずだ。

　何より、ここでメタトロンを倒すことができれば、次に復活するのは本来のテリトリーである芝しば公こう園えん地下大迷宮ダンジヨンの最深部だ。そこからミッドタウン・タワーの天てつ辺ぺんまでメタトロンを移動させたのが何者なのかはまだ判明していないが、同じことをもう一度繰くり返すのは簡単ではあるまい。つまり、仮にＩＳＳキット本体の破は壊かいミッションに問題が生じても、しばらくはタワーを無防備のままにしておけるわけだ。

　以上の理由から、九人は大天使メタトロンとの決戦に挑いどんだ。

　戦せん闘とう開始から、二分三十秒後──。

　ハルユキは、そして恐らく他の仲間たちも、当初の見通しが甘かったことを強く思い知らされていた。




「羽根攻こう撃げき、来るぞ！　回かい避ひ用意！」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメの指示に、前衛のハルユキ、タクム、楓フウ子コ、パドさんが素早く飛びのいて空を仰あおぐ。上空で、メタトロンの四枚の主しゆ翼よくがいっぱいに広げられる。それぞれの翼つばさに十二枚ずつ並んでいるタペストリー型の羽根が青く輝かがやき、じゃっ！　と空気を引き裂さいて稲妻のように地上へと殺到する。

　横幅は一メートル以上あるのに紙のように薄うすい羽根は、触ふれただけでアバターの装甲を軽々と切り裂く。ハルユキたちは、ランダムな軌道を描いて伸びてくる羽根を懸けん命めいにかいくぐる。青い薄刃は周囲に次々と突き刺さり、地面を深々と抉えぐる。

　どうにか全部避さけたか、と思った瞬しゆん間かん、後ろで叫び声が上がった。

「クロウ、危ない！」

　同時に、激しい衝しよう撃げき。しかしダメージはほとんどない。

　振り向くと、タクムが背中でハルユキを押しのけながら右腕を掲かかげていた。鋭えい利りな羽根の先せん端たんが、強化外装の分厚い装甲を貫つらぬいてアバター素体にまで達している。シアン・パイルの象徴とも言える杭打ち機パイルドライバーは、鉄てつ杭くいを両手剣に変える心意技《蒼刃剣シアン・ブレード》を使ったうえにメタトロンの攻撃を何度も防いでもうボロボロだ。だが、まだ破壊にまでは至らず、傷だらけの杭も輝きは失われていない。

　四十八枚の羽根が再び上空に引き戻されると、ハルユキはタクムの背中に右手を押し当てて叫んだ。

「悪い、パイル！」

「大だい丈じよう夫ぶ、まだまだ行けるよ！」

　親友の言葉は頼たのもしいが、声には消しよう耗もうの色がある。ハルユキ自身、集中力が落ちてきているのを自覚している。背後から襲おそってきた羽根を見落としたのがその証あかしだ。体力ゲージは、レーザーを防いだ時に受けたダメージを含めてまだ六割以上残っているが、これ以上動きが鈍にぶればたちまちレッドゾーンまで削けずられるだろう。

「パイル、あと少し待って！　ゲージが溜たまったら、すぐにヒールするから！」

　後方で中衛を務めるチユリの声に、タクムは左手を上げて「解わかった！」と応こたえる。長時間のエネミー戦ではこの上なく頼もしい《シトロン・コール》だが、必殺技ゲージの消費が激しく、周囲には破は壊かいできるオブジェクトもほとんど存在しない。ゆえに、中衛の彼女もメタトロンのわずかな隙すきを突いて接近し、直接攻こう撃げきでゲージを貯める必要がある。万が一にもライム・ベルを失うわけにはいかないのであきらが護衛についているが、彼女も生命線たる流水装甲を大部分喪そう失しつしたままなので、突撃のタイミングは慎しん重ちように計らねばならない。

　羽根カッター攻撃──きっと《トリスアギオン》のような正式名称があるのだろうが、戦せん闘とうが始まった時から謎なぞの声はぴたりと止まっている──を終え、四枚の翼つばさを畳たたんだメタトロンに、無数の炎が放物線を描いて襲おそいかかった。最後方で遠えん隔かく攻撃を担当するニコと謡ウタイだ。再び武装トレーラー《ドレッドノート》を召しよう喚かんした赤の王のマイクロミサイルと、メイデンの必殺技《フレイム・トーレンツ》の分ぶん裂れつ火矢が大天使の巨体を包む。数十もの小爆発がステージを震ふるわせ、エネミーの上部に表示された四段体力ゲージの一段目が音もなく消える。

　──まだ、あと三段も……。

　一いつ瞬しゆん頭を過よぎった思考をかなぐり捨てて、ハルユキは思い切りジャンプした。メタトロンの胴体横でホバリングすると、黒クロ雪ユキ姫ヒメや、ダッシュしてきたチユリたちとタイミングを合わせて《空中連続攻撃エアリアル・コンボ》を叩たたき込む。艶つやのない純白の構造材は、まるで頑丈な複合セラミックを殴なぐっているような手て応ごたえで、割れも凹へこみもしない。しかし、一撃ごとにわずかでもゲージが減っていると信じて、懸けん命めいに両手足を動かす。

「クロウ、深追いしすぎだ！」

　不意に黒雪姫の声が聞こえ、ハルユキははっと眼を見開いた。いつの間にか、長い胴体の上に載る、直径七メートルに達する頭部全体に無数の小穴が生じている。

「く……！」

　両腕で体をガードしながら、背中の翼を畳む。アバターは仮想の重力に引かれて落下するが、そのスピードは余りに遅い。メタトロンの丸い頭に開いた穴から、巻き貝を思わせる鋭するどい螺ら旋せんが顔を出す。直後、機関銃じみた炸さく裂れつ音おんとともに、螺旋弾が全方位に発射される。

　本当は、頭部に穴が開いた時点で攻撃を止め、弾が届かない場所──メタトロンの胴体の下に隠れなければならなかったのだ。しかし退たい避ひが遅れ、ハルユキは右腕と左腰に被弾して、地面に打ち倒された。白い巻き貝は着弾後もしばらく回転を続け、オレンジの火花と赤いダメージ・エフェクトを撒まき散らしながらクロウの金属装甲に深々と食い込む。

「うあっ……！」

　目も眩くらむような激痛に声を上げるハルユキを、鉤かぎ爪づめのついた両手がぐいっと引き起こした。ブラッド・レパードだ。牙きばの生えた口から、有無を言わせぬ指示が発せられる。

「クロウ、レインたちと遠隔攻撃を」

「えっ……だ、大だい丈じよう夫ぶです、僕まだ戦え……」

　しかし、反はん駁ばくも新たな声に遮さえぎられた。

「下がって、鴉からすさん。すぐにまた呼びますから」

　楓フウ子コにまでそう言われれば、もう抗弁はできない。ここで駄だ々だをこねても、皆を危険に晒さらすだけだ。

「……すみません！」

　それだけ叫び、気遣うような視線を向けてくる黒クロ雪ユキ姫ヒメにどうにか頷うなずき返して、ハルユキは翼つばさを広げた。後方五十メートル地点に陣じんを張るニコと謡ウタイのところまで、一気に飛ぶ。

　トレーラーの脇わきに着地した瞬しゆん間かん、両脚から力が抜け、がくりと膝ひざを突いてしまった。消しよう耗もうは思っていた以上に深いらしい。

　──くそっ、こんな大切な時に……！

　必死に立とうとするハルユキの肩を、謡の小さな手が包んだ。

「クーさん、少し休んで下さい。それも大切な仕事なのです」

　すぐに、スピーカー越しのニコの声も降ってくる。

『そうだぜクロウ！　お前はもう立派な働きをしたんだ、あとはあたしらに任せとけって！』

　二人の優しさがとても嬉うれしく、しかし同じくらい悔くやしくて、ハルユキは両手をありったけの力で握り締しめた。

　長時間の戦せん闘とうが苦手なことは、うっすらと自覚していた。日ひ頃ごろの通常対戦でも、戦闘時間が二十分を超えてくるとわずかだが勝率が落ちる。ここぞという一瞬に感覚を超加速させるのは得意なのだが、その逆、長い時間一定の集中力を要求されるようなシチュエーションではなかなか力を発はつ揮きできない。それは現実世界でも同じだ。日々の宿題をこなすくらいならなんとかなるが、自発的に長時間勉強しようと思っても、二、三時間も経たつとぼうっとしてしまって、数字やアルファベットの意味が頭に入ってこなくなる。

　もうそんなことじゃダメだ、と解わかってはいるのだ。ハルユキがこっそり胸に秘めている、これまでの人生で最大級の目標──再さ来らい年ねん、黒雪姫と同じ高校に進学するというそれを達成するには、恐らく現在の学力ではお話にならない。自主的に猛勉強して、二年生のうちから成績を上げていかなければならないのだが、どうしても脳のエネルギーが持続してくれない。

「焦あせったら、だめなのです」

　不意に、まるでハルユキの思考を読んだかのような言葉がそっと投げかけられた。

「小さなことを、ひとつ、ひとつ、またひとつ。そうやって積み重ねれば、いつか届くのです。どんな遠いものにも、きっと。クーさんは、もうそれをご存じのはずなのです」

　顔を上げたハルユキの前で、小柄な巫女みこは長弓を引いた。一切の力みも気負いもない滑なめらかな動作。何千、何万回の繰くり返しに裏付けされた、洗練の極きよく地ち。

　技名発声とともに、火矢が放たれる。赤い流れ星となって夕空を飛ひ翔しようし、音もなく分ぶん裂れつ。炎の流星雨が、恐るべき正確さで巨大なエネミーに降り注ぐ。

　小さなことを、ひとつずつ。

「……そっか。疲れたら、休めばいいんだ」

　ハルユキは、小声で呟つぶやいた。握っていた拳こぶしを緩ゆるめ、全身から力を抜く。すると不思議に、萎なえていた両脚の感覚も甦よみがえる。

「ホウの小屋を掃除した時も、そうだった。最初から全部片付けようとしないで、できることを考えて、少しずつ、少しずつ進めたらいつの間にか終わってたんだ」

　謡ウタイは何も言わなかったが、横顔に仄ほのかな笑みが浮かんだ、気がした。

　ハルユキはゆっくりと立ち上がり、大きく深呼吸した。疲労はまだ残っている。でも、それは当たり前だ。メタトロンのレーザーを弾はじくために、限界まで集中力を振り絞ったのだから。今は、この場所で、できることをするのだ。

　右手の指を伸ばし、銀色の過剰光を発生させる。急がず、ゆっくりと育てる。充分に大きくなったら、腕を前に伸ばす。じっくり、じっくり引き絞る。

　さて、どこを狙ねらおう。

　ハルユキに使える唯ゆい一いつの遠えん距きよ離り攻こう撃げき技わざ、《光線投槍レーザー・ジヤベリン》は命中精度が高くない。しかし、メタトロンは巨大だ。翼つばさや胴体、頭を狙うことくらいはできるはず。

　冷静に、エネミーの全身を観察する。仮に弱点があるとすれば、丸い頭の天てつ辺ぺんから伸びている妙な形のツノだが、さすがに小さすぎる。次に目立つのは、頭の上部に嵌はまっている王冠か。よくよく見れば、メタトロンの全身で、あの冠かんむりだけが白ではなく銀色をしている。

　──狙ってみるか。

　じっと王冠を見据え、力まないよう意識しながら、右腕を肩の手前まで引いてくる。空中には銀色の槍やりが生成され、かすかに震ふるえている。

　威力を求めるなら、ここから技名発声を行い、それをトリガーにイマジネーションを増幅させる。しかし今は、威力よりも精度だ。大声を出せばそれだけで狙いが狂うだろう。口を閉じたまま、槍の根本を、左手で優しく切り離はなす。

　心意の槍は、銀色の光を引いて飛んだ。これまでは螺ら旋せん状じようの軌道を描いてしまっていたが、今だけはほぼ一直線に飛び、翼攻撃のために静止していたメタトロンの頭部をぐるりと囲む王冠に、音もなく吸い込まれる。

　きいぃぃん！　という澄すんだ金属音が、ハルユキのところにまで届いた。同時に、エネミーの巨体が、一いつ瞬しゆんだが硬直したように見えた。

　そして、また、あの声が聞こえた。




　そう。それでいいのです。同じ場所を狙い続けなさい。




　──なんだ、まだいたのか。なんで黙だまってたんだ？




　おまえが聞かなかったのです。今後はよく耳を傾け、私の言うとおりにしなさい。




　どうしてこうも偉そうなんだ、と思わずにいられない。同じ「のです」でも、謡ウタイのそれとは全然違う。いったい誰だれが、と改めて疑問に感じるが、今はメタトロンから眼を離はなすべき時ではないと思えた。少なくとも、アドバイスをしてくれるからには敵ではないはずだ。

　代わりにハルユキは、謡とニコに向けて言った。

「レイン、メイさん、メタトロンのおでこに嵌はまってる冠かんむりっぽいヤツが弱点みたいだ。あそこを集中的に狙ねらおう」

『おでこってどこだよ！　あとなんであたしはさん付けじゃねーんだよ！』

　と喚わめきながらも、ニコはトレーラーの主砲を少し左に旋せん回かいさせた。謡も、長弓の照準を下げる。

「タイミングを合わせよう。カウントする」

　もう一度右手に光を宿しながら、ハルユキは続けて言った。

「四、三、二、一、ゼロ！」
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　二門のレーザー砲からルビー色の輝き線せんが迸ほとばしり、長弓から大型の火矢が射掛けられ、ハルユキの右手から光の槍やりが放たれた。

　三種の遠えん距きよ離り技わざは、少しずつ近づきながら五十メートルの空間を飛ひ翔しようし、メタトロンの手前でひとつに融ゆう合ごうすると銀色の冠に命中した。

　先刻の数十倍のボリュームで、甲かん高だかい金属音が鳴り響ひびいた。前線の黒クロ雪ユキ姫ヒメたちが、驚おどろいたように飛び退しさる。エネミーの巨体が苦しげに捩よじれ、翼つばさが小刻みに開閉される。

『お、おお……効いてんな』

「なのです！」

　二人の言葉に頷うなずきながら、ハルユキは考えた。

　遠距離攻こう撃げきでこれほど効果があるなら、至近距離から直接攻撃すれば冠に更さらなるダメージを与えられるはずだ。無意識のうちに右足を一歩踏ふみ出してしまうが、そこで止める。パドさんや楓フウ子コに後方支援を命じられている今、勝手に前線に戻るわけにはいかない……。

『行ってこいよ』

　不意に、苦笑混じりの声でニコが言った。

「え、でも……」

『そんだけ落ち着いてりゃ大だい丈じよう夫ぶだろ。それともアレか、王のあたしの命令に従えねーってのか？』

「そ、そんなことないよ！　……解わかった、行ってくる」

　腹を決め、ハルユキは背中の翼を広げた。

「……ありがとう、レイン、メイさん！」

　叫び、力の戻った右脚で思い切り地面を蹴ける。ほぼフルチャージされている必殺技ゲージを惜おしみなく消費し、狂乱状態のメタトロン目掛けて突進する。

　全力で飛行しながらも、心に宿る不思議な静けさは消えなかった。いつもなら視界が目標の一点だけに引き寄せられてしまうが、メタトロンの全身はもちろん、その周囲に展開する前衛チーム、少し引いている中衛チーム、遠景の半はん壊かいしたミッドタウン・タワーまでがくっきりと見える。

　エネミーは、荒ぶるままに背中の四し翼よくを広げた。羽根カッター攻こう撃げきだ。鋭えい利りな薄はく膜まくが青く輝かがやき、地上の黒クロ雪ユキ姫ヒメたちも回かい避ひ態勢を取る。

　上空から見ると、四枚の翼つばさはＸ字に展開しているが、真後ろにだけ小さな隙すき間まが空あいている。あそこをすり抜けて頭部に取り付けそうだ。右みぎ旋せん回かいから鋭するどく左に切り返し、突入コースを慎しん重ちように見定める。

　直後、じゃっ！　と空気を鳴らして四十八枚の羽根が解き放たれる。次々に地面を抉えぐる刃を、四人の前衛たちが懸けん命めいに搔かい潜くぐるなか、ハルユキはメタトロンの背中側から一気に突っ込んだ。翼の間を抜け、丸い頭部に肉薄する。

　直径七メートルの球体は、間近で見ると途と轍てつもなく巨大だった。表面を螺ら旋せん状じようのラインが走り、正面だけでなく真後ろにも焦こげ穴が空いている。その上側にはプラチナシルバーの王冠が載り、天てつ辺ぺんからは長さ二メートルほどのツノが突き出す。

　ハルユキは迷わず王冠に取り付くと、翼の全推力を載せた右ストレートパンチを撃うち込んだ。まるで大型の鐘かねを叩たたいたかのような大だい音おん響きようが轟とどろき渡り、夕焼け色の大気を同心円状に震ふるわせる。メタトロンの巨体が激しく捩よじれ、神経系が混乱したかの如ごとく、十数本の脚と四枚の翼つばさをでたらめに暴れさせる。

　ハルユキは振り離はなされるまいと両手で王冠をしっかり摑つかみながら、地面の黒クロ雪ユキ姫ヒメたちに向けて叫んだ。

「僕が冠かんむりを攻こう撃げきしますから、みんなもメタトロンが狂乱してる間に本体を攻撃して！」

　勝手に戻ってきたことを怒おこられるかと思ったが、そんなことはなかった。即座に「Ｋ！」とパドさんが応じ、皆の返事も続く。

　むやみやたらと王冠を殴なぐりつけたい衝しよう動どうを、ハルユキはぐっと抑えてタイミングを計った。弱点を攻めることでメタトロンの行動を中断させられるなら、羽根カッターや巻き貝乱射のモーションに入った瞬しゆん間かんを狙ねらうべきだ。冠に摑まったまま、エネミーの動きに集中する。

　間近で見ると、プラチナの王冠は不思議なデザインをしていた。Ｃの字型のパーツが幾いくつも連なっているのだが、尖とがった二つの端はしが外ではなく内側を向いているのだ。おかげで持ち手のようになって握りやすいが、鋭するどい尖せん端たんがメタトロンの白い装甲板に食い込んでいて、痛くないのだろうかと気になってしまう。

　そんなことを考えながらも、意識の八割はきちんとエネミーの全身を捉とらえていて、攻撃モーションを見逃すことはなかった。胴体を構成する直径二メートル近いリングが、高速で回転し始める。リングとリングの間にある数センチの空くう隙げきに紫のスパークが走る。全周放電攻撃だ。セイリュウの《サンダーブラスト》と違って水平に広がるので、プレモーションを見た瞬間に猛ダッシュして距きよ離りを取らないと回かい避ひできない。

　しかし前衛の四人は、ハルユキの言葉を信じて近距離に踏ふみとどまっている。期待を裏切るわけにはいかない。ハルユキは王冠から手を離すとホバリングし、無意識のうちに過剰光を宿らせた右手をＣ形の環と環の接合部に突き入れた。

　耳をつんざくような衝しよう撃げき音おん。プラチナ色の表面に細かいひび割れが走り、メタトロンが無音の咆ほう哮こうとともに体をうねらせる。発射直前だった雷が暴発し、空洞の体たい腔こうを何往復も貫つらぬく。

「う……おおっ！」

　という気勢は、黒雪姫のものだ。高々とジャンプし、

「《デス・バイ・ピアーシング》!!」

　右手から放った必殺技で、メタトロンの脚を一本粉ふん砕さいする。他の三人もここぞとばかりに全力攻撃を繰くり出し、後方からはレーザーと火矢が胴体を精密狙そ撃げきして、エネミーの体力ゲージ二段目を大きく削けずり取る。

　普ふ段だんなら、よしっ、とガッツポーズの一つも決めるところだが、心を満たす不思議な感覚が去ってしまいそうで、ハルユキはすぐに次の攻撃へと備えた。

　視野は広く保たれているが、散さん漫まんになっているのとは違う。いままでは一極、一瞬に注ぎ込むだけだった集中力を、自分の意志でコントロールしている感じ。アクセルを全開にするのはここぞという時だけでいい。それまでは静かに構え、全体を見て、スムーズに動く。

　ダメージから立ち直ったメタトロンが、脚と尻尾しつぽで通常攻こう撃げきを行う。黒クロ雪ユキ姫ヒメたちが、それを回かい避ひしつつ小刻みな反撃を入れる。そんな攻防が十秒ほど続いたところで、エネミーはぐっと上体を持ち上げる。ハルユキのすぐ目の前にある頭部に、無数の穴が開く。

　回転しながらせり出してくる螺ら旋せん弾だんを、この距きよ離りで全身に浴びれば即死は免まぬがれない。しかしハルユキは慌あわてず、メタトロンが動きを止めた一いつ瞬しゆんを狙ねらって、心意強化された右の貫ぬき手てを放った。前回と同じ所に命中し、王冠のひびが拡大する。苦く悶もんするエネミーの頭部から螺旋弾が散発的に発射されるが、数も威力もないので両腕で防御できる。

　戦せん闘とうは一定のペースで続き、メタトロンの体力ゲージは少しずつ、着実に減っていった。二段目、三段目のゲージが消え、四段目に突入したところで攻撃パターンが増えたが、ハルユキは慌てることなく役目を果たし続けた。王冠も徐々に破は壊かいされていき、そして戦闘開始から約四十五分後──。

　まず、最初に砕くだけ散ったのは、メタトロンの頭部を飾っていたプラチナの冠かんむりだった。

　ハルユキの貫手がＣ形リングの一つを完全に粉ふん砕さいし、その途と端たん、全すべてのリングが分離してばらばらと地上に落ちた。

　これまでのパターンからして、最後の大暴れが始まるとハルユキは予想したのだが、意外にもエネミーは完全に動きを止めた。黒雪姫も一瞬迷ったようだったが、すぐに全力攻撃の指示が飛ぶ。チユリとあきらも参加して、色とりどりのライトエフェクトが巨体を包み込む。

　大技が炸さく裂れつするたびに、真っ赤に染まった四段目のゲージが目に見えて削けずり取られ、最後は黒雪姫の心意技《奪命撃ヴオーパル・ストライク》に腹から背中までを撃ち抜かれて、ついに神獣レジエンド級エネミー《大天使メタトロン》は轟ごう音おんとともに地に伏した。

　全身を構成する白いプレートがゆっくりと解け、端はしから光の粒子へと変わっていく。球形の頭部もばらりと分解し、内部から大量の光が放出される。

　視界左側に大量のポイント加算メッセージが流れるのを確認しながら、ハルユキは地上へと降り立った。途端、

「やったね、クロウ！」

　後ろからチユリが飛びついてきて、右手でヘルメットをぐりぐりと撫なで回した。ここでついに集中力の在庫が切れ、ハルユキはがくっと座り込みそうになった。

「おっとと」

　チユリがすかさず体を支え、肩を貸して立たせてくれる。「あ……あんがと」と答え、顔を上げると、黒雪姫やタクム、あきら、楓フウ子コ、パドさんの笑顔──もちろん気配だけだが──があった。揃そろって「が……」と言いかけ、顔を見合わせてから、チームリーダーに譲ゆずる。

　こほんと咳せき払ばらいして、黒雪姫は改めて言った。

「がんばったな、クロウ。見事な戦い振りだった。またひとつ階段を上ったな」

「い、いえ、そんな……」

　首を縮めると、すぐさまチユリに背中をどやされる。

「こんな時くらい、胸張っときなさいよ！」

「わ、解わかったから背中ぐりぐりしないで」

　大きく息を吸い、肩を借りっぱなしながらも背せ筋すじを伸ばすと、黒クロ雪ユキ姫ヒメと楓フウ子コの間に後衛二人の姿が見えた。ニコのトレーラーの上に乗った謡ウタイが、両手をぶんぶん振っている。

　右手を上げて応こたえようとしたハルユキは、ふと謡の様子がおかしいことに気付いた。勝利を祝福しているというよりも、何かに注意喚かん起きしているような。よくよく見れば、トレーラーもヘッドライトを盛んにパッシングしている。

　なんだろう、と思ったハルユキは、何気なく上空を振り仰あおいだ。

　そこには、奇妙なモノが、音もなく浮遊していた。

　下と上が尖とがった白い紡ぼう錘すい形がた。細長い帯が斜めに巻き付き、中身を隠している。全長は二メートルほどだろうか。表面に描かれた複雑な模様が、夕陽に美しく煌きらめく。

　どこかで見たような……と細めた眼を、ハルユキはいっぱいに見開いた。

　あれは、メタトロンのツノだ。丸い頭から伸びていた用途不明の突起が、エネミーが消しよう滅めつした後もそのまま空中に残っているのだ。

　ハルユキに少し遅れて空に浮くツノを見た黒雪姫が、さすがに啞あ然ぜんとした声を出した。

「ど、どういうことだ……メタトロンは、確かに倒したはず……」

「ポイント加算を確認したの。倒したのは間違いない」

　そう続けたあきらの声も、常より少し張り詰めている。

　その時。

　頭の中で、またしても、戦せん闘とう中ちゆうに何度か聞こえた謎なぞの声が響ひびいた。




　おまえたちが破は壊かいしたのは、私の半身に過ぎません。




　ふわり、とツノを覆おおう帯が開いた。いや、帯ではない。長く、しなやかな、四枚の翼つばさ。

　内部から出現したのは、華か麗れいな鎧よろいと衣に身を包む、ひとりの女性だった。全身、染しみひとつない純白。髪も、肌も、衣服も雪のようなマットホワイトで、半分は夕陽のオレンジ、半分は宵よい闇やみの紫に彩いろどられている。

　両眼を閉じたままなのに、女性の美び貌ぼうは人間離ばなれしていた。生命をまったく感じさせない、しかし単なるオブジェクトでもない、異様な存在感。
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　ゆらり、としなやかな両腕が広げられた。白い睫まつ毛げに縁取られた瞼まぶたがほんの少しだけ開き、金色の瞳ひとみが地上の七人を捉とらえた。

　瞬しゆん間かん、凄せい絶ぜつなまでのプレッシャーが全身にのし掛かり、ハルユキは膝ひざを折りそうになった。必死に踏ふん張るが、脚の震ふるえを止められない。チユリが喉のどの奥で小さな悲鳴を上げ、黒クロ雪ユキ姫ヒメたちも全身を硬直させている。この圧倒的なオーラは、間違いなく神獣レジエンド級エネミー……いや、超級エネミーの域にまで迫せまるものだ。つまり、

　あの女性こそが、大天使メタトロンの、本体なのだ。

　衝しよう撃げきと戦せん慄りつのあまり途切れそうになる意識の中で、ハルユキは懸けん命めいに考えた。

　しかし、だとすれば、明らかに理り屈くつに合わない。

　巨大メタトロンとの戦せん闘とう中ちゆう、ハルユキに何度も助言してくれた声の主が、メタトロンの本体──。これはどういうことなのか。あの女性型エネミーは、自分の弱点をハルユキに伝え、自分を倒させたことになりはしないか。

「ど……どう、して……」

　疑念が恐怖を上回り、ハルユキはそんな声を発した。すると、再び声が聞こえた。




　小さき鳥よ。おまえは、私を縛しばる忌いまわしき頸くび木きの破は壊かいを成し遂とげました。

　戦士たちを焼き尽つくす定めにある私ですが、今は見逃しましょう。

　おまえたちが、戦いを望むのなら別ですが。




「の、のの……望みません！」

　無む我が夢む中ちゆうでハルユキが叫ぶと、純白の大天使は再び瞼まぶたを閉じ、鷹おう揚ように頷うなずいた。




　では、私はしばし下界を逍しよう遥ようしたのち、我わが城に戻ります。

　いずれまた会いましょう、小さき者たちよ。




　四枚の翼で順に体を包み、再び繭まゆのような紡ぼう錘すい形がたに戻ったメタトロンは、いきなり白い炎の柱に変じると、そのまま燃え尽きるように姿を消した。

　体を押し潰つぶさんばかりのプレッシャーが薄うすれ、やがて消しよう滅めつすると、ハルユキはその場にへなへなと崩くずれ落ちてしまった。今度はチユリも体を支えてはくれず、一いつ緒しよにぺたんと座り込む。どうやら脅きよう威いは去ったようだが、相変わらず何がなんだか解らないままで、ハルユキは首を左右に捻ひねり続けた。

　短い沈ちん黙もくを破ったのは、空を見上げたままのタクムだった。

「……つまり、こういうことでしょうか……」

　前置きをしてから、あまり自信のなさそうな声で続ける。

「メタトロンがミッドタウン・タワーを守っていたのは、何者かに……恐らくは加速研究会の一員にテイムされたからであって、本人の意志には反する状態だった。そして、メタトロンの頭に嵌はまってた冠かんむりは、さっきの女性が言ってた《頸くび木き》……つまりテイム用の道具か何かで、それをクロウが壊こわしたことで自由になれた……」

「あっ……ああ、なるほど！」

　激戦の痕こん跡せきが残る地面に座り込んだまま、ハルユキは声を上げた。

「そういえば、冠だけ白じゃなくて銀色だったもんな……」

　同時に、メタトロン本体が、テレパシー的な何かでハルユキに冠を狙ねらうよう命じたことにも説明がつく。思わず、そうならそうと最初から言ってくれよな！　と空に向かって念じてしまうが、もちろん答える声はなかった。

　タクムの説明に、黒クロ雪ユキ姫ヒメも納得したように頷うなずくと、隣となりの楓フウ子コを見ながら言った。

「何ともはや……。レイカー、カレン、我々がかつて《コントラリー・カセドラル》でメタトロンと戦った時は、あんな本体は出てこなかったよな？」

「出てこなかったわね。つまり、わたしたちが倒したつもりでいたのは……」

「メタトロンの、下半分だけだったということなの」

　三人の会話に、ハルユキと並んでへたり込んだままのチユリが呟つぶやいた。

「じゃあ、もし今回、クロウがテイムの冠を壊すより先にでっかい方を倒してたら……次は、あの女のヒトと戦わなきゃいけなかったってコト……？」

「ン、可能性はあるな……」

　黒のレギオンの五人が黙だまり込む中、パドさんがハルユキを見て言った。

「ＧＪ」

　その言葉に、ようやく戦いが終わった実感が湧わいてきて、大きく息を吐はく。よいしょと立ち上がり、チユリにも手を貸してから、ハルユキは五十メートル離はなれたところで待機するニコと謡ウタイに眼をやった。

　トレーラーの主砲はまっすぐこちらを向き、謡も長弓を構えたままだ。二人に向けて手を振り、大声で叫ぶ。

「レイン、メイさん、もう大だい丈じよう夫ぶです！　こっちに来てください！」

『ならとっととそう言えよな！』

　スピーカーで増幅されたニコの叫び声が風に乗って届き、「ごもっとも」と首を縮める。

　謡が屋根から飛び降りると、武装トレーラーは重々しい音を放って分解し、空気に溶けて消えた。コクピット部分から小さなアバターが飛び降り、長々と伸びをする。

　赤系の二人はがっちり握手を交わすと、七人のほうへ向き直った。さすがに消しよう耗もうしているらしく足取りはやや不安定だが、繫つないだままの手で互いを支えながら歩き続ける。その様子に、ハルユキは胸に温かいものが広がるのを感じた。

　アクア・カレント救出作戦のために帝てい城じよう目指して移動している時、謡はハルユキに訊たずねた。憶おぼえていらっしゃいますか、クーさん、と。その質問の目的語は、ハルユキがかつて帝城の中で謡に言った言葉だ。いつか、紹介したい友達がいるんだ、と。その友達こそ、いま謡の隣となりを歩いているニコだ。

　もうその必要はなさそうだけれど、でも、作戦が全部終わったらちゃんと紹介しよう。もちろん、裏庭のホウにも。ニコはきっと喜ぶだろう。それで、みんなで、生徒会の出し物を観みるんだ……。

　そんなことを考えながら見守るハルユキの視線の先で、謡とニコが、草原に長々と伸びるミッドタウン・タワーの影を踏ふんだ。

　きらり。

　何かが、光った。

　並んで歩く二人のずっと後方にある、低い建物の屋上。夕陽の反射ではない。毒々しいまでに鮮やかな、紫の閃せん光こう。

　あの光を、僕は、見たことが。

　たったそれだけを考えることしか、ハルユキにはできなかった。

　次の瞬しゆん間かん、アーダー・メイデンの胸を、四本の光線が音もなく貫つらぬいた。繫いでいた手が外れ、もんどり打って倒れる小柄な巫女みこに、ニコが本能的な動作でもう一度右手を伸ばした。

　しかし、その手が届くことはなかった。

　足あし許もとに広がる影から真っ黒な板が二枚飛び出し、ニコを挟はさみ込んだのだ。小さなアバターの全身から、オレンジ色の火花が飛び散る。

　ここでようやく、ハルユキの喉のどから、悲鳴混じりの叫び声が迸ほとばしった。

「あ……あああああ────ッ!!」

　今後の打ち合わせを始めようとしていた黒クロ雪ユキ姫ヒメたちが、さっと振り向き、彼方かなたの状況を視認する。

　真っ先に反応したのはブラッド・レパードだった。「グアウッ!!」と怒いかりの咆ほう哮こうを放つや、思い切り跳ちよう躍やくする。空中でビースト・モードが発動し、深しん紅くの豹ひようとなって草原に降り立つと、凄すさまじいスピードで赤の王の元へと疾しつ駆くする。

　だが、彼方から再び紫のレーザーが放たれ、レパードの足あし許もとに突き刺さった。今度は一本ずつ、時間差をつけて発射される光線を、豹はやむなく左右に回かい避ひする。その間に、ニコを挟はさみ込む漆しつ黒こくの板はどんどん幅を狭せばめていく。赤の王は懸けん命めいに堪こらえているようだが、疲労の激しさゆえか圧力に抗あらがいきれない。

「走れッ！」

　黒雪姫が叫び、残る五人も同時に地面を蹴けった。

　ハルユキは、三歩目でジャンプすると翼つばさを広げ、一気に加速した。拘こう束そくされるニコまで、あと四十……三十メートル……。

　しかし、その時、とうとう二枚の板が隙すき間まなく閉じた。死亡エフェクトは発生しなかった。ニコは板の中に囚とらわれてしまったのだ。まったく光を反射しないマットブラックの直方体は、地面に伸びる影の中へと沈み込んでいく。

「ブラック……バイス────ッ!!」

　ハルユキは、全速で飛行しながら、憎にくき仇きゆう敵てきの名を叫んだ。

　間違いない。あの黒い板は、加速研究会副会長を名乗るブラック・バイスが変身した姿だ。そして、紫のレーザーを発射しているのは、《四眼の分析者クアツドアイズ・アナリスト》アルゴン・アレイ。

　させない。ニコを攫さらったりなんか、絶対にさせない。

　砕くだけよとばかりに歯を食い縛しばり、ハルユキは飛んだ。

　彼方のビルで、紫の光が煌きらめいた。襲おそい来るレーザーを、ハルユキは左腕の導光ロッドで受け、弾はじいた。続けて右手を振りかぶる。

　二十メートル先で、直方体はもう七割以上も影に没している。

「《光線レーザー……槍ランス》!!」

　右手から放たれた銀光の長なが槍やりは、黒い板の側面を深々と抉えぐった。だが、沈降は止まらない。

　どぷん、と黒い波は紋もんを残し、板が影に沈んだのと、ハルユキの右手がその場所に突き刺さったのは同時だった。飛行の勢いそのままに、右手が肘ひじ近くまで地面に埋うまる。

　だが、指先には、何も触ふれない。

「グアウウッ!!」

　追いついてきたレパードが、吼ほえ猛たけりながら鉤かぎ爪づめで地面を抉えぐった。しかし、仮想の土くれが掘り返されるばかりで、黒い板は出てこない。

　ブラック・バイスは、影の中を自在に移動する力を持っている。いちど沈んでしまった以上、外から見つけるのは……

　────いや、まだだ!!

　ハルユキは、右手を地面から引き抜くと立ち上がった。すぐ傍そばに倒れている謡ウタイを助け起こし、駆け寄ってきた楓フウ子コに手渡す。

　諦あきらめない。絶対に諦めたりしない。大きく息を吸い込み、憤ふん怒ぬのあまり赤熱する思考のコントロールをどうにか取り戻す。

「パドさんは、アルゴンを追って下さい！　誰だれか、最も寄よりのポータルから離り脱だつして、ニコのケーブルを抜いて！」

　一呼吸で指示すると、ハルユキは地面を蹴けった。高度三十メートルまで急上昇し、ぐるりと周囲を見回す。

　黄昏たそがれステージの建物は柱ばかりで隙すき間まが多い。ブラック・バイス専用の移動経路である影も、どこかでは途切れているはずだ。そしてバイスは、ミッドタウン・タワーの根本ではなく先せん端たんに向かったはず。なぜならタワーは独立した建物で、一階部分は他の建物の影と接していないからだ。

　タワーの影を眼で追うと、先端部分は公園の外に出て、アルゴンがいたあたりの建物の影と融ゆう合ごうしている。あの先のどこかで、バイスはもう一度姿を現す。その瞬しゆん間かんを、見逃してはならない。

　視野を広く。一点ではなく、全体に集中する。建物の数は膨ぼう大だいで、影の経路は複雑に連なっているが、それら全すべてを同時に見るのだ。

　レパードが、アルゴン・アレイを追って公園を北に走っていく。

　向かう先、公園から少し離はなれた狭せまい路地で、紫の反射光がちかっと瞬またたく。あれがアルゴンだろう。

　バイスがアルゴンと合流するとすれば……更さらにその先。ひとかたまりの神殿群が途切れる、あのあたり──。

　そして、ハルユキは見た。大きな交差点の中心まで伸びた影の中から、漆しつ黒こくの直方体がぬっと浮かび上がるのを。

　────ニコ!!

　────僕は、約束したんだ！　君を守るって！　君がピンチになったら、いつでも飛んでいくって!!

　アバターの中心で爆発する感情を、エネルギーに変える。ありったけの光のイメージを背中の翼つばさにかき集め、叫ぶ。

「《光速翼ライト・スピード》!!」

　翼つばさから白銀の過剰光オーバーレイが迸ほとばしり、デュエルアバターは猛もう然ぜんと飛ひ翔しようする。

　彼方かなたの交差点では、黒い直方体が人型のシルエットに変形し、交差点を渡り始める。その腕には、意識を失っているらしい赤いアバターが抱かれている。

　交差点の先には、次の影がある。あそこに逃げ込まれたら、もう追い切れない。

　もっと。もっと。もっと早く。

　感覚の超加速が訪れ、世界の色が変わる。引き延ばされた時間が、粘液質の壁となって行く手を遮さえぎる。

　もっと。もっと…………。




　それほどまでに、求めるのならば。




　また、あの声が──いずこへか去ったはずの、大天使メタトロンの声が聞こえた。




　いっとき、力を貸しましょう。

　さあ、呼ぶのです。私の名を。




　視界左上に、システムカラーの文字列が閃ひらめいた。

【ＹＯＵ　ＧＯＴ　ＡＮ　ＥＮＨＡＮＣＥＤ　ＡＲＭＡＭＥＮＴ……《ＭＥＴＡＴＲＯＮ　ＷＩＮＧＳ》】。

　加速された意識の中で、ハルユキは叫んだ。

「着装ッ！　《メタトロン・ウイング》────ッ!!」

　天から純白の光が降り注ぎ、ハルユキの背中を撃うった。

　本来の金きん属ぞく翼よくの上部に、更さらにもう一対の翼が生成される。何よりも白く、刃のように薄うすく、しかし恐るべき力を秘めた、天使の翼。

　すでに心意加速しているシルバー・クロウの全身を、目も眩くらむような推力が叩たたいた。前に伸ばした両手の指先が、立ち塞ふさがる時間の壁をも貫つらぬいた。

「と…………べええええぇぇぇぇ────ッ!!」

　四枚の翼を輝かがやかせ、一条の光線となって、ハルユキは飛んだ。
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（続く）












　　　あとがき




　アクセル・ワールド14巻『激光の大天使』をお読み下さり、ありがとうございました。

　わたくし川かわ原はらは、前13巻のあとがきで、『メタトロン攻略編は四冊で終わらせる、五冊にはしません』とお約束しました。すでに本編を読了頂いた方はご承知のことと思いますが、今巻では、神獣レジエンド級エネミー《大天使メタトロン》そのものは攻略されたものの、このあとがきの三ページ前にはばっちり『続く』の二文字が……。はたして、メタトロン攻略編は終わったと言えるのか否いなか！　その判断は後世の歴史家に任せたい……いえすみません、終わってませんねどう考えても。セイリュウとメタトロンのダブルヘッダーは、ハルユキたちだけでなく私にとっても厳しいミッションでした……じゅ、15巻では必ず……たぶん……。

　さて。そんなわけで今巻は、ＡＷ史上初めて《全編デュエルアバター状態》な内容となっております（厳密には途中で一いつ瞬しゆんだけバーストアウトしていますが）。第一節が現実時間で午後十二時二十分、最終ページで恐らく十二時二十分五十七秒くらいなので、なんと文庫一冊かけて現実世界では一分も経たっていないという……。我ながらちょっとどうなのかと思わなくもないですが、もしかしたら全電撃文庫作品の中でも最短記録かもしれないな！　と思うと少し嬉うれしく……いえすみません、反省してます。次巻もなるべく早くお届けできるよう頑張りますので、メタトロン攻略編改めＩＳＳキット編に、あと少しだけお付き合いのほどよろしくお願いいたします！

　話は変わりますが、三月末から四月始めにかけて、アメリカはワシントン州シアトルで開催されたアニメコンベンション《サクラコン》に招待して頂き、生まれて初めて太平洋を横断してきました。感じたことは色々あり過ぎてとてもこの紙幅では書ききれませんが、海の向こうのアメリカで、かくも多くの人たちがかくも情熱的に日本のアニメやマンガを愛して下さっていることはとても嬉しい驚おどろきでした。残念ながら、ライトノベルは北米ではほとんど翻ほん訳やく出版されていないのですが（もちろんアクセルもＳＡＯも）、いつかは原作小説も楽しんで頂けるようになるといいなと強く思った次第です。この場を借りて、サクラコンの主催者様と、現地でアテンドして下さったアニプレックス・オブ・アメリカの皆様、日本から同行して下さった電撃文庫編集部の平ひら井い氏に深くお礼申し上げます。

　最後になりましたが、今巻が登場人物の多さゆえに難航し（九人パーティーはデカ過ぎでした……）、アクセル史上最さい凶きようレベルでご迷惑をおかけしてしまったイラストのＨＩＭＡさん、担当の三み木きさんに深く陳ちん謝しやいたします。そしてここまでお付き合い下さいました皆様にも、アクセル史上最大の感謝を！　次こそ一区切りさせます！





二〇一三年四月某日　　川かわ原はら　礫れき





















次ページには、紙書籍版刊行時の『ソードアート・オンライン13　アリシゼーション・ディバイディング』発売告知ページのイラストを収録しています。
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川かわ原はら 礫れき

10年ぶりくらいに引っ越し熱が高まっています。荒川の土手に引っ越したい！　そして毎日自転車に乗ったりブラックバスを釣ったりセイタカアワダチソウを愛でたりしたい！
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イラスト／ＨＩＭＡ

10月３日生まれ。挿絵は今シリーズが初のイラストレーター。『電撃萌王』小冊子への寄稿を見た文庫編集者が、今回の挿絵依頼をオファーしたことがきっかけ。本業仕事の合間を縫って、ブログやＳＮＳサイトなどでイラストを発表している。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「川原 礫先生」係

「HIMA先生」係











本書は書き下ろしです。
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